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2.4 劣化状況評価で追加する評価 

運転開始後 40年目に実施する劣化状況評価（以下，「PLM40」という）は，30年目の高

経年化技術評価（以下，「PLM30」という）を過去約 10 年間の供用実績，保全実績及び安

全基盤研究等技術的知見をもって検証し，課題を抽出して，それらの課題に対応したも

のであるとともに，30年目の長期保守管理方針の実績についても，その有効性を評価し，

結果を反映する。具体的には，追加検討を要する事項として，PLM30 で予測した経年劣化

の発生，進展傾向と，実機データの傾向を反映した PLM40 で予測する経年劣化の進展傾

向を比較し，予測結果に乖離が認められる場合には，これまでの知見等を考慮し，劣化

状況評価に反映した。 

なお， PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由を表 2.4-

1 に示す。 

2.4.1 低サイクル疲労における経年劣化傾向の評価 

疲労評価結果に相違がある機器（部位）について， PLM30 と PLM40 の比較を実施

し，相違が生じている理由について検討した。 

(1) 共通要因の検討，まとめ 

 a. 推定過渡回数の比較(60 年目時点の推定) 

 PLM30 と PLM40 における推定過渡回数の比較(60 年目時点の推定)を表 2.4.1-1

に，疲労評価期間と評価対象部位を表 2.4.1-2 に示す。 
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表 2.4-1（1/6）PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由

機種 項目 
30 年目 PLM 40 年目 PLM 40 年目 PLM での耐震安全性評価上の扱い 

機器・部位 経年劣化事象 機器・部位 経年劣化事象 分類 理由 

熱交換器 
U 字管式熱

交換器 

給水加熱器 伝熱管の摩耗 給水加熱器 伝熱管の摩耗 
△事象／

耐震「■」 

伝熱管の渦流探傷検査結果を確

認し，外面きず信号が検出され

ている箇所が少数であるため耐

震評価不要と判断した。 

排ガス予熱器，

排ガス復水器 

水室，管板，胴

等の応力腐食割

れ 

排ガス予熱器，

排ガス復水器 

水室，管板，胴

等の応力腐食割

れ 

△事象／

耐震「－」 

①排ガス予熱器の IGSCC：2008

年度に低炭素系ステンレス鋼へ

取替えており，SCC発生の可能

性は小さいため，耐震評価不要

と判断した。 

②排ガス復水器の IGSCC：実際

の運転温度が 100℃以下であ

り，SCC の発生する可能性は小

さいため，耐震評価不要と判断

した。 

③排ガス復水器の TGSCC：運転

圧力が 5kPa と極めて低く，製

造時の熱処理により溶接部の残

留引張応力が改善されており，

SCC 発生の可能性は小さいた

め，耐震評価不要と判断した。
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機種 項目 
30 年目 PLM 40 年目 PLM 40 年目 PLM での耐震安全性評価上の扱い 

機器・部位 経年劣化事象 機器・部位 経年劣化事象 分類 理由 

容器 
原子炉圧力

容器 

上鏡，ノズル，

セーフエンド

主蒸気ノズル，

給水ノズル及び

上鏡内面等の腐

食（エロージョ

ン・コロージョ

ン及び全面腐

食） 

上鏡，ノズル，

セーフエンド等

主蒸気ノズル，

給水ノズル及び

上鏡内面等の腐

食（全面腐食及

び流れ加速型腐

食） 

▲事象／

耐震「－」 

技術評価において，60年時点

における全面腐食及び流れ加速

型腐食での腐食量が設計段階で

考慮している腐食代以下である

と評価しているため，耐震評価

不要と判断した。 

なお，定量評価の有無の観点で

は，PLM30 と差異はなし。 

配管 
ステンレス

鋼配管系 

残留熱除去系，

ほう酸水注入

系，RPV,PCV バ

ウンダリ一次計

装系 

粒界型応力腐食

割れ 

残留熱除去系，

ほう酸水注入

系，原子炉保護

系（蒸気部），

原子炉保護系

（純水部） 

（30 年目 PLM

から系統名称の

変更あり：

RPV,PCV ﾊﾞｳﾝﾀﾞ

ﾘ一次計装系 →

原子炉保護系）

粒界型応力腐食

割れ 

△事象／

耐震「－」 

①残留熱除去系配管：低炭素ス

テンレス鋼を使用しており，

SCC 発生の可能性は小さいた

め，耐震評価不要と判断した。

②原子炉保護系配管（蒸気

部），ほう酸水注入系（純水

部）：小口径のため薄肉であ

り，大口径配管溶接部ほど溶接

入熱量が高くなく，溶接残留応

力も小さいと考えられるため，

SCC 発生の可能性は小さく，耐

震評価不要と判断した。 

表 2.4-1（2/6）PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由
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機種 項目 
30 年目 PLM 40 年目 PLM 40 年目 PLM での耐震安全性評価上の扱い 

機器・部位 経年劣化事象 機器・部位 経年劣化事象 分類 理由 

配管 
ステンレス

鋼配管系

（続き） （続き） （続き） （続き） （続き） ③原子炉保護系（純水部）：運

転温度が 100℃未満であり，

SCC 発生の可能性は小さいた

め，耐震評価不要と判断した。

炉内構造物 － 
シュラウド，上

部格子板 

照射誘起型応力

腐食割れ， 

中性子照射によ

る靭性低下 

上部格子板 
照射誘起型応力

腐食割れ 

○事象／

耐震「×」 

上部格子板に溶接部はなく，照

射誘起型応力腐食割れ発生の可

能性がないことより，耐震評価

不要と判断した。 

機械設備 基礎ボルト

シールインジェ

クションポンプ

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

使用条件（最高使用温度／圧

力）の適正化により PLM 評価対

象外となったもの 

原子炉冷却材浄

化系再生熱交換

器 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

原子炉冷却材浄

化系再生熱交換

器 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／

耐震「－」 
技術評価の見直しによるもの 

機械設備 基礎ボルト

原子炉冷却材浄

化系非再生熱交

換器 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

原子炉冷却材浄

化系非再生熱交

換器 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／耐

震「－」
技術評価の見直しによるもの 

原子炉格納容器
基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 
原子炉格納容器

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

▲事象／

耐震「－」 

技術評価の見直しによるもの

（埋設基礎ボルト） 

表 2.4-1（3/6）PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由
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機種 項目 
30 年目 PLM 40 年目 PLM 40 年目 PLM での耐震安全性評価上の扱い 

機器・部位 経年劣化事象 機器・部位 経年劣化事象 分類 理由 

機械設備 基礎ボルト

復水貯蔵タンク
基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

安全重要度の見直しにより PLM

評価対象外となったもの 

給水ポンプシー

ルドレンタンク

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

安全重要度の見直しにより PLM

評価対象外となったもの 

圧力測定装置

（DG機関冷却

水入口圧力） 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

D/G 機関冷却水

入口圧力計測装

置 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／

耐震「◎」 

後打ちアンカボルト使用のため

個別評価の対象外としたもの

（後打ちアンカボルトの耐震評

価に含む） 

中央制御室換気

系排風機（E2-

14） 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

中央制御室ブー

スターファン

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト SUS 化により，腐

食は想定されない） 

原子炉建屋ガス

処理系非常用ガ

ス処理系排風機

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

非常用ガス処理

系排風機 

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト SUS 化により，腐

食は想定されない） 

高圧炉心スプレ

イ系ポンプ室空

調機 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

高圧炉心スプレ

イ系ポンプ室空

調機 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／

耐震「◎」 

後打ちアンカボルト使用のため

個別評価の対象外としたもの

（後打ちアンカボルトの耐震評

価に含む） 

表 2.4-1（4/6）PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由
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機種 項目 
30 年目 PLM 40 年目 PLM 40 年目 PLM での耐震安全性評価上の扱い 

機器・部位 経年劣化事象 機器・部位 経年劣化事象 分類 理由 

機械設備 基礎ボルト

低圧炉心スプレ

イ系ポンプ室空

調機 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

低圧炉心スプレ

イ系ポンプ室空

調機 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／

耐震「◎」 

後打ちアンカボルト使用のため

個別評価の対象外としたもの

（後打ちアンカボルトの耐震評

価に含む） 

残留熱除去系ポ

ンプ室空調機

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

残留熱除去系ポ

ンプ室空調機

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／

耐震「◎」 

後打ちアンカボルト使用のため

個別評価の対象外としたもの

（後打ちアンカボルトの耐震評

価に含む） 

中央制御室換気

系送風機 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

中央制御室エア

ハンドリングユ

ニットファン

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト SUS 化により，腐

食は想定されない） 

中央制御室冷凍

機 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

中央制御室チラ

ーユニット 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

△事象／

耐震「◎」 

後打ちアンカボルト使用のため

個別評価の対象外としたもの

（後打ちアンカボルトの耐震評

価に含む） 

D/G 軽油貯蔵タ

ンク

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 
軽油貯蔵タンク

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト SUS 化により，腐

食は想定されない） 

D/G 燃料油移送

ポンプ 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 
燃料移送ポンプ

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト SUS 化により，腐

食は想定されない） 

表 2.4-1（5/6）PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由
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機種 項目 
30 年目 PLM 40 年目 PLM 40 年目 PLM での耐震安全性評価上の扱い 

機器・部位 経年劣化事象 機器・部位 経年劣化事象 分類 理由 

機械設備 基礎ボルト

減容固化設備減

容固化系ペレッ

ト充填装置

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

減容固化系設備

ペレット充填装

置 

評価部位の見直しによるもの

（評価部位は駆動モータであっ

たが，放射性物質を内包しない

部位のため PLM40 では評価部位

としていない） 

濃縮装置廃液濃

縮器補助循環タ

ンク

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

廃液濃縮器補助

循環タンク 

技術評価の見直しによるもの

（停止保管設備のため評価対象

外とした） 

濃縮装置廃液濃

縮器補助循環ポ

ンプ

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

廃液濃縮器補助

循環ポンプ 

技術評価の見直しによるもの

（停止保管設備のため評価対象

外とした） 

固化装置濃縮廃

液計量タンク 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

機器撤去に伴い PLM評価対象外

となったもの 

125V 蓄電池 
基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

125V 蓄電池

2A,2B 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

▲事象／

耐震「－」 

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト埋設化による） 

250V 蓄電池 
基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

安全重要度の見直しにより PLM

評価対象外となったもの 

±24V 蓄電池 
基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

±24V 蓄電池

2A,2B 

基礎ボルトの腐

食（全面腐食） 

▲事象／

耐震「－」 

技術評価の見直しによるもの

（基礎ボルト埋設化による） 

表 2.4-1（6/6）PLM30 と PLM40 を比較し耐震安全性評価不要と判断した項目及び理由
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【凡例】 

○：高経年化対策上着目すべき経年劣化事象

△：高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではない事象（日常劣化管理事象）

▲：高経年化対策上着目すべき経年劣化事象ではない事象（日常劣化管理事象以外）

◎：耐震安全上考慮する必要のある経年劣化事象として抽出

×：現在発生しておらず，今後も発生の可能性がないもの，又は小さいものとして耐震安全性評価対象から除外 

■：振動応答特性上，又は構造・強度上「軽微若しくは無視」できる事象として耐震安全性評価対象から除外

－：耐震安全性評価対象から除外
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別紙 

別紙 1. 日常劣化管理事象（△）について 

別紙 2. 日常劣化管理事象以外の事象（▲）について 

添付．計算機プログラム（解析コード）の概要について 



－ 114 － 

 別紙 1  

日常劣化管理事象（△）について 

日常劣化管理事象（△）のすべての対象機器を事象毎に分類し，劣化事象を考慮した劣

化傾向監視等，劣化管理の考え方，検査方式，検査間隔，検査方法及び検査実績,部品取替

履歴及び耐震上の影響を一覧表に整理したものを以下に示す。 

添付１ 東海第二発電所における日常劣化管理に対する保全概要 

添付２ 東海第二発電所における日常劣化管理事象一覧表 
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法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
1
0
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

共
通

(1
6
～
2
1
,2
3
,2
4
号
機
)

二
次
蓋
締
付
ボ

ル
ト
，
外
筒
（
外

面
）

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
J
2
1
-
V
0
0
1
D
@
)

無
■

4
1
1
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

1
6
～
2
1
号
機

底
板
（
外
面
）
，
二

次
蓋
（
外
面
）

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
J
2
1
-
V
0
0
2
D
@
)

無
■

4
1
2
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

1
6
～
2
1
号
機

中
性
子
遮
へ
い
カ

バ
ー
（
外
面
）

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
J
2
1
-
V
0
0
3
D
@
)

無
■

4
1
3
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

共
通

(1
6
～
2
1
,2
3
,2
4
号
機
)

リ
ブ
，
支
持
台

座
，
容
器
押
え
金

具
，
ト
ラ
ニ
オ
ン
固

定
ボ
ル
ト

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
J
2
1
-
V
0
0
4
D
@
)

無
■

4
1
4
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

1
8
～
2
1
号
機

ト
ラ
ニ
オ
ン
固
定

金
具

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

4
1
5
機
械
設
備
水
素
再
結
合

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
器
(S
A
)

架
台

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

4
1
6
機
械
設
備
基
礎
ボ
ル
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

機
器
付
基
礎
ボ
ル
ト
，
後
打
ち
メ
カ
ニ
カ

ル
ア
ン
カ
，
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ

基
礎
ボ
ル
ト
（
塗

装
部
）

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
F
C
S
-
H
E
X
-
1
A
)

無
■

4
1
7
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
M
/
C

筐
体

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

4
1
8
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
M
/
C

取
付
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

4
1
9
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
M
/
C

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

4
2
0
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

鉄
心
及
び
鉄
心

締
付
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
6
A
)

無
■

4
2
1
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

変
圧
器
ベ
ー
ス
，

筐
体
及
び
取
付

ボ
ル
ト

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
5
A
)

無
■

4
2
2
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗

装
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
4
A
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－46 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
4
7
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
2
3
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー

タ
の
固
定
子
コ
ア

及
び
回
転
子
コ
ア

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
補
修

を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
3
A
)

無
■

4
2
4
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー

タ
の
フ
レ
ー
ム
，

エ
ン
ド
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

及
び
端
子
箱

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
0
A
)

無
■

4
2
5
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー

タ
の
取
付
ボ
ル
ト

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜
の
健
全
性
を
確

認
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

4
2
6
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

計
測
用
P
/
C
①
1
2
0
/
2
4
0
 A
C

IN
S
T
.D
IS
T
.C
E
N
te
r(
S
W
IT
C
H

G
E
R
A
)2
A
，
②
1
2
0
/
2
4
0
 A
C

IN
S
T
.D
IS
T
.C
E
N
te
r(
S
W
IT
C
H

G
E
R
A
)2
B

主
回
路
導
体

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
9
C

V
T

①
2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T

D
IS
T
 B
U
S
 2
A
@
）

②
2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T

D
IS
T
 B
U
S
 2
B
@
）

有 2
4
回
定
検

2
0
0
9
(H
2
1
)

1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T
 D
IS
T
 B
U
S

2
A
@

■

4
2
7
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

共
通

筐
体
及
び
取
付

ボ
ル
ト

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T
 D
IS
T

B
U
S
 3
A
@
）

無
■

4
2
8
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

(非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
2
C
海
水

ポ
ン
プ
電
動
機
電
源
)

水
平
母
線
及
び

垂
直
母
線

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 2
C
-
4
/
4
D
)

無
■

4
2
9
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

(非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
2
C
海
水

ポ
ン
プ
電
動
機
電
源
)

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ー
ス
，

筐
体
，
サ
ポ
ー
ト

及
び
取
付
ボ
ル
ト

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 2
C
-
4
/
4
D
)

無
■

4
3
0
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

(非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
2
C
海
水

ポ
ン
プ
電
動
機
電
源
)

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 2
C
-
4
/
4
D
)

無
■

4
3
1
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

フ
レ
ー
ム
，
端
子

箱
，
エ
ン
ド
カ

バ
ー
及
び
軸
受

台

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T

2
5
回
定
検
（
G
E
N
-
D
G
-
2
D
)

無
■

4
3
2
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

固
定
子
コ
ア
及
び

回
転
子
コ
ア

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要

に
応
じ
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T

2
5
回
定
検
（
G
E
N
-
D
G
-
2
D
)

有 1
8
回
定
検

固
定
子
巻
替

（
G
E
N
-
D
G
-
2
D
）

■

4
3
3
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

筐
体
及
び
取
付

ボ
ル
ト

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T

2
5
回
定
検
（
G
E
N
-
D
G
-
2
D
)

無
■

4
3
4
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T

2
5
回
定
検
（
G
E
N
-
D
G
-
2
D
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
4
8
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
3
5
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

・
フ
レ
ー
ム
，
端
子

箱
，
エ
ン
ド
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
，
フ
ァ
ン
及

び
フ
ァ
ン
カ
バ
ー

・
固
定
子
コ
ア
及

び
回
転
子
コ
ア

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
M
T
R
）

無
■

4
3
6
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

・
発
電
機
電
機
子

コ
ア
，
界
磁
コ
ア

及
び
励
磁
機
界

磁
コ
ア
，
電
機
子

コ
ア

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
G
E
N
）

無
■

4
3
7
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

発
電
機
の
フ
レ
ー

ム
，
端
子
箱
，
エ

ン
ド
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
及

び
フ
ァ
ン

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
G
E
N
）

無
■

4
3
8
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル
，

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
及

び
軸
受
ブ
ラ
ケ
ッ

ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
F
L
Y
H
E
E
L
@
）

無
■

4
3
9
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

共
通
架
台
，
筐

体
，
取
付
ボ
ル
ト

及
び
後
打
ち
プ

レ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
G
E
N
，
R
P
S
-

M
G
-
A
-
F
L
Y
H
E
E
L
@
）

無
■

4
4
0
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
G
E
N
，
R
P
S
-

M
G
-
A
-
F
L
Y
H
E
E
L
@
）

無
■

4
4
1
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

筐
体

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

V
T

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
）

無
■

4
4
2
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

取
付
ボ
ル
ト

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
）

無
■

4
4
3
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
）

無
■

4
4
4
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

1
2
5
 V
蓄
電
池
 2
A
，
2
B

架
台

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
  
D
C
 2
A
 B
A
T
T
E
R
Y
）

有 H
2
1
年
度

取
替
（
Ｃ
Ｓ
→
M
S
E
）

（
1
2
5
V
  
D
C
 2
A
 B
A
T
T
E
R
Y
）

■

4
4
5
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

1
2
5
 V
蓄
電
池
 2
A
，
2
B

チ
ャ
ン
ネ
ル
ベ
ー

ス
（
大
気
接
触

部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
1
2
5
V
  
D
C
 2
A
 B
A
T
T
E
R
Y
）

無
■

4
4
6
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

筐
体
［
1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A
］
及
び
取

付
ボ
ル
ト
［
共
通
］

筐
体
［
1
2
5
 V
充

電
器
盤
 2
A
］
及

び
取
付
ボ
ル
ト

［
共
通
］

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A

B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
）

有
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
4
9
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
4
7
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
1
2
5
V
  
D
C
 2
A
 B
A
T
T
E
R
Y
）

無
■

4
4
8
電
源
設
備
計
測
用
分
電

盤
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

交
流
計
測
用
分
電
盤
 A
系
，
B
系

主
回
路
導
体

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

補
修
，
取
替
を
実
施
）

時
間
基
準
保
全
9
C

V
T

2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T
 D
IS
T

B
U
S
 2
A
@
）

無
■

4
4
9
電
源
設
備
計
測
用
分
電

盤
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

交
流
計
測
用
分
電
盤
 A
系
，
B
系

筐
体
，
取
付
ボ
ル

ト
及
び
チ
ャ
ン
ネ

ル
ベ
ー
ス

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T
 D
IS
T

B
U
S
 2
A
@
）

無
■

4
5
0
電
源
設
備
計
測
用
分
電

盤
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

交
流
計
測
用
分
電
盤
 A
系
，
B
系

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T
 D
IS
T

B
U
S
 2
A
@
）

無
■

4
5
1
電
源
設
備
計
測
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

計
測
用
変
圧
器

鉄
心
及
び
鉄
心

締
付
ボ
ル
ト

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
IN
S
T
-
2
A
-
T
R
）

無
■

4
5
2
電
源
設
備
計
測
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

計
測
用
変
圧
器

接
続
導
体

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
IN
S
T
-
1
A
-
T
R
）

無
■

4
5
3
電
源
設
備
計
測
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

計
測
用
変
圧
器

ク
ラ
ン
プ
，
変
圧

器
箱

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
IN
S
T
-
0
A
-
T
R
）

無
■

4
5
4
電
源
設
備
計
測
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

計
測
用
変
圧
器

取
付
ボ
ル
ト

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
IN
S
T
-
1
A
-
T
R
）

無
■

4
5
5
電
源
設
備
計
測
用
変
圧

器
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

計
測
用
変
圧
器

埋
込
金
物
（
大
気

接
触
部
）

可
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ

補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
4
回
定
検
（
IN
S
T
-
2
A
-
T
R
）

無
■

4
5
6
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ

及
び
往
復
ポ

ン
プ

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

①
残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

④
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

⑤
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
循
環
ポ
ン

プ ⑥
タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

⑦
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

⑧
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

①
2
6
Ｍ

②
1
3
0
Ｍ

③
1
3
0
Ｍ

④
1
0
Y

⑤
1
0
Y

⑥
1
0
Y

⑦
6
5
M

⑧
1
0
Y

V
T

①
2
5
回
定
検
（
R
H
R
Ｓ
-
P
M
P
-
Ａ
）

②
2
2
回
定
検
（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

③
2
3
回
定
検
H
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
）

④
2
5
回
定
検
（
H
D
-
P
M
P
-
C
）

⑤
2
5
回
定
検
（
C
U
W
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

⑥
2
5
回
定
検
（
T
D
R
F
P
-
P
M
P
-
A
)

⑦
2
1
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
0
0
1
)

⑧
2
4
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
◎

4
5
7
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

④
第
1
～
第
5
給
水
加
熱
器

⑤
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

⑥
排
ガ
ス
予
熱
器

⑦
排
ガ
ス
復
水
器

⑧
窒
素
ガ
ス
貯
蔵
設
備
蒸
発
器

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

④
1
0
Y

⑤
1
0
Y

⑥
1
0
Y

⑦
1
0
Y

⑧
1
0
Y

V
T

④
2
4
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
A
）

⑤
2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
B
）

⑥
2
5
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
A
）

⑦
2
5
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
E
）

⑧
2
5
回
定
検
（
N
2
S
U
P
P
-
H
E
X
-
R
E
5
0
）

無
◎

4
5
8
容
器

そ
の
他
容
器

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

①
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク

②
活
性
炭
ベ
ッ
ト

③
排
ガ
ス
再
結
合
器

④
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
フ
ィ
ル
タ
脱

塩
器

⑤
残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ
出
口

ス
ト
レ
ー
ナ

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

①
1
0
Y

②
1
0
Y

③
1
0
Y

④
1
0
Y

⑤
1
3
M

V
T

①
2
4
回
定
検
（
S
L
C
-
V
S
L
-
A
0
0
1
）

②
2
5
回
定
検
（
O
G
C
-
V
S
L
-
C
H
A
R
C
O
A
L
）

③
2
5
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
C
)

④
2
3
回
定
検
（
C
U
W
-
F
IT
-
1
A
)

⑤
2
5
回
定
検
（
3
-
1
2
-
D
1
）

無
◎

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－49 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
0
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
5
9
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

配
管
系
／

炭
素
鋼
配
管

系
/
低
合
金
鋼
配

管
系

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

共
通

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検

無
◎

4
6
0
ケ
ー
ブ
ル
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ

イ
，
電
線
管

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

共
通

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視

巡
視
点
検

手
順
書
に
基

づ
く

V
T

無
無

◎

4
6
1
タ
ー
ビ
ン
高
圧
タ
ー
ビ
ン

他
一
式

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

①
高
圧
タ
ー
ビ
ン

②
低
圧
タ
ー
ビ
ン

③
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン

④
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

①
1
0
Y

②
1
0
Y

③
1
0
Y

④
1
0
Y

V
T

①
2
3
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

②
2
3
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

③
2
4
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

④
2
5
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
◎

4
6
2
計
測
装
置
計
測
装
置

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

R
H
R
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計
測
装
置
他

計
測
装
置
一
式

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
H
1
3
-
P
9
2
5
)

無
◎

4
6
3
計
測
装
置
操
作
制
御
盤
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

原
子
炉
保
護
系
1
A
ト
リ
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
盤

他
一
式

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
H
1
3
-
P
9
2
1
)

無
◎

4
6
4
空
調
設
備
フ
ァ
ン

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
排
風
機

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全
7
8
M
,

★
2
M

D
T
V
T
★
振
動
診
断
及

び
潤
滑
油
分
析
2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
E
2
-
1
3
A
）

無
◎

4
6
5
空
調
設
備
空
調
機

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
室
空
調
機

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
0
回
定
検
（
H
V
A
C
-
A
H
2
-
5
)

無
◎

4
6
6
空
調
設
備
冷
凍
機

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

中
央
制
御
室
チ
ラ
ー
ユ
ニ
ッ
ト

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
W
C
2
-
1
)

無
◎

4
6
7
空
調
設
備
フ
ィ
ル
タ
ユ

ニ
ッ
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ

ン
基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
S
G
T
S
-
F
L
T
-
A
)

無
◎

4
6
8
空
調
設
備
ダ
ク
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

中
央
制
御
室
換
気
系
ダ
ク
ト
（
角
ダ
ク

ト
）

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
5
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
ダ

ク
ト
)

無
◎

4
6
9
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体
及
び

付
属
設
備
一

式 並
び
に
そ
の

他
機
械
設
備

一
式

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

①
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D

号
機
）
／
付
属
設
備
一
式

②
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合

装
置

③
空
気
圧
縮
機
他
付
属
設
備
一
式

④
蒸
気
式
空
気
抽
出
器

⑤
ボ
イ
ラ
本
体
他
付
属
設
備
一
式

⑥
廃
棄
物
処
理
設
備
一
式

⑦
排
気
筒

⑧
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容
器

⑨
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
器

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

①
1
0
Y

②
1
0
Y

③
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

④
1
0
Y

⑤
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑥
1
0
Y

⑦
1
0
Y

⑧
1
0
Y

⑨
1
0
Y

V
T

①
2
5
回
定
検
（
D
G
U
-
2
C
)

②
2
5
回
定
検
(F
C
S
-
W
A
T
E
R
-

S
E
P
A
R
A
T
O
R
-
A
)

③
無
④
2
5
回
定
検
（
S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN

E
J
E
C
T
-
A
@
)

⑤
無
⑥
2
4
回
定
検
（
R
W
-
H
E
X
-
D
6
0
0
A
)

⑦
2
5
回
定
検
（
S
T
A
C
K
-
D
M
P
-
8
@
）

⑧
2
5
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

⑨
2
5
回
定
検
（
J
2
1
-
V
0
0
4
D
@
)

無
◎

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
1
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
7
0
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

①
濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系

設
備
濃
縮
廃
液
貯
蔵
タ
ン
ク
，
②
廃
液

濃
縮
器
加
熱
器
，
③
機
器
ド
レ
ン
系
設

備
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
加
熱
器
，
④

減
容
固
化
系
設
備
乾
燥
機
，
⑤
ペ
レ
ッ

ト
充
填
装
置
，
⑥
乾
燥
機
排
気
ブ
ロ

ワ
，
⑦
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高
周

波
溶
融
炉
設
備
溶
融
炉
2
次
燃
焼
器
燃

焼
室
，
⑧
溶
融
炉
2
次
燃
焼
器
，
⑨
溶

融
炉
排
ガ
ス
冷
却
器
，
⑩
溶
融
炉
セ
ラ

ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
，
⑪
雑
固
体
減
容
処
理

設
備
高
周
波
溶
融
炉
設
備
，
⑫
雑
固

体
焼
却
系
設
備
焼
却
炉
，
⑬
焼
却
炉

灰
取
出
ボ
ッ
ク
ス
，
⑭
焼
却
炉
グ
ロ
ー

ブ
ボ
ッ
ク
ス
，
⑮
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル

タ
，
⑯
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出

ボ
ッ
ク
ス
，
⑰
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
，

⑱
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス
，
⑲
排
ガ
ス
冷
却
器
，
⑳
排
ガ
ス

ブ
ロ
ワ
，
㉑
雑
固
体
焼
却
系
設
備

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全

①
2
Y

②
1
Y
c

③
7
Y
c

④
3
Y
c

⑤
6
Y
c

⑥
5
Y
c

⑦
1
Y
c

⑧
1
Y
c

⑨
1
Y
c

⑩
1
Y
c

⑪
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑫
1
Y
c

⑬
1
Y
c

⑭
1
Y
c

⑮
3
Y
c

⑯
1
0
Y
c

⑰
6
Y
c

⑱
1
0
Y

⑲
1
Y
c

⑳
A
R

㉑
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

V
T

①
2
5
回
定
検
(R
W
C
O
N
C
-
V
S
L
-
A
7
0
0
A
)

②
2
5
回
定
検
（
R
W
-
H
E
X
-
B
1
6
0
0
A
)

③
2
5
回
定
検
（
N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
1
)

④
2
5
回
定
検
（
N
R
2
3
-
H
E
X
-
D
0
0
1
)

⑤
2
1
回
定
検
（
N
R
2
3
-
O
T
M
-
D
0
0
6
)

⑥
2
5
回
定
検
（
N
R
2
3
-
D
1
0
4
)

⑦
2
5
回
定
検
（
N
R
2
8
-
D
0
0
3
@
)

⑧
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
5
@
)

⑨
2
3
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
7
@
)

⑩
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
F
L
T
-
D
0
0
8
@
)

⑪
無
⑫
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
0
0
5
)

⑬
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
4
)

⑭
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
5
)

⑮
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
0
6
A
 )

⑯
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
8
A
)

⑰
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
0
7
A
)

⑱
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
2
1
A
)

⑲
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
7
@
)

⑳
2
4
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
 6
@
)

㉑
無

無
◎

4
7
1
機
械
設
備
基
礎
ボ
ル
ト

全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

機
器
付
基
礎
ボ
ル
ト
直
上
部
，
後
打
ち

メ
カ
ニ
カ
ル
ア
ン
カ
直
上
部
及
び
コ
ン
ク

リ
ー
ト
埋
設
部
並
び
に
後
打
ち
ケ
ミ
カ
ル

ア
ン
カ
直
上
部

基
礎
ボ
ル
ト
直
上

部
可

巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
F
C
S
-
H
E
X
-
1
A
)

無
◎

4
7
2
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
他
一
式
全
面
腐
食

2
-
②
大
気
に
接

す
る
部
位

・
4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

・
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

・
原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

無
無

◎

4
7
3
容
器

原
子
炉
格
納

容
器
本
体

全
面
腐
食

2
-
③
埋
設
環
境

（
直
接
目
視
が
困

難
な
部
位
）

原
子
炉
格
納
容
器

サ
ン
ド
ク
ッ
シ
ョ
ン

部
（
鋼
板
）
，
リ
ン

グ
ガ
ー
ダ

可

サ
ン
ド
ク
ッ
シ
ョ
ン
部
等
は
定
期
的
に
砂
を
除
去
し
て
点
検
を
実
施

し
な
い
た
め
，
代
替
評
価
を
行
う
。

ま
た
，
過
去
に
実
施
し
た
外
面
か
ら
の
肉
厚
測
定
の
結
果
を
考
慮

す
る
。

さ
ら
に
，
必
要
に
応
じ
内
面
か
ら
の
肉
厚
測
定
結
果
を
踏
ま
え
た
評

価
を
行
う
。

時
間
基
準
保
全
A
R

V
T
（
代
替
評

価
）
D
T

2
5
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

特
別
点
検
実
施

無
■

4
7
4
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境

④
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ
，

⑤
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
循
環
ポ
ン

プ
，
⑥
タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン

プ
，
⑦
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

軸
受
箱

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

④
6
5
M

⑤
5
2
M

⑥
3
9
M

⑦
6
5
M

V
T

④
2
5
回
定
検
（
H
D
-
P
M
P
-
C
）

⑤
2
5
回
定
検
（
C
U
W
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

⑥
2
5
回
定
検
（
T
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
)

⑦
2
1
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
0
0
1
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
2
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
7
5
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
①
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ
，

③
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

増
速
機
ケ
ー
シ
ン

グ
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
6
5
M

③
6
5
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
C
R
D
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
 ）

③
2
3
回
定
検
（
M
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
）

無
－

4
7
6
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境

①
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ
，

②
高
圧
復
水
ポ
ン
プ
，

③
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

軸
受
用
潤
滑
油

ユ
ニ
ッ
ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
6
5
M

②
6
5
M

③
6
5
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
C
R
D
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
 ）

②
2
4
回
定
検
（
H
P
C
P
-
P
M
P
-
B
）

③
2
3
回
定
検
（
M
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
）

無
－

4
7
7
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

ク
ラ
ン
ク
軸

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
－

4
7
8
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

ク
ラ
ン
ク
ケ
ー
ス
，

潤
滑
油
ユ
ニ
ッ
ト

油
ポ
ン
プ
，
潤
滑

油
ユ
ニ
ッ
ト
油
配

管
及
び
潤
滑
油

ユ
ニ
ッ
ト
ス
ト
レ
ー

ナ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
－

4
7
9
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

減
速
機
歯
車

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
－

4
8
0
ポ
ン
プ

モ
ー
タ

高
圧
ポ
ン
プ

モ
ー
タ

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
伝
熱
管

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
有
無
を
確
認
及
び
漏
え

い
試
験
に
て
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T
漏
え
い
試
験

①
2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
S
(A
)　
M
O
）

無
－

4
8
1
タ
ー
ビ
ン
高
圧
タ
ー
ビ
ン
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
高
圧
タ
ー
ビ
ン

油
切
り
，
軸
受
台

（
内
面
）
，
軸
受
ボ

ル
ト
，
ベ
ー
ス
プ

レ
ー
ト

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
お
い
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
を
実
施
）

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

無
－

4
8
2
タ
ー
ビ
ン
低
圧
タ
ー
ビ
ン
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
低
圧
タ
ー
ビ
ン

油
切
り
，
軸
受
台

（
内
面
）
，
軸
受
ボ

ル
ト
，
ベ
ー
ス
プ

レ
ー
ト

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
お
い
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
を
実
施
）

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

無
－

4
8
3
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
タ
ー
ビ
ン

油
切
り
，
軸
受
台

(内
面
)，
軸
受
ボ

ル
ト
，
ベ
ー
ス
プ

レ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
お
い
て
各
部
位
の
腐
食
の
検
知

が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 2
4
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－52 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
3
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
8
4
タ
ー
ビ
ン
制
御
装
置
及

び
保
安
装
置

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境

タ
ー
ビ
ン
高
圧
制
御
油
ポ
ン
プ
，
タ
ー
ビ

ン
高
圧
制
御
油
ポ
ン
プ
吐
出
側
フ
ィ
ル

タ

ケ
ー
シ
ン
グ
，
フ
ィ

ル
タ

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
1
D
（
巡
視
）

2
6
M
（
開
放
）
V
T

①
2
3
回
定
検
(E
H
C
-
P
M
P
-
E
H
C
-
A
)

無
－

4
8
5
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境

①
主
油
ポ
ン
プ

②
油
冷
却
器

③
油
タ
ン
ク
，
油
配
管

ケ
ー
シ
ン
グ
，

胴
，
タ
ン
ク
，
配
管

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
①
6
5
M

②
6
5
M

③
6
5
M

V
T

①
2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

②
2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

③
2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
－

4
8
6
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
主
油
ポ
ン
プ

主
軸
，
従
軸

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T

2
3
回
定
検

（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
－

4
8
7
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境

①
潤
滑
油
系
機
付
潤
滑
油
ポ
ン
プ

②
潤
滑
油
冷
却
器
（
胴
側
）

③
潤
滑
油
サ
ン
プ
タ
ン
ク

④
シ
リ
ン
ダ
注
油
タ
ン
ク

⑤
潤
滑
油
調
圧
弁

⑥
潤
滑
油
フ
ィ
ル
タ

⑦
潤
滑
油
系
配
管
及
び
弁

⑧
燃
料
油
系
軽
油
貯
蔵
タ
ン
ク
（
S
A
）

⑨
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
（
S
A
）

⑩
燃
料
油
デ
イ
タ
ン
ク

⑪
燃
料
油
フ
ィ
ル
タ

⑫
燃
料
油
系
配
管
及
び
弁
（
燃
料
油
デ

イ
タ
ン
ク
～
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
本
体
）

潤
滑
油
系
及
び

燃
料
油
系
機
器

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
，
新
規

に
設
置
す
る
軽
油
貯
蔵
タ
ン
ク
及
び
燃
料
油
系
機
器
に
つ
い
て
も

上
記
同
様
に
管
理
し
，
健
全
性
を
確
認
す
る
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

①
5
2
M

②
2
6
M

③
1
C

④
1
C

⑤
1
C

⑥
1
3
M

⑦
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑧
設
備
設

置
後
設
定

⑨
設
備
設

置
後
設
定

⑩
1
M

⑪
1
3
0
M

⑫
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

V
T

①
2
5
回
定
検
（
D
G
L
O
-
P
M
P
-
2
C
-
A
@
)

②
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
L
O
-
H
E
X
-
1
)

③
2
5
回
定
検
（
D
G
-
V
S
L
-
2
C
-
D
G
L
O
-
1
）

④
2
5
回
定
検
（
D
G
-
V
S
L
-
H
P
C
S
-
D
G
L
O
-

2
）
⑤
無
⑥
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
L
O
-
F
L
T
-
3
A
)

⑦
無
⑧
無
⑨
無
⑩
2
5
回
定
検
（
D
G
-
V
S
L
-
2
C
-
D
O
-
1
)

⑪
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
O
-
F
L
T
-
2
)

⑫
無

無
－

4
8
8
機
械
設
備
制
御
用
圧
縮

空
気
系
設
備
全
面
腐
食

2
-
④
潤
滑
油
環

境
空
気
圧
縮
機

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ

ロ
ッ
ド
，
ク
ラ
ン
ク

軸
，
ク
ラ
ン
ク
ケ
ー

ス
（
内
面
）
，
ク
ロ

ス
ヘ
ッ
ド
，
ク
ロ
ス

ピ
ン
，
ク
ロ
ス
ガ
イ

ド
，
油
ポ
ン
プ
ギ

ア

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
IA
-
C
M
P
-
A
)

無
－

4
8
9
容
器

そ
の
他
容
器

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
，
②

S
L
C
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
，
③
格
納
容

器
圧
力
逃
が
し
装
置
フ
ィ
ル
タ
装
置
（
Ｓ

Ａ
）

鏡
板
，
胴
板
等

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

②
1
3
0
M

③
設
備
設

置
後
設
定

V
T

①
点
検
実
績
な
し
（
S
L
C
-
V
S
L
-
A
0
0
1
)

②
1
9
回
定
検

（
S
L
C
-
V
S
L
-
A
0
0
3
A
)

③
無

無
－

4
9
0
容
器

そ
の
他
容
器

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ス
ク
ラ
ム
排
出
水
容
器

鏡
板
，
胴
板

可
肉
厚
測
定
を
実
施
し
健
全
性
を
確
認
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

肉
厚
測
定

2
5
回
定
検
（
C
1
2
-
G
0
0
1
A
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
4
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

4
9
1
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

配
管
系

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ほ
う
酸
水
注
入
系
（
五
ほ
う
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
水
部
）

配
管

可
機
器
の
試
運
転
や
定
期
試
験
時
に
系
統
の
全
体
の
漏
洩
確
認
を

実
施
し
て
お
り
，
配
管
の
腐
食
の
検
知
は
可
能
。

定
期
試
験

時
間
基
準
保
全
1
M
1
3
0
M

漏
え
い
試
験

1
8
回
定
検

無
－

4
9
2
弁

仕
切
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
出
口
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
，
弁
座
，
弁
棒

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
2
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
0
3
A
）

無
－

4
9
3
弁

玉
形
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク
出
口
弁

弁
箱
（
弁
座
一
体

型
）
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
，
弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
3
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
0
1
A
）

無
－

4
9
4
弁

逆
止
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

S
L
C
ポ
ン
プ
出
口
逆
止
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
，
ス
プ
リ
ン
グ

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
2
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
3
3
A
）

無
－

4
9
5
弁

安
全
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

S
L
C
ポ
ン
プ
逃
し
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

体
，
ノ
ズ
ル
シ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T

2
5
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
2
9
A
)

無
－

4
9
6
弁

爆
破
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ほ
う
酸
水
注
入
系

弁
箱
（
内
面
）

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
0
4
A
)

無
－

4
9
7
空
調
設
備
空
調
機

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
室
空
調
機

水
室
（
内
面
）
，
管

板
（
内
面
）
，
冷
却

コ
イ
ル

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
A
H
2
-
5
)

有 平
成
1
3
～
1
5
年
度

（
H
V
A
C
-
A
H
2
-
1
他
：
空
調
機
一
式
取

替
）

－

4
9
8
空
調
設
備
冷
凍
機

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

冷
水
ポ
ン
プ

ラ
イ
ナ
リ
ン
グ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
の
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
P
M
P
-
P
2
-
3
)

無
－

4
9
9
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

冷
却
水
系
機
付
冷
却
水
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
リ
ン

グ
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
C
W
-
P
M
P
-
2
C
@
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
5
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
0
0
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

不
活
性
ガ
ス
系

残
留
熱
除
去
系
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
，
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
冷
却
系
，
非
常
用
ガ
ス
再
循
環

系
，
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
，
可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制
御
系
，
重
大
事
故
等
対
処

設
備

配
管

可
機
器
の
分
解
点
検
に
合
わ
せ
，
配
管
内
面
の
目
視
点
検
を
行
っ
て

お
り
，
腐
食
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
機
器
点
検

時
V
T

無
無

－

5
0
1
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

シ
ー
ル
水
ク
ー
ラ

可
胴
，
伝
熱
管
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
②
1
3
0
Ｍ

③
1
3
0
Ｍ

V
T

②
2
2
回
定
検
（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

③
2
3
回
定
検
H
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
）

取
替
計
画
有

2
5
回
定
検
不
適
合
（
R
H
R
-
P
M
P
-

0
0
2
B
）
他
類
似
ポ
ン
プ
は
水
平
展
開
で

取
替
予
定

■

5
0
2
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
，
コ
ラ

ム
パ
イ
プ
，
デ
リ

ベ
リ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
②
1
3
0
Ｍ

V
T

②
2
2
回
定
検
（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

無
■

5
0
3
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
，
デ

リ
ベ
リ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
③
1
3
0
Ｍ

V
T

③
2
3
回
定
検
（
H
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
）

無
■

5
0
4
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

④
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

バ
レ
ル

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
②
1
3
0
Ｍ

③
1
3
0
Ｍ

④
6
5
M

V
T

②
2
2
回
定
検
（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

③
2
3
回
定
検
（
H
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
）

④
2
5
回
定
検
（
H
D
-
P
M
P
-
C
）

無
■

5
0
5
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

プ
ラ
ン
ジ
ャ
，
ケ
ー

シ
ン
グ
，
ケ
ー
シ

ン
グ
カ
バ
ー
（
吸

込
側
）
及
び
リ
フ
ト

抑
え
の
接
液
部

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
，
ま
た
，

寸
法
測
定
を
実
施
し
各
部
の
健
全
性
を
確
認
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
D
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
■

5
0
6
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

③
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器
，

④
給
水
加
熱
器
，

⑤
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
，

⑦
排
ガ
ス
復
水
器
，

⑧
窒
素
ガ
ス
貯
蔵
設
備
蒸
発
器

⑤
の
み
，
胴
（
内
面
）
を
除
く

水
室
（
内
面
）
，
胴

（
内
面
）
，
ド
レ
ン

タ
ン
ク
（
内
面
）
，

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

（
内
面
）
，
水
室
カ

バ
ー
（
内
面
）
，
上

蓋
（
内
面
）
，
仕
切

板

可

開
放
点
検
に
お
い
て
，
水
室
（
内
面
）
等
の
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。
ま
た
給
水
加
熱
器
（
胴
）
，
残
留
熱
除

去
系
熱
交
換
器
（
胴
）
，
排
ガ
ス
復
水
器
（
胴
）
は
肉
厚
測
定
を
定
量

的
な
評
価
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

③
5
2
M

④
1
H
T
R
，

6
H
T
R
：
5
2
M

2
H
T
R
～

5
H
T
R
：
3
9
M

⑤
3
9
M

⑦
5
2
M

⑧
1
C

V
T
D
T

③
2
3
回
定
検
（
S
S
-
H
E
X
-
E
V
A
P
）

④
2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
）

⑤
2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

⑦
2
4
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
E
）

⑧
2
5
回
定
検
（
N
2
S
U
P
P
-
H
E
X
-
R
E
5
0
）

有 ④
1
9
回
定
検

　
4
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替
，

④
2
4
回
定
検

　
6
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替

■

5
0
7
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交

換
器
，

②
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
非
再
生
熱

交
換
器
，

③
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器
，

④
給
水
加
熱
器
，

⑤
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
，

⑦
排
ガ
ス
復
水
器
，

⑧
窒
素
ガ
ス
貯
蔵
設
備
蒸
発
器

水
室
（
外
面
）
，
管

板
（
外
面
）
，
胴

（
外
面
）
，
水
室
カ

バ
ー
（
外
面
）
，
ド

レ
ン
タ
ン
ク
（
外

面
）
，
マ
ン
ホ
ー
ル

蓋
（
外
面
）
，
上
蓋

（
外
面
）

可
開
放
点
検
の
際
に
保
温
を
取
り
外
す
こ
と
に
よ
り
，
水
室
（
外
面
）
等

の
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

②
1
3
0
M

③
5
2
M

④
1
H
T
R
，

6
H
T
R
：
5
2
M

2
H
T
R
～

5
H
T
R
：
3
9
M

⑤
3
9
M

⑦
5
2
M

⑧
1
C

V
T

①
1
7
回
定
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

②
2
4
回
定
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
2
A
）

③
2
3
回
定
検
（
S
S
-
H
E
X
-
E
V
A
P
）

④
2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
）

⑤
2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

⑦
2
4
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
E
）

⑧
2
5
回
定
検
（
N
2
S
U
P
P
-
H
E
X
-
R
E
5
0
）

有 ①
1
7
回
定
検

　
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
：
一
式
取
替
）

④
1
9
回
定
検

　
4
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替

④
2
4
回
定
検

　
6
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
6
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
0
8
容
器

原
子
炉
格
納

容
器
本
体

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

原
子
炉
格
納
容
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
･

チ
ェ
ン
バ
本
体

（
水
中
部
）

可

可
視
可
能
な
範
囲
に
つ
い
て
は
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
開
放

点
検
に
て
補
修
塗
装
（
水
中
塗
装
）
）

必
要
に
応
じ
て
肉
厚
測
定
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
す
る
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
0
Ｍ

②
1
0
Y

①
V
T
，
D
T

②
V
T

①
2
1
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

②
2
5
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

無
■

5
0
9
容
器

原
子
炉
格
納

容
器
本
体

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

原
子
炉
格
納
容
器

底
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト

マ
ッ
ト
（
ラ
イ
ナ
ー

プ
レ
ー
ト
）

可

可
視
可
能
な
範
囲
に
つ
い
て
は
，
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
開
放

点
検
に
て
補
修
塗
装
（
水
中
塗
装
）
）

必
要
に
応
じ
て
肉
厚
測
定
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
Ｍ

V
T
D
T

2
1
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

無
■

5
1
0
容
器

そ
の
他
容
器

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
湿
分
分
離
器
，
②
原
子
炉
冷
却
材

浄
化
系
フ
ィ
ル
タ
脱
塩
器

鏡
板
，
胴
板
等

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜
の
健
全
性
を
確

認
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
M

②
5
Y
c

V
T

①
2
5
回
定
検
（
M
S
-
O
T
M
-
M
O
IS
E
P
A
-
1
A
)

②
2
3
回
定
検
（
C
U
W
-
F
L
T
-
1
A
）

無
■

5
1
1
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

残
留
熱
除
去
海
水
系

配
管
及
び
ク
ロ
ー

ザ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト

（
略
称
：
Ｃ
Ｒ
Ｊ
）

可

配
管
外
面
は
，
目
視
点
検
で
塗
膜
の
状
況
を
，
内
面
は
目
視
点
検

（
遠
隔
含
む
）
に
よ
り
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
膨
ら
み
・
き
裂
を
，
Ｃ
Ｒ
Ｊ
は
目

視
点
検
及
び
ピ
ン
ホ
ー
ル
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知

は
可
能
。

時
間
基
準
保
全

配
管
：
全
数

/
1
3
0
Ｍ

Ｃ
Ｒ
Ｊ
：
全
数

/
5
定
検

V
T

Ｖ
Ｔ
，
ピ
ン
ホ
ー

ル
検
査

2
5
回
定
検

有 配
管
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ仕
様
変
更

（
ﾀ
ｰ
ﾙ
ｴ
ﾎ
ﾟ→
ﾎ
ﾟﾘ
ｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ
）

C
R
J
の
ｽ
ﾋ
ﾟｺ
ﾞｯ
ﾄﾊ
ﾟｲ
ﾌ
ﾟ（
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞは
く
離

の
た
め
）

■

5
1
2
弁

仕
切
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
海
水
出
口

弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
5
6
M

V
T

1
7
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
1
5
A
)

無
■

5
1
3
弁

仕
切
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
海
水
系
出

口
隔
離
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
，
弁
座

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
膜
厚
検
査
に
お
い
て
健
全
性
を

確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
6
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
0
）

無
■

5
1
4
弁

玉
形
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
エ
ン
ジ
ン

エ
ア
ク
ー
ラ
海
水
入
口
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
ラ
イ
ニ
ン
グ
状
態
の
健
全
性
を
確

認
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
)

有 2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
)

■

5
1
5
弁

玉
形
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
室
空
調

海
水
出
口
弁

弁
箱
（
弁
座
一
体

型
）
，
弁
ふ
た

（
ヨ
ー
ク
一
体

型
）
，
ジ
ョ
イ
ン
ト

ナ
ッ
ト
，
弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
3
-
1
2
V
3
0
）

有 2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
)

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
7
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
1
6
弁

逆
止
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
海
水
系
出

口
逆
止
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
，
弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
ラ
イ
ニ
ン
グ
状
態
の
健
全
性
を
確

認
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
2
4
）

有 ③
2
5
回
定
検

2
0
1
1
（
H
2
3
）
（
2
5
）

（
3
-
1
3
V
2
4
）

■

5
1
7
弁

バ
タ
フ
ラ
イ
弁
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

D
G
S
W
非
常
用
放
出
ラ
イ
ン
隔
離
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
底

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
ラ
イ
ニ
ン
グ
状
態
の
健
全
性
を
確

認
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
4
回
定
検
（
7
-
1
3
V
9
2
）

無
■

5
1
8
弁

安
全
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
注
入
弁

F
0
0
4
安
全
弁
，
②
ヒ
ー
タ
1
安
全
弁
，
⑦

R
H
R
熱
交
換
器
管
側
安
全
弁

弁
箱

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
①
9
1
M

②
1
3
0
M

⑦
3
9
M

V
T

①
2
0
回
定
検
（
E
2
2
-
F
R
0
0
4
）

②
1
8
回
定
検
（
6
-
6
V
3
1
）

⑦
2
4
回
定
検
（
3
-
1
2
V
B
0
0
1
A
)

無
■

5
1
9
弁

安
全
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ヒ
ー
タ
1
安
全
弁

ノ
ズ
ル
シ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
8
回
定
検
（
6
-
6
V
3
1
）

無
■

5
2
0
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

タ
ー
ビ
ン

隔
板
固
定
キ
ー
・

ボ
ル
ト
，
隔
板

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
0
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 1
9
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

■

5
2
1
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
管
逃
し
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
ガ

イ
ド

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
お
い
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
を
実
施
）

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T

2
1
回
定
検
（
R
V
-
1
)

無
■

5
2
2
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
バ
ロ
メ
ト
リ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
，
②
真

空
タ
ン
ク
，
③
真
空
ポ
ン
プ
，
④
復
水
ポ

ン
プ
，
⑤
復
水
系
配
管
・
弁
，
グ
ラ
ン
ド

蒸
気
系
配
管

胴
，
ケ
ー
シ
ン

グ
，
配
管
，
弁

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全

①
6
5
M

②
6
5
M

③
6
5
M

④
6
5
M

⑤
6
5
M

V
T

①
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
H
E
X
-
C
0
0
2
)

②
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
H
E
X
-
C
0
0
2
)

③
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
V
A
C
)

④
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
O
N
D
)

⑤
2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
■

5
2
3
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
真
空
ポ
ン
プ

②
復
水
ポ
ン
プ

羽
根
車

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
①
6
5
M

②
6
5
M

V
T

①
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
V
A
C
)

②
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
O
N
D
)

無
■

5
2
4
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

空
気
冷
却
器
水

室
可

開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
ラ
イ
ニ
ン
グ
部
の
剥
離
及
び
腐

食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
よ
り
ラ
イ
ニ
ン
グ
等
の
補
修
を
実
施
）
。
時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
C
-
D
G
A
E
-
H
E
X
-
1
A
)

無
■

5
2
5
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

①
潤
滑
油
系
潤
滑
油
冷
却
器

②
冷
却
水
系
清
水
冷
却
器

水
室

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
剥
離
状
況
等
の

検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
①
2
6
M

②
2
6
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
L
O
-
H
E
X
-
1
)

②
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
C
W
-
H
E
X
-
1
)
無

■

5
2
6
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

燃
料
油
系
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

（
S
A
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
固
定
子
コ

ア
及
び
回
転
子
コ

ア

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
有
無
を
確
認
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

5
2
7
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

燃
料
油
系
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

（
S
A
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
フ
レ
ー
ム
，

エ
ン
ド
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

及
び
端
子
箱

可
塗
膜
の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
塗
装
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－57 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
8
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
2
8
機
械
設
備
補
助
ボ
イ
ラ

設
備

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

ボ
イ
ラ
本
体

汽
水
胴
，
水
胴
，

火
炉
，
管
，
安
全

弁
，
バ
ー
ナ

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
)

無
■

5
2
9
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

1
2
5
 V
蓄
電
池
 2
A
，
2
B

極
板

可
点
検
時
に
浮
動
充
電
電
流
の
測
定
を
実
施
し
，
健
全
性
を
確
認

（
必
要
に
応
じ
て
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

浮
動
充
電
電
圧

測
定
，
電
圧
測

定
(全
セ
ル
)，

温
度
測
定
(全

セ
ル
)

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
  
D
C
 2
A
 B
A
T
T
E
R
Y
）

有 H
2
1
年
度

取
替
（
Ｃ
Ｓ
→
M
S
E
）

（
1
2
5
V
  
D
C
 2
A
 B
A
T
T
E
R
Y
）

■

5
3
0
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

全
面
腐
食

2
-
⑤
内
包
流
体
：

蒸
気
系
，
純
水

系
，
海
水
系
等

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

胴
（
内
面
）

可

開
放
点
検
に
お
い
て
，
水
室
（
内
面
）
等
の
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。
ま
た
給
水
加
熱
器
（
胴
）
，
残
留
熱
除

去
系
熱
交
換
器
（
胴
）
，
排
ガ
ス
復
水
器
（
胴
）
は
肉
厚
測
定
を
定
量

的
な
評
価
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T
D
T

2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

無
◎

5
3
1
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
全
面
腐
食

2
-
⑥
内
包
流
体
：

防
錆
剤
入
り
純

水
原
子
炉
補
機
冷
却
系

配
管

可
機
器
の
分
解
点
検
に
合
わ
せ
，
配
管
内
面
の
目
視
点
検
を
行
っ
て

お
り
，
腐
食
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
機
器
点
検

時
V
T

無
無

－

5
3
2
弁

仕
切
弁

全
面
腐
食

2
-
⑥
内
包
流
体
：

防
錆
剤
入
り
純

水

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
内
機
器
原
子
炉
補
機
冷

却
水
戻
り
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

体
，
弁
座

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
4
回
定
検
（
2
-
9
V
3
0
）

無
－

5
3
3
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

全
面
腐
食

2
-
⑥
内
包
流
体
：

防
錆
剤
入
り
純

水

①
冷
却
水
系
機
付
冷
却
水
ポ
ン
プ
，
②

清
水
冷
却
器
（
胴
）
，
③
清
水
膨
張
タ
ン

ク
，
④
冷
却
水
系
配
管
及
び
弁

冷
却
水
系
機
器

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

①
5
2
M

②
2
6
M

③
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

V
T

①
2
5
回
定
検

（
D
G
C
W
-
P
M
P
-
2
C
@
)

②
2
5
回
定
検

（
D
G
-
2
D
-
D
G
C
W
-
H
E
X
-
1
)

③
無

無
－

5
3
4
機
械
設
備
制
御
用
圧
縮

空
気
系
設
備
全
面
腐
食

2
-
⑥
内
包
流
体
：

防
錆
剤
入
り
純

水
ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ

伝
熱
管

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
IA
-
H
E
X
-
1
6
-
2
A
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－58 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
5
9
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
3
5
配
管

①
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
配
管
系

②
低
合
金
鋼

配
管
系

①
②
腐
食
（
液
滴

衝
撃
エ
ロ
ー
ジ
ョ

ン
）

2
-
⑦
配
管
の
場

合

①
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
系

②
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
系
，
原
子
炉
系
配
管
及
び
オ
リ

フ
ィ
ス

可
配
管
減
肉
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
，
減
肉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
点
検
計
画

を
立
案
し
配
管
厚
さ
測
定
・
余
寿
命
評
価
し
，
減
肉
管
理
し
て
い

る
。

時
間
基
準
保
全

巡
視

減
肉
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る

J
S
M
E

U
M
R
T

漏
え
い
試
験

2
5
回
定
検

無 （
第
2
5
回
定
検
に
て
第
5
抽
気
配
管
取
替

工
事
を
計
画
中
。
工
事
計
画
書
H
2
3
年
5

月
　
発
室
発
第
7
7
号
）

■

5
3
6
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑦
配
管
の
場

合
タ
ー
ビ
ン
主
蒸
気
系

配
管

可
配
管
減
肉
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
，
減
肉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
点
検
計
画

を
立
案
し
配
管
厚
さ
測
定
・
余
寿
命
評
価
し
，
減
肉
管
理
し
て
い

る
。

時
間
基
準
保
全

巡
視

減
肉
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る

J
S
M
E

配
管
肉
厚
管
理

（
U
M
，
R
T
）

漏
え
い
試
験

2
4
回
定
検

無
■

5
3
7
配
管

①
炭
素
鋼
配

管
系
②
低
合
金
鋼

配
管
系

①
②
腐
食
（
流
れ

加
速
型
腐
食
）

2
-
⑦
配
管
の
場

合

①
原
子
炉
系
（
蒸
気
部
，
純
水
部
）
，
復

水
系
，
給
水
系
，
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン

系
，
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系

②
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
系
，
原
子
炉
系

（
蒸
気
部
，
純
水
部
）

配
管
及
び
オ
リ

フ
ィ
ス

可
配
管
減
肉
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
，
減
肉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て
点
検
計
画

を
立
案
し
配
管
厚
さ
測
定
・
余
寿
命
評
価
し
，
減
肉
管
理
し
て
い

る
。

時
間
基
準
保
全

巡
視

減
肉
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る

J
S
M
E

配
管
肉
厚
管
理

（
U
M
，
R
T
）

漏
え
い
試
験

2
5
回
定
検

有 ・
ｽ
ﾋ
ﾟﾙ
ｵ
ｰ
ﾊ
ﾞｰ
配
管

・
H
P
C
P
ベ
ン
ト
配
管

炭
素
鋼
配

管
；
◎

低
合
金
鋼

配
管
；
－

5
3
8
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

腐
食
（
全
面
腐

食
，
隙
間
腐
食
，

孔
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

原
子
炉
圧
力
容
器

主
フ
ラ
ン
ジ
（
上

鏡
フ
ラ
ン
ジ
及
び

胴
フ
ラ
ン
ジ
の

シ
ー
ル
面
）

可
主
フ
ラ
ン
ジ
の
手
入
れ
を
行
う
と
同
時
に
フ
ラ
ン
ジ
面
の
目
視
点
検

を
行
い
，
フ
ラ
ン
ジ
の
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
C
-
0
1
)

無
－

5
3
9
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

腐
食
（
孔
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系

設
備
廃
液
中
和
タ
ン
ク
，
②
濃
縮
廃
液

ポ
ン
プ
，
③
廃
液
濃
縮
器
蒸
発
缶
，
④

廃
液
濃
縮
器
加
熱
器
，
⑤
廃
液
濃
縮

器
復
水
器
，
⑥
廃
液
濃
縮
器
循
環
ポ
ン

プ
，
⑦
濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ

系
設
備
の
配
管
及
び
弁
，
⑧
機
器
ド
レ

ン
系
設
備
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
加
熱

器
，
⑨
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
，
⑩
ク

ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
復
水
器
，
⑪
ク

ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
デ
ミ
ス
タ
，
⑫
ク

ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
循
環
ポ
ン
プ
，
⑬

機
器
ド
レ
ン
系
設
備
の
配
管
及
び
弁
，

⑭
減
容
固
化
系
設
備
溶
解
タ
ン
ク
，
⑮

乾
燥
機
，
⑯
ミ
ス
ト
セ
パ
レ
ー
タ
，
⑰
デ

ミ
ス
タ
，
⑱
溶
解
ポ
ン
プ
，
⑲
減
容
固
化

系
設
備
の
配
管
及
び
弁

上
板
，
胴
（
上
鏡

及
び
下
鏡
を
含

む
）
，
ケ
ー
シ
ン

グ
，
主
軸
，
伝
熱

管
，
管
板
，
水

室
，
下
部
胴
，
配

管
及
び
弁

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
減
肉
及
び
腐
食
の
検
知
が
可

能
，
ま
た
，
漏
え
い
検
査
に
よ
り
健
全
性
を
確
認
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全

①
4
Y
c

②
2
Y
c

③
3
Y
c

④
1
Y
c

⑤
4
Y
c

⑥
2
Y
c

⑦
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑧
7
Y
c

⑨
7
Y
c

⑩
6
Y
c

⑪
7
Y
c

⑫
A
R

⑬
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑭
7
Y
c

⑮
3
Y
c

⑯
5
Y
c

⑰
5
Y
c

⑱
4
Y
c

⑲
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

V
T

①
2
5
回
定
検
(R
W
H
IC
N
-
V
S
L
-
A
6
0
0
A
 )

②
2
5
回
定
検
(R
/
W
-
P
M
P
-
C
7
0
0
A
)

③
2
5
回
定
検
(R
W
-
H
E
X
-
D
6
0
1
A
)

④
2
5
回
定
検
（
R
W
-
H
E
X
-
B
1
6
0
0
A
)

⑤
2
3
回
定
検
(R
W
-
H
E
X
-
D
6
0
0
A
)

⑥
2
5
回
定
検
（
R
/
W
-
P
M
P
-
C
6
0
4
A
)

⑦
無
⑧
2
5
回
定
検
（
N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
1
)

⑨
分
解
:2
3
回
定
検
(N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
2
)

⑩
2
5
回
定
検
(N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
4
)

⑪
2
5
回
定
検
(N
R
2
1
-
F
L
T
-
D
1
0
3
)

⑫
2
3
回
定
検
(N
R
2
1
-
P
M
P
-
C
1
0
4
)

⑬
無
⑭
2
1
回
定
検
(N
R
2
3
-
V
S
L
-
A
1
0
2
)

⑮
2
5
回
定
検
(N
R
2
3
-
H
E
X
-
D
0
0
1
)

⑯
2
3
回
定
検
(N
R
2
3
-
O
T
M
-
D
1
0
1
)

⑰
2
5
回
定
検
(N
R
2
3
-
F
L
T
-
D
1
0
2
)

⑱
2
3
回
定
検
(N
R
2
3
-
P
M
P
-
C
1
0
1
)

⑲
無

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
0
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
4
0
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

共
通

①
残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

④
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

⑤
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
循
環
ポ
ン

プ ⑥
タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

⑦
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
ポ
ン
プ

⑧
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

⑨
高
圧
復
水
ポ
ン
プ

⑩
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

羽
根
車

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
2
6
Ｍ

②
1
3
0
Ｍ

③
1
3
0
Ｍ

④
6
5
M

⑤
5
2
M

⑥
3
9
M

⑦
6
5
M

⑧
6
5
M

⑨
5
2
M

⑩
6
5
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
R
H
R
Ｓ
-
P
M
P
-
Ａ
）

②
2
2
回
定
検
（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

③
2
3
回
定
検
（
H
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
）

④
2
5
回
定
検
（
H
D
-
P
M
P
-
C
）

⑤
2
5
回
定
検
（
C
U
W
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

⑥
2
5
回
定
検
（
T
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
)

⑦
2
1
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
0
0
1
)

⑧
2
5
回
定
検
（
C
R
D
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

⑨
2
5
回
定
検
（
H
P
C
P
-
P
M
P
-
C
）

⑩
2
3
回
定
検
（
M
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
）

無
－

5
4
1
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ

腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

羽
根
車

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
主
軸
と
羽
根
車
の
溶
接
部
箇
所

を
非
破
壊
検
査
（
P
T
）
す
る
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
（
P
L
R
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

無
－

5
4
2
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

腐
食
（
液
滴
衝
撃

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
）
2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

給
水
加
熱
器

伝
熱
管
外
表
面

可
開
放
点
検
に
お
い
て
伝
熱
管
の
過
流
探
傷
検
査
（
E
C
T
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
，
定
量
的
な
評
価
が
可
能
で
あ
り
，
管
穴
の
減
肉
状
況
が

把
握
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

E
C
T

2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
5
A
）

有 ④
1
9
回
定
検

　
4
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替
，

④
2
4
回
定
検

　
6
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替

－

5
4
3
弁

玉
形
弁

腐
食
（
エ
ロ
ー

ジ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

⑤
原
子
炉
冷
却
浄
化
吸
込
弁
，
⑦
残

留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
海
水
出
口
流

量
調
整
弁

弁
体
，
弁
座

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
⑤
7
Y

⑦
1
5
6
M

V
T

⑤
2
1
回
定
検
（
G
3
3
-
F
1
0
2
)

⑦
2
5
回
定
検
（
B
3
5
-
F
0
6
7
A
)

有 ⑤
2
1
回
定
検
（
G
3
3
-
F
1
0
2
)

－

5
4
4
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

高
圧
蒸
気
止
め
弁
，

低
圧
蒸
気
止
め
弁

弁
体
（
主
弁
，
副

弁
）
，
弁
座
の

シ
ー
ト
部

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
お
い
て
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
検
知
が

可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 2
4
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

－

5
4
5
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
主
塞
止
弁

⑤
ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
逃
し
弁

弁
体
及
び
弁
座

の
シ
ー
ト
部

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
浸
透
探
傷
検
査
に
よ
り
腐
食
の

検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
3
9
M

⑤
6
5
M

V
T

①
2
4
回
定
検
(M
S
V
-
1
)

⑤
2
1
回
定
検
（
R
V
-
1
)

無
－

5
4
6
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

復
水
ポ
ン
プ

羽
根
車

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T

2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
O
N
D
)

無
－

5
4
7
空
調
設
備
冷
凍
機

腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

冷
水
ポ
ン
プ

羽
根
車

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
の
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
P
M
P
-
P
2
-
3
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
1
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
4
8
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

燃
料
噴
射
ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
U
-
2
C
)

無
－

5
4
9
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

冷
却
水
機
付
系
冷
却
水
ポ
ン
プ

ポ
ン
プ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
C
W
-
P
M
P
-
2
C
@
)

無
－

5
5
0
機
械
設
備
補
助
ボ
イ
ラ

設
備

腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
給
水
ポ
ン
プ
，
②
脱
気
器
給
水
ポ
ン

プ
羽
根
車

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全
①
2
Y

②
A
R

V
T

①
2
5
回
定
検
（
H
B
-
P
M
P
-
P
6
1
-
5
0
6
A
)

②
2
5
回
定
検
（
H
B
-
P
M
P
-
P
6
1
-
5
0
5
A
)

無
－

5
5
1
容
器

そ
の
他
容
器

内
面
の
腐
食
（
流

れ
加
速
型
腐
食
）
2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

湿
分
分
離
器

胴
板
等

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
肉
厚
測
定
に
よ
り
，
健
全
性
を
確

認
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T
肉
厚
測
定

2
5
回
定
検
（
M
S
-
O
T
M
-
M
O
IS
E
P
A
-
1
A
)
無

－

5
5
2
弁

主
蒸
気
隔
離

弁
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

主
蒸
気
隔
離
弁

弁
体
，
パ
イ
ロ
ッ
ト

シ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T

2
5
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
2
2
A
)

無
－

5
5
3
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン

主
軸
，
翼
，
ケ
ー

シ
ン
グ

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T

2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
－

5
5
4
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

②
蒸
気
止
め
弁
，
③
蒸
気
加
減
弁

弁
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
お
い
て
各
部
位
の
腐
食
の
検
知
が

可
能
。

時
間
基
準
保
全
②
6
5
M

③
6
5
M

V
T

②
2
3
回
定
検
（
E
5
1
-
C
0
0
2
)

③
2
3
回
定
検
（
G
O
V
E
R
N
IN
G
 V
A
L
V
E
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
2
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
5
5
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
蒸
気
止
め
弁
，
②
蒸
気
加
減
弁
，

③
常
設
高
圧
代
替
注
水
系
タ
ー
ビ
ン
及

び
付
属
装
置
（
S
A
）

弁
（
弁
体
，
弁
箱
，

弁
ふ
た
，
弁
棒
，

弁
座
）

可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
お
い
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必

要
に
応
じ
補
修
，
取
替
）
，
新
設
機
器
，
常
設
高
圧
代
替
注
水
系

タ
ー
ビ
ン
の
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
を
上
記
同
様
管
理
し
，
健
全
性
を
確

認
す
る
。

時
間
基
準
保
全
①
,②
6
5
M

③
設
備
設

置
後
設
定

①
,②
V
T

③
設
備
設
置
後

設
定

①
2
3
回
定
検
（
E
5
1
-
C
0
0
2
)

②
2
3
回
定
検
（
G
O
V
E
R
N
IN
G
 V
A
L
V
E
)

③
無

無
－

5
5
6
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

水
室

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検
（
S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-

A
@
)

無
－

5
5
7
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ

主
軸
，
中
間
軸
継

手
，
羽
根
車
，

ケ
ー
シ
ン
グ
リ
ン

グ
，
軸
受
箱
，
デ

リ
ベ
リ
，
コ
ラ
ム
パ

イ
プ
，
ケ
ー
シ
ン

グ
，
取
付
ボ
ル
ト

可
主
軸
他
各
構
成
部
品
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必

要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
H
R
Ｓ
-
P
M
P
-
Ａ
）

有 2
4
回
定
検

（
R
H
R
Ｓ
-
P
M
P
-
Ａ
～
D
）

■

5
5
8
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

腐
食
（
隙
間
腐

食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

プ
ラ
ン
ジ
ャ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
■

5
5
9
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

腐
食
（
局
部
（
孔

食
）
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

水
室
（
内
面
）
，
管

板
（
内
面
）

可
開
放
点
検
に
お
い
て
，
管
板
面
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，

腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

無
■

5
6
0
容
器

そ
の
他
容
器

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ
出
口
ス
ト

レ
ー
ナ

本
体
，
フ
ラ
ン
ジ

カ
バ
ー
及
び
エ
レ

メ
ン
ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
（
定
期
に
防
食
亜
鉛
板
の
取
替
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
3
-
1
2
-
D
1
)

無
■

5
6
1
弁

仕
切
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
海
水
出
口

弁

弁
体
シ
ー
ト
リ
ン

グ
，
弁
座
シ
ー
ト
リ

ン
グ
，
弁
棒

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
5
6
M

V
T

1
7
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
1
5
A
)

無
■

5
6
2
弁

仕
切
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
海
水
系
出

口
隔
離
弁

弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
膜
厚
検
査
に
お
い
て
健
全
性
を

確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
6
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
0
）

無
■

5
6
3
弁

玉
形
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
海
水
出
口

流
量
調
整
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

弁
体
，
弁
座
，
弁

棒
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
6
8
B
)

2
5
回
定
検

キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
弁
棒
折
損
に

伴
い
一
式
交
換
（
E
1
2
-
F
0
6
8
B
)

■

5
6
4
弁

玉
形
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
エ
ン
ジ
ン

エ
ア
ク
ー
ラ
海
水
入
口
弁

弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
ラ
イ
ニ
ン
グ
状
態
の
健
全
性
を
確

認
（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
)

有 2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
)

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
3
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
6
5
弁

逆
止
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ
逆
止
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

弁
体
，
弁
座
，

ア
ー
ム
，
弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検
（
3
-
1
2
V
3
）

無
■

5
6
6
弁

逆
止
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

浸
水
防
護
施
設
（
S
A
)

弁
箱
，
弁
体
ガ
イ

ド
，
基
礎
ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

5
6
7
弁

バ
タ
フ
ラ
イ
弁
腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

D
G
S
W
非
常
用
放
出
ラ
イ
ン
隔
離
弁

弁
棒

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
4
回
定
検
（
7
-
1
3
V
9
2
）

無
■

5
6
8
弁

安
全
弁

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

R
H
R
熱
交
換
器
管
側
安
全
弁

弁
体
，
ノ
ズ
ル

シ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
）
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
4
回
定
検
（
3
-
1
2
V
B
0
0
1
A
)

無
■

5
6
9
計
測
装
置
計
測
装
置

腐
食
（
孔
食
・
隙

間
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

潮
位
計
測
装
置
（
S
A
）

水
位
検
出
器
，
検

出
器
ガ
イ
ド
，
サ

ポ
ー
ト
，
ベ
ー
ス

プ
レ
ー
ト
，
取
付

ボ
ル
ト
及
び
基
礎

ボ
ル
ト

可
巡
視
又
は
機
器
の
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
塗
膜

の
健
全
性
を
確
認
（
必
要
に
応
じ
補
修
塗
装
）
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

5
7
0
機
械
設
備
制
御
棒
駆
動

機
構

隙
間
腐
食

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

制
御
棒
駆
動
機
構

ピ
ス
ト
ン
チ
ュ
ー

ブ
，
コ
レ
ッ
ト
ピ
ス

ト
ン
，
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
チ
ュ
ー
ブ

可

シ
ー
ル
リ
ン
グ
に
つ
い
て
，
分
解
点
検
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
窒
化

処
理
状
況
の
健
全
性
を
確
認
，
ま
た
，
ピ
ス
ト
ン
チ
ュ
ー
ブ
，
コ
レ
ッ

ト
ピ
ス
ト
ン
，
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
チ
ュ
ー
ブ
は
，
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食

の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T

2
5
回
定
検
（
B
1
2
-
D
0
0
8
-
0
2
1
9
)

有 2
5
回
：
2
5
体
取
替

■

5
7
1
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

腐
食
（
孔
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
減
容
固
化
系
設
備
水
分
計
ホ
ッ
パ
，

②
造
粒
機
，
③
ト
ロ
ン
メ
ル
，
④
ペ
レ
ッ

ト
ホ
ッ
パ

主
軸
，
本
体
胴
，

軸
，
ケ
ー
シ
ン

グ
，
ホ
ッ
パ
，
蓋

及
び
胴

可
分
解
点
検
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
3
Y
c

②
5
Y
c

③
6
Y
c

④
6
Y
c

V
T

①
2
5
回
定
検
（
N
R
2
3
-
O
T
M
-
D
0
0
2
)

②
2
5
回
定
検
（
N
R
2
3
-
O
T
M
-
D
0
0
3
)

③
2
1
回
定
検
（
N
R
2
3
-
O
T
M
-
D
0
0
4
)

④
2
1
回
定
検
（
N
R
2
3
-
V
S
L
-
D
0
0
5
)

無
■

5
7
2
弁

玉
形
弁

腐
食
（
エ
ロ
ー

ジ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
室
空
調

海
水
出
口
弁

弁
体

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検
（
3
-
1
2
V
3
0
）

有 2
5
回
定
検
（
3
-
1
3
V
3
)

■

5
7
3
弁

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ
流

量
制
御
弁

腐
食
（
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
流
量
制
御
弁

弁
箱
，
ボ
ー
ル

シ
ャ
フ
ト
（
弁
体
／

弁
棒
一
体
型
）

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M
（
A
系
)

7
Y
（
B
系
）

V
T

2
1
回
定
検
（
B
3
5
-
F
0
6
0
A
)

無
■

5
7
4
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

タ
ー
ビ
ン

ラ
ビ
リ
ン
ス
パ
ッ

キ
ン

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
2
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 2
1
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

■

5
7
5
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

高
圧
蒸
気
加
減
弁
，
低
圧
蒸
気
加
減

弁

弁
体
（
主
弁
・
副

弁
）
，
弁
体
，
弁
座

シ
ー
ト
部

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

■

5
7
6
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁

エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
加
減
弁
，

②
中
間
塞
止
加
減
弁
，

③
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁

弁
体
及
び
弁
座

の
シ
ー
ト
部

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
お
い
て
エ
ロ
ー
ジ
ョ
ン
の
検
知
が

可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
3
9
M

②
3
9
M

③
2
6
M

V
T

①
2
4
回
定
検
（
C
V
1
@
)

②
2
3
回
定
検
（
C
IV
-
1
)

③
2
4
回
定
検
（
B
P
V
-
1
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－63 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
4
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
7
7
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

羽
根
車
，
ケ
ー
シ

ン
グ
，
コ
ラ
ム
パ
イ

プ
及
び
デ
リ
ベ
リ

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
補
修
，
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T

2
5
回
定
検
（
H
D
-
P
M
P
-
C
）

無
■

5
7
8
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

③
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器
，

④
第
1
,2
給
水
加
熱
器

管
支
持
板
，
胴

（
内
面
）
，
ド
レ
ン

タ
ン
ク
（
内
面
）
，

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

（
内
面
）

可
管
支
持
板
，
胴
（
内
面
）
は
目
視
点
検
，
肉
厚
測
定
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。
1
，
2
給
水
加
熱
器
の
胴
に
つ
い
て
は
，

肉
厚
測
定
に
よ
り
定
量
的
な
評
価
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

③
5
2
M

④
1
H
T
R
：

5
2
M

2
H
T
R
：
3
9
M

D
T
V
T

③
2
3
回
定
検
（
S
S
-
H
E
X
-
E
V
A
P
）

④
2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
）

無
■

5
7
9
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

給
水
加
熱
器

水
室
（
内
面
）
，
管

板
（
内
面
）

可
機
器
の
開
放
点
検
時
に
水
室
（
内
面
）
等
の
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

1
H
T
R
，

6
H
T
R
：
5
2
M

2
H
T
R
～

5
H
T
R
：
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検

（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
）

有 ④
1
9
回
定
検

　
4
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替
，

④
2
4
回
定
検

　
6
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替

⑥
2
3
回
定
検

　
A
・
B
一
式
取
替

■

5
8
0
弁

仕
切
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
原
子
炉
給
水
止
め
弁
，
③
原
子
炉

隔
離
時
冷
却
系
内
側
隔
離
弁
，
⑨
主

蒸
気
隔
離
弁
第
3
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

弁
体
，
弁
座

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
0
M

③
7
Y

⑨
1
3
0
M

V
T

①
2
3
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
1
1
A
）

③
2
5
回
定
検
（
E
5
1
-
F
0
6
3
)

⑨
2
4
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
9
8
C
）

無
■

5
8
1
弁

玉
形
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
バ
イ
パ

ス
弁
，
②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
蒸

気
供
給
弁

弁
箱
（
弁
座
一
体

型
）
，
弁
ふ
た

（
ヨ
ー
ク
一
体
型

含
む
）
，
弁
体

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
0
M

②
1
5
6
M

V
T

①
2
1
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
4
8
A
)

②
2
5
回
定
検
（
E
5
1
-
F
0
4
5
）

無
■

5
8
2
弁

逆
止
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

原
子
炉
給
水
逆
止
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

弁
体
，
弁
座

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
1
0
B
）

無
■

5
8
3
弁

逆
止
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

M
S
IV
-
L
C
S
共
通
ベ
ン
ト
逆
止
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

弁
体
，
ア
ー
ム

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
0
回
定
検
（
E
3
2
-
F
0
0
8
A
）

無
■

5
8
4
弁

主
蒸
気
隔
離

弁
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

主
蒸
気
隔
離
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

ふ
た
（
内
面
）
，
弁

座
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T

2
5
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
2
2
A
)

無
■

5
8
5
弁

主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

弁
箱
（
内
面
）
，
弁

体
，
ノ
ズ
ル
シ
ー
ト

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
1
3
A
)

無
■

5
8
6
弁

制
御
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
中
央
制
御
室
換
気
系
A
H
2
-
9
出
口

温
度
制
御
弁
，
②
タ
ー
ビ
ン
グ
ラ
ン
ド
蒸

気
系
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器
加
熱
蒸
気

減
圧
弁
，
⑤
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系

潤
滑
油
ク
ー
ラ
ー
冷
却
水
圧
力
調
整

弁
，
⑥
所
内
蒸
気
系
S
J
A
E
入
口
圧
力

制
御
弁

弁
箱
及
び
弁
ふ

た
可

分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

②
5
2
M

⑤
5
2
M

⑥
6
5
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
T
C
V
-
T
4
1
-
F
0
8
4
A
)

②
2
2
回
定
検
（
E
S
F
V
-
1
）

⑤
2
5
回
定
検
（
E
5
1
-
F
0
1
5
）

⑥
2
3
回
定
検
（
P
C
V
-
7
-
1
1
9
）

有 ①
2
5
回
定
検
（
T
C
V
-
T
4
1
-
F
0
8
4
A
)

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
5
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
8
7
タ
ー
ビ
ン
高
圧
タ
ー
ビ
ン
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

高
圧
タ
ー
ビ
ン

車
室
（
内
面
）
，

パ
ッ
キ
ン
ケ
ー
シ

ン
グ
，
パ
ッ
キ
ン

ヘ
ッ
ド
，
翼
，
噴
口

可
開
放
点
検
時
，
各
部
位
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能

（
必
要
に
応
じ
補
修
又
は
取
替
を
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

無
■

5
8
8
タ
ー
ビ
ン
高
圧
タ
ー
ビ
ン
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

高
圧
タ
ー
ビ
ン

隔
板
締
付
ボ
ル

ト
，
隔
板
，
車
軸

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

無
■

5
8
9
タ
ー
ビ
ン
低
圧
タ
ー
ビ
ン
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

低
圧
タ
ー
ビ
ン

外
部
車
室
（
内

面
）
，
内
部
車
室
，

抽
気
短
管
，
翼
，

噴
口
，
隔
板

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
，
点
検
結

果
減
肉
が
確
認
さ
れ
れ
ば
補
修
を
実
施
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

有 内
部
車
室
（
B
：
1
6
回
定
検
，
A
,C
：
1
7
回

定
検
）

■

5
9
0
タ
ー
ビ
ン
低
圧
タ
ー
ビ
ン
腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

低
圧
タ
ー
ビ
ン

内
部
ケ
ー
シ
ン
グ

ボ
ル
ト
，
パ
ッ
キ
ン

ケ
ー
シ
ン
グ
，
隔

板
締
付
ボ
ル
ト
，

車
軸

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
の
検
知
が
可
能
，
減
肉
進

行
状
況
を
確
認
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

無
■

5
9
1
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

タ
ー
ビ
ン
，
高
圧
蒸
気
止
め
弁
，
高
圧

蒸
気
加
減
弁
，
低
圧
蒸
気
止
め
弁
，
低

圧
蒸
気
加
減
弁

車
室
（
内
面
）
，

パ
ッ
キ
ン
ハ
ウ
ジ

ン
グ
，
翼
，
噴
口
，

高
圧
ノ
ズ
ル
ボ
ッ

ク
ス
，
車
軸
，
弁

箱
（
内
面
）
，
弁
ふ

た
（
内
面
）
，
弁

棒
，
ブ
ッ
シ
ュ
，
衛

帯
筺
，
リ
フ
ト
ロ
ッ

ド

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
腐
食
及
び
減
肉
の
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 1
7
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

■

5
9
2
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

高
圧
蒸
気
止
め
弁
，
高
圧
蒸
気
加
減

弁
，
低
圧
蒸
気
止
め
弁
，
低
圧
蒸
気
加

減
弁

弁
体
（
主
弁
・
副

弁
）
，
弁
体
，
弁
座

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
)

有 2
2
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式

取
替
）

■

5
9
3
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
主
塞
止
弁
，
②
加
減
弁
，
③
中
間
塞

止
加
減
弁
，
④
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁
，

⑤
ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
逃
し
弁

弁
箱
及
び
弁
ふ

た
（
内
面
）
，
弁

体
，
弁
座
，
弁

棒
，
衛
帯
筺
，

ブ
ッ
シ
ュ
，
バ
ラ
ン

ス
チ
ャ
ン
バ
ー
，

ス
タ
ン
ド

可
分
解
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
お
い
て
各
部
位
の
腐
食
，
減
肉
の

検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
3
9
M

②
3
9
M

③
3
9
M

④
2
6
M

⑤
6
5
M

V
T

①
2
4
回
定
検
(M
S
V
-
1
)

②
2
4
回
定
検
（
C
V
1
@
)

③
2
3
回
定
検
（
C
IV
-
1
)

④
2
4
回
定
検
（
B
P
V
-
1
)

⑤
2
1
回
定
検
（
R
V
-
1
)

Ｍ
Ｓ
Ｖ
-
1
：
次
回
取
替
計
画
（
不
適
合
対

策
）

■

5
9
4
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

放
気
管

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
，
ま
た
，

肉
厚
測
定
の
実
施
に
よ
り
健
全
性
を
確
認
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
肉
厚
測
定

2
4
回
定
検
（
S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-

A
@
)

無
■

5
9
5
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

抽
気
室
，
排
ガ
ス

入
口
管

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検
（
S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-

A
@
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
6
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

5
9
6
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

管
支
持
板
及
び

胴
可

開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
て
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
，
ま
た
，

肉
厚
測
定
の
実
施
に
よ
り
健
全
性
を
確
認
。

時
間
基
準
保
全

2
6
M
(開
放

点
検
)

1
0
Y
(肉
厚
測

定
)

V
T
肉
厚
測
定
（
胴
）
2
4
回
定
検
（
S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-

A
@
)

無
■

5
9
7
機
械
設
備
補
助
ボ
イ
ラ

設
備

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
ボ
イ
ラ
本
体
（
汽
水
胴
，
管
）
，
②
蒸

気
だ
め
，
③
蒸
気
系
配
管
及
び
蒸
気
系

弁
胴
，
配
管
等

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
（
必
要

に
応
じ
取
替
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
①
1
Y

②
1
Y

③
1
Y

V
T
肉
厚
測
定

①
2
5
回
定
検
（
H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
)

②
2
5
回
定
検
（
H
/
B
-
V
S
L
-
P
-
6
1
-
5
0
7
)

③
2
5
回
定
検
（
H
B
-
2
0
1
A
）

無
■

5
9
8
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

給
水
加
熱
器

管
支
持
板

可
開
放
点
検
に
お
い
て
伝
熱
管
の
過
流
探
傷
検
査
（
E
C
T
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
，
定
量
的
な
評
価
が
可
能
で
あ
り
，
管
穴
の
減
肉
状
況
が

把
握
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

E
C
T

2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
5
A
）

有 1
9
回
定
検

　
4
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替
，

2
4
回
定
検

　
6
H
T
R
　
A
～
C
：
一
式
取
替

◎

5
9
9
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

伝
熱
管

可
開
放
点
検
に
お
い
て
伝
熱
管
の
過
流
探
傷
検
査
（
E
C
T
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
，
定
量
的
な
評
価
が
可
能
で
あ
り
，
管
穴
の
減
肉
状
況
が

把
握
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

E
C
T

2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

無
◎

6
0
0
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

空
気
冷
却
器
伝

熱
管

可
開
放
点
検
時
の
渦
流
探
傷
検
査
に
よ
り
，
腐
食
の
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全
1
0
4
M

E
C
T

2
3
回
定
検
（
D
G
-
2
C
-
D
G
A
E
-
H
E
X
-
1
A
)

無
◎

6
0
1
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

腐
食
（
流
れ
加
速

型
腐
食
）

2
-
⑧
配
管
以
外

の
場
合

①
潤
滑
油
系
潤
滑
油
冷
却
器

②
冷
却
水
系
清
水
冷
却
器

伝
熱
管

可
開
放
点
検
時
の
渦
流
探
傷
検
査
に
よ
り
腐
食
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
1
0
4
M

②
1
0
4
M

E
C
T

①
2
3
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
L
O
-
H
E
X
-
1
)

②
2
3
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
C
W
-
H
E
X
-
1
)
無

◎

6
0
2

①
ポ
ン
プ

②
弁
③
④
機
械

設
備

①
往
復
ポ
ン

プ ②
原
子
炉
再

循
環
ポ
ン
プ

流
量
制
御
弁

③
④
補
助
ボ

イ
ラ
設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

①
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ

②
油
圧
供
給
装
置
：
配
管

③
蒸
気
系
配
管
，
給
水
系
配
管

④
ボ
イ
ラ
本
体

①
潤
滑
油
ユ
ニ
ッ

ト
油
配
管

②
小
口
径
配
管

③
小
口
径
配
管

④
管

可

配
管
等
は
適
切
な
管
支
持
に
よ
り
，
振
動
の
影
響
は
少
な
く
ま
た
経

年
的
に
変
化
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
の

発
生
は
考
え
に
く
い
。
機
器
の
分
解
点
検
に
お
い
て
目
視
点
検
を

行
う
こ
と
に
よ
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
0
M

②
2
6
M

③
④
1
Y

V
T

①
1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

②
2
4
回
定
検
(P
L
R
-
P
M
P
-
H
P
U
-
A
1
)

③
2
0
1
6
年
度
(H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
)

④
2
0
1
7
年
度
(H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
)

無
－

6
0
3
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

⑧
制
御
棒
駆
動
水
ポ
ン
プ

⑨
高
圧
復
水
ポ
ン
プ

⑩
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ

軸
受
用
潤
滑
油

ユ
ニ
ッ
ト
配
管

可
機
器
の
運
転
状
態
時
に
異
常
な
振
動
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

⑧
⑨
⑩
巡
視
，

時
間
基
準
保
全

（
⑩
は
原
子
炉

起
動
・
停
止
時
）

１
D

V
T

⑧
2
5
回
定
検
（
C
R
D
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

⑨
2
4
回
定
検
（
H
P
C
P
-
P
M
P
-
B
）

⑩
2
3
回
定
検
（
M
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
）

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－66 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
7
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
0
4
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

ケ
ー
シ
ン
グ
，

ケ
ー
シ
ン
グ
カ

バ
ー

可

当
該
ポ
ン
プ
は
，
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
時
に
制
御
棒
が
挿
入
で
き
な
い

際
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
使
用
さ
れ
，
通
常
運
転
中
の
定
期
試
験

時
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
疲
労
の
蓄
積
は
少
な
い
。

分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
高
サ
イ
ク
ル
疲

労
割
れ
は
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
，
B
）

無
－

6
0
5
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

炉
内
構
造
物

①
制
御
棒
案
内

管
，
②
ジ
ェ
ッ
ト
ポ

ン
プ
，
③
中
性
子

計
測
案
内
管

可

＜
運
転
経
験
＞

②
の
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
は
疲
労
割
れ
（
共
振
）
を
経
験
し
て
い
る
。
ク
ラ

ン
プ
構
造
見
直
し
，
共
振
回
避
と
し
て
高
速
試
運
転
の
禁
止
等
対

策
済
。

原
子
炉
圧
力
容
器
の
開
放
点
検
時
に
水
中
カ
メ
ラ
に
よ
る
目
視
点

検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T
-
3

2
5
回
定
検
（
特
保
1
回
）

（
R
P
V
-
B
-
1
5
）

無
－

6
0
6
タ
ー
ビ
ン

①
高
圧
タ
ー

ビ
ン
②
低
圧
タ
ー

ビ
ン
③
原
子
炉
給

水
ポ
ン
プ
駆

動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

①
高
圧
タ
ー
ビ
ン

②
低
圧
タ
ー
ビ
ン

③
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
タ
ー
ビ
ン

①
③
車
室

②
内
部
車
室

可

タ
ー
ビ
ン
の
起
動
・
停
止
時
は
運
転
手
順
書
に
従
い
実
施
さ
れ
る
た

め
，
熱
応
力
の
蓄
積
は
少
な
い
と
考
え
る
。
運
転
中
の
プ
ラ
ン
ト
出

力
変
動
に
つ
い
て
制
御
棒
パ
タ
ー
ン
変
更
以
外
は
，
ほ
と
ん
ど
な

い
。
開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
に
よ
り
疲
労
割
れ
は

検
知
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
P
T

①
2
4
回
定
検

(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

②
2
5
回
定
検

(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

③
2
5
回
定
検

（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
）

①
無
②
腐
食
に
記
載

③
有
2
4
回
定
検

（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
,B
：
一
式
取
替
）

－

6
0
7
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン

ケ
ー
シ
ン
グ

可

定
期
試
験
時
に
は
，
疲
労
が
蓄
積
し
な
い
よ
う
負
荷
上
昇
操
作
を

手
順
に
定
め
て
い
る
。

分
解
点
検
に
お
け
る
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
に
よ
り
疲
労
割

れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T
D
T
P
T

2
3
回
定
検
（
分
解
保
管
）

(T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
－

6
0
8
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

伸
縮
継
手

可

・
配
管
系
に
伸
縮
継
手
を
取
付
け
，
熱
膨
脹
等
を
吸
収
し
疲
労
対

策
と
し
て
い
る
。
伸
縮
継
手
に
は
繰
り
返
し
変
位
を
受
け
る
が
，
設

計
の
範
囲
内
で
あ
る
。

疲
労
割
れ
が
想
定
さ
れ
る
各
部
位
に
つ
い
て
，
排
気
管
の
点
検
時

に
合
わ
せ
て
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が

可
能
。

時
間
基
準
保
全
8
C

V
T

2
5
回
定
検

(D
G
U
-
2
C
,D
)

無
－

6
0
9
機
械
設
備
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置
疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装

置

加
熱
管
，
再
結
合

器
，
冷
却
器
及
び

配
管

可
開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知

が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
0
回
定
検
（
F
C
-
H
E
X
-
2
A
）

（
 F
C
S
-
H
E
X
-
H
T
R
-
A
 ）

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
8
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
1
0
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

管
板
，
水
室
，

胴
，
蒸
気
室
及
び

ノ
ズ
ル

可

熱
過
渡
が
発
生
す
る
の
は
，
プ
ラ
ン
ト
起
動
時
の
み
，
手
順
に
従
い

暖
気
運
転
を
実
施
。
運
転
中
は
一
定
温
度
。

開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知

が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検

(S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-
A
@
)

無
－

6
1
1
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系
設

備
廃
液
濃
縮
器
蒸
発
缶
，
廃
液
濃
縮

器
加
熱
器
（
水
室
を
除
く
）
，
廃
液
濃
縮

器
復
水
器
，
機
器
ド
レ
ン
系
設
備
ク
ラ
ッ

ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
加
熱
器
，
ク
ラ
ッ
ド
ス

ラ
リ
濃
縮
器
，
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器

復
水
器
，
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
デ
ミ

ス
タ
，
減
容
固
化
系
設
備
乾
燥
機
，
ミ

ス
ト
セ
パ
レ
ー
タ
，
デ
ミ
ス
タ
，
乾
燥
機

復
水
器

胴
，
管
板
，
水

室
，
本
体
胴
，
下

部
胴
及
び
上
板

可

＜
運
転
経
験
＞

2
0
0
6
年
，
2
0
1
5
年
に
水
室
等
に
疲
労
割
れ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

V
T
P
T

2
5
回
定
検
(R
W
-
H
E
X
-
B
1
6
0
0
A
等
)

無
－

6
1
2
機
械
設
備
排
気
筒

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

排
気
筒

主
排
気
筒
筒
身
，

非
常
用
ガ
ス
処
理

系
排
気
筒
筒
身

及
び
主
排
気
筒

鉄
搭

可
設
計
で
疲
労
評
価
し
問
題
の
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
が
，
定
期

的
な
目
視
点
検
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
S
T
A
C
K
@
 ）

無
－

6
1
3
機
械
設
備
補
助
ボ
イ
ラ

設
備

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

ボ
イ
ラ
本
体
（
汽
水
胴
，
水
胴
，
火
炉
，

管
，
バ
ー
ナ
）
，
蒸
気
だ
め
，
蒸
気
系
配

管
，
蒸
気
系
弁
，
エ
ゼ
ク
タ
及
び
給
水

系
配
管
，
給
水
系
弁

ボ
イ
ラ
本
体
等

可
巡
視
点
検
や
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
浸
透
探
傷
検
査
を

行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

巡
視
時
間
基
準
保
全
１
D
1
Y

V
T
P
T

2
0
1
7
年
度
（
H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
）

無
－

6
1
4
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

②
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
非
再
生
熱

交
換
器
，

③
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器
，

④
給
水
加
熱
器
，

⑧
窒
素
ガ
ス
貯
蔵
設
備
蒸
発
器

水
室
，
管
板
，
ダ

イ
ヤ
フ
ラ
ム
，
胴
，

ド
レ
ン
タ
ン
ク
，
仕

切
板

可
熱
交
換
器
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
目
視
点
検
等
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
，
割
れ
の
検
知
が
可
能
。
必
要
に
応
じ
浸
透
探
傷
検
査
，
超

音
波
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全

②
1
3
0
M

③
5
2
M

④
1
H
T
R
，

6
H
T
R
：
5
2
M

2
H
T
R
～

5
H
T
R
：
3
9
M

⑧
1
C

②
V
T
，
P
T

③
V
T

④
V
T
，
P
T

⑧
V
T
，
U
T

②
2
4
回
定
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
2
A
）

③
2
3
回
定
検
（
S
S
-
H
E
X
-
E
V
A
P
）

④
2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
）

⑧
2
5
回
定
検
（
N
2
S
U
P
P
-
H
E
X
-
R
E
5
0
）

有 ④
１
9
回
定
検
(4
H
T
R
　
A
～
C
一
式
取

替
）
，

④
2
4
回
定
検
（
6
H
T
R
　
A
～
C
一
式
取

替
）

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－68 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
6
9
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
1
5
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

配
管
系

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

共
通

ラ
グ
及
び
レ
ス
ト

レ
イ
ン
ト

可
ラ
グ
及
び
レ
ス
ト
レ
イ
ン
ト
の
目
視
点
検
を
行
い
，
割
れ
を
検
出
す

る
｡

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T

2
5
回
定
検

無
－

6
1
6
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

原
子
炉
系
（
純
水
部
，
蒸
気
部
）
，
不
活

性
ガ
ス
系
，
残
留
熱
除
去
海
水
系

ラ
グ
及
び
レ
ス
ト

レ
イ
ン
ト

可
ラ
グ
及
び
レ
ス
ト
レ
イ
ン
ト
の
目
視
点
検
を
行
い
，
割
れ
を
検
出
す

る
｡

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T

2
5
回
定
検

無
－

6
1
7
配
管

低
合
金
鋼
配

管
系

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
系
，
気
体
廃
棄
物

処
理
系
，
原
子
炉
系

ラ
グ
及
び
レ
ス
ト

レ
イ
ン
ト

可
ラ
グ
及
び
レ
ス
ト
レ
イ
ン
ト
の
目
視
点
検
を
行
い
，
割
れ
を
検
出
す

る
｡

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T

2
5
回
定
検

無
－

6
1
8
弁

安
全
弁

主
蒸
気
逃
が

し
安
全
弁

タ
ー
ビ
ン
主
要

弁

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

①
ヒ
ー
タ
1
安
全
弁

②
残
留
熱
除
去
系
停
止
時
冷
却
入
口

ラ
イ
ン
安
全
弁

③
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁

④
ク
ロ
ス
ア
ラ
ウ
ン
ド
管
逃
し
弁

ベ
ロ
ー
ズ

可

＜
疲
労
対
策
＞

・
安
全
弁
に
ベ
ロ
ー
シ
ー
ル
取
付
け
，
安
全
弁
作
動
時
に
繰
り
返
し

変
位
を
受
け
る
が
，
安
全
弁
は
通
常
作
動
し
な
い
。

疲
労
割
れ
が
想
定
さ
れ
る
各
部
位
に
つ
い
て
，
定
期
的
な
分
解
点

検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

②
3
9
M

③
1
3
M

④
6
5
M

①
②
④
V
T

③
V
T
，
P
T

①
１
8
回
定
検
（
6
-
6
V
3
1
）

②
2
3
回
定
検
（
E
1
2
-
F
F
0
2
8
）

③
2
5
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
1
3
A
)

④
2
1
回
定
検
(R
V
-
1
)

無
－

6
1
9
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

原
子
炉
圧
力
容
器

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ブ
ラ

ケ
ッ
ト
及
び
ス
タ
ビ

ラ
イ
ザ

可
ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
等
の
疲
労
割
れ
に
つ
い
て
は
，
格
納
容
器
開
放
作

業
以
降
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
は
可

能
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
G
-
0
1
）

無
－

6
2
0
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
疲
労
割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

炉
内
構
造
物

残
留
熱
除
去
系

（
低
圧
注
水
系
）

配
管

可
開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
（
水
中
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
）
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T
-
3

2
4
回
定
検

無
－

6
2
1
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
①
耐
圧
バ
ウ

ン
ダ
リ
部

濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系
設

備
廃
液
濃
縮
器
加
熱
器

水
室

可

＜
運
転
経
験
＞

2
0
0
6
年
，
2
0
1
5
年
に
水
室
等
に
疲
労
割
れ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

V
T
P
T

2
5
回
定
検

（
R
W
-
H
E
X
-
B
1
6
0
0
A
）

有 2
0
1
6
年
度

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－69 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
0
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
2
2

①
②
ポ
ン

プ
モ
ー
タ

③
④
機
械

設
備

①
高
圧
ポ
ン

プ
モ
ー
タ

②
低
圧
ポ
ン

プ
モ
ー
タ

③
可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制
御

系
再
結
合
装

置 ④
燃
料
取
扱

ク
レ
ー
ン

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
a)
残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ
電
動

機 ①
b)
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
電

動
機

②
a)
ほ
う
酸
水
注
入
系
ポ
ン
プ
電
動
機

②
b)
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
冷
却

系
海
水
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

②
c
)原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
ろ
過
脱

塩
器
保
持
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

③
ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

④
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン

主
軸

③
，
④
モ
ー
タ
（
低

圧
，
交
流
，
全
閉

型
）

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
補
修
若
し
く
は
取
替
を
講
じ
る
。

①
a，
①
b，
②
b

時
間
基
準
保
全

(状
態
監
視
含

む
)
②
a状
態
基
準

保
全
③
，
④
時
間
基

準
保
全

①
a：
5
2
M

①
ｂ
：
6
5
M

②
a：
A
R

②
b：
7
8
M

②
c
：
5
2
M

③
1
0
4
M

④
1
5
Y
c

V
T

①
a)
2
5
回
定
検
(R
H
R
-
S
(A
) 
M
O
)

①
b)
2
4
回
定
検
(H
P
C
S
 M
O
)

②
a)
2
5
回
定
検
(S
L
C
 P
M
P
 C
0
0
1
A
 M
O
)

②
b)
2
5
回
定
検
(D
G
 2
C
 S
E
A
 W
T
R
 P
U
M
P

M
O
)

②
c
)2
5
回
定
検
（
C
U
W
-
P
M
P
-
Z
0
0
1
-
3
A
)

③
2
1
回
定
検
(F
C
S
 B
L
W
R
 A
 M
O
)

④
2
5
回
定
検
(C
R
N
-
D
C
@
)

有 ②
b：
2
4
回
定
検
(ポ
ン
プ
仕
様
変
更
の
た

め
)
 2
C
,2
D
，
H
P
C
S
用
：
一
式
取
替

－

6
2
3
①
弁
②
機
械
設

備

①
電
動
弁
用

駆
動
部

②
可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制
御

系
再
結
合
装

置

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
a）
残
留
熱
除
去
系
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン

ラ
イ
ン
隔
離
弁
（
内
側
）
駆
動
部

ｂ
）
残
留
熱
除
去
系
注
入
弁
駆
動
部

ｃ
）
残
留
熱
除
去
系
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
ラ
イ

ン
隔
離
弁
（
外
側
）
駆
動
部

②
電
動
弁
駆
動
部
（
屋
内
，
交
流
）

(可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
入
口
制
御

弁
(F
V
-
1
A
))

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透

探
傷
検
査
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
の
検
知
が
可
能
。
万
一
，
高

サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
補
修
若
し
く
は
取
替

で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全

① a)
1
0
4
M

b)
A
系
1
6
9
M

B
.C
系
1
5
6
M

c
)1
5
6
M

②
1
6
9
M

V
T

① a）
2
1
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
0
9
 M
O
)

b）
2
5
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
4
2
B
 M
O
)

ｃ
）
１
6
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
0
8
 M
O
)

② 2
5
回
定
検
（
M
O
-
F
V
-
1
A
　
M
O
）

無
－

6
2
4
タ
ー
ビ
ン
高
圧
タ
ー
ビ
ン

低
圧
タ
ー
ビ
ン
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
高
圧
タ
ー
ビ
ン

②
低
圧
タ
ー
ビ
ン

車
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
補
修
若
し
く
は
取
替
を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
①
②
2
6
M

V
T
P
T

①
2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
 )

②
2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

無
－

6
2
5
タ
ー
ビ
ン

①
高
圧
タ
ー

ビ
ン
②
低
圧
タ
ー

ビ
ン
③
原
子
炉
給

水
ポ
ン
プ
駆

動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
高
圧
タ
ー
ビ
ン

②
低
圧
タ
ー
ビ
ン

③
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
タ
ー
ビ
ン

①
翼
，
噴
口

②
翼
，
レ
ー
シ
ン

グ
ワ
イ
ヤ
，
噴
口

③
翼
，
噴
口
，
車

軸

可
タ
ー
ビ
ン
等
の
翼
，
噴
口
，
車
軸
等
は
，
開
放
点
検
時
に
目
視
点
検

を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
知
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
，
P
T

①
2
4
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

②
2
5
回
定
検
(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

③
2
5
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
Ｂ
）

①
無
②
有
（
動
翼
，
2
4
回
・
2
5
回
定
検
）

③
有
2
4
回
定
検

（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
，
Ｂ
：
一
式
取
替
）

－

6
2
6
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン

主
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T
P
T

2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
）

無
－

6
2
7
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
真
空
ポ
ン
プ
，

②
復
水
ポ
ン
プ
，

③
主
油
ポ
ン
プ

主
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
①
6
5
M

②
6
5
M

③
6
5
M

V
T
P
T

①
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
V
A
C
)

②
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
-
P
M
P
-
C
O
N
D
)

③
2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
1
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
2
8
タ
ー
ビ
ン
制
御
装
置
及

び
保
安
装
置

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

タ
ー
ビ
ン
高
圧
制
御
油
ポ
ン
プ

主
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
(E
H
C
-
P
M
P
-
E
H
C
-
A
)

無
－

6
2
9
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

共
通

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

D
T
V
T

2
2
回
定
検
（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

無
－

6
3
0
ポ
ン
プ

往
復
ポ
ン
プ

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

ほ
う
酸
水
注
入
系

ポ
ン
プ

ク
ラ
ン
ク
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

1
9
回
定
検
（
S
L
C
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
 ）

無
－

6
3
1
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
（
P
L
R
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

無
－

6
3
2
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

燃
料
油
系
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

（
S
A
）

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
の
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
－

6
3
3
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
潤
滑
油
系
機
付
潤
滑
油
ポ
ン
プ

②
冷
却
水
系
機
付
冷
却
水
ポ
ン
プ

③
燃
料
油
系
燃
料
移
送
ポ
ン
プ
（
S
A
）
ポ
ン
プ
主
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
①
,②
5
2
M

③
設
備
設

置
後
設
定

①
,②
V
T
,P
T

③
設
備
設
置
後

設
定

①
,②
2
5
回
定
検
 （
D
G
L
O
-
P
M
P
-
2
C
-
A
@

） ③
無

有 ①
2
0
回
定
検

　
D
G
 2
C
,2
D
,H
P
C
S
用
：
一
式
取
替

②
2
0
回
定
検

 D
G
 2
C
用
：
一
式
取
替

－

6
3
4
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

始
動
空
気
系
空
気
圧
縮
機

ク
ラ
ン
ク
軸
，
ピ
ス

ト
ン
及
び
コ
ネ
ク

テ
ィ
ン
グ
ロ
ッ
ド

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検
（
D
G
-
C
M
P
-
2
C
-
A
）

無
－

6
3
5
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

ピ
ス
ト
ン
ピ
ン

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

万
一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
補
修
若
し

く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

D
T

2
5
回
定
検
（
特
保
1
回
）
（
D
G
U
-
2
C
）

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
2
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
3
6
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

ク
ラ
ン
ク
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探
傷
検
査
）

を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
が
検
知
可
能
。
万
一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

D
T

2
5
回
定
検
（
D
G
U
-
2
C
）

無
－

6
3
7
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

連
接
棒
及
び
ク
ラ

ン
ク
ピ
ン
ボ
ル
ト

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探
傷
検
査
）

を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
が
検
知
可
能
。
万
一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T
D
T
P
T

2
5
回
定
検
((
D
G
U
-
2
C
）

無
－

6
3
8
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

燃
料
噴
射
弁
，
燃

料
噴
射
弁
ス
プ
リ

ン
グ
，
ピ
ス
ト
ン
，

吸
気
弁
，
排
気

弁
，
吸
気
弁
・
排

気
弁
ス
プ
リ
ン

グ
，
過
給
機
ロ
ー

タ
，
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ

ド
，
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ

ナ
及
び
ク
ラ
ン
ク

ケ
ー
ス

可
Ｄ
Ｇ
本
体
の
分
解
点
検
に
あ
わ
せ
て
，
目
視
点
検
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
U
-
2
C
)燃
料
噴
射
弁

無
－

6
3
9
機
械
設
備
制
御
用
圧
縮

空
気
系
設
備
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

空
気
圧
縮
機

ピ
ス
ト
ン
，
コ
ネ
ク

テ
ィ
ン
グ
ロ
ッ
ド
及

び
ク
ラ
ン
ク
軸

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
で
，
割
れ

を
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T
P
T

2
5
定
検
（
特
保
2
回
）

(I
A
-
C
M
P
-
A
)

無
－

6
4
0
機
械
設
備

①
燃
料
取
扱

ク
レ
ー
ン

②
燃
料
取
替

機

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク
レ
ー

ン ②
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン

③
モ
ー
タ
（
マ
ス
ト
旋
回
用
）
（
低
圧
，
交

流
，
全
閉
型
）

①
モ
ー
タ
（
低
圧
，

直
流
，
全
閉
型
）

の
主
軸

②
モ
ー
タ
（
低
圧
，

直
流
，
全
閉
型
）

の
主
軸
，
整
流
子

③
モ
ー
タ
（
マ
ス
ト

旋
回
用
）
（
低
圧
，

交
流
，
全
閉
型
）

の
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透

探
傷
検
査
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
の
検
知
が
可
能
。
万
一
，
高

サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
補
修
若
し
く
は
取
替

で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
①
1
5
Y
c

②
1
5
Y
c

③
1
Y
c

①
V
T

②
V
T

③
V
T

①
H
3
2
年
度
計
画

②
1
8
回
定
検
（
C
R
N
-
D
C
@
)

③
2
5
回
定
検

（
R
P
V
-
F
H
M
)

①
無
②
無
③
有
H
1
0
年
度

（
R
P
V
-
F
H
M
：
一
式
取
替
)

－

6
4
1
機
械
設
備
燃
料
取
替
機
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

燃
料
取
替
機

車
軸
（
ト
ロ
リ
横
行

用
，
ブ
リ
ッ
ジ
走

行
用
）

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点

検
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ
ク
ル

疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検
討
を
行
い
，
措
置

（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）
を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
）

有 1
6
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
：
一
式
取
替
）

－

6
4
2
機
械
設
備
燃
料
取
替
機
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

モ
ー
タ
（
主
ホ
イ
ス
ト
用
，
ブ
リ
ッ
ジ
走
行

用
，
ト
ロ
リ
横
行
用
）
（
低
圧
，
直
流
，
全

閉
型
）

主
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

V
T

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
）

有 1
6
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
：
一
式
取
替
）

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－72 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
3
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
4
3
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
ボ

ル
ト

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点

検
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ
ク
ル

疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検
討
を
行
い
，
措
置

（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）
を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
U
-
2
C
）

無
－

6
4
4
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系
設

備
濃
縮
廃
液
ポ
ン
プ
，
廃
液
濃
縮
器
循

環
ポ
ン
プ
，
機
器
ド
レ
ン
系
設
備
ク
ラ
ッ

ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
循
環
ポ
ン
プ
，
減
容
固

化
系
設
備
水
分
計
ホ
ッ
パ
，
造
粒
機
，

ト
ロ
ン
メ
ル
，
乾
燥
機
排
気
ブ
ロ
ワ
，
溶

解
ポ
ン
プ
，
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高

周
波
溶
融
炉
設
備
溶
融
炉
排
ガ
ス
ブ

ロ
ワ
，
雑
固
体
焼
却
系
設
備
排
ガ
ス
ブ

ロ
ワ

主
軸
及
び
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
8
Y
c

V
T
P
T

2
5
回
定
検
（
R
/
W
-
P
M
P
-
C
7
0
0
A
）

無
－

6
4
5
機
械
設
備
補
助
ボ
イ
ラ

設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

給
水
ポ
ン
プ
，
脱
気
器
給
水
ポ
ン
プ

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

V
T
P
T

2
0
1
6
年
度

(H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
)

有 2
0
1
0
年
度

給
水
ポ
ン
プ
(A
)(
B
)(
C
)

2
0
0
9
年
度

給
水
ポ
ン
プ
(C
)

－

6
4
6
空
調
設
備
冷
凍
機

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

冷
水
ポ
ン
プ

モ
ー
タ
（
低
圧
，
開

放
型
）
の
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

状
態
基
準
保
全
A
R
★
2
M

V
T
★
振
動
診
断

2
5
回
定
検
（
M
C
R
 C
H
IL
 W
T
R
 P
 P
2
-
3

M
O
)

有 2
5
回
定
検

（
M
C
R
 C
H
IL
 W
T
R
 P
 P
2
-
3
 M
O
：
巻
線

交
換
)

－

6
4
7
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

主
軸
及
び
回
転

子
コ
ア

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T

2
5
回
定
検
（
G
E
N
-
D
G
-
2
D
)

無
－

6
4
8
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

①
駆
動
モ
ー
タ
の

主
軸
②
発
電
機
の
主

軸 ③
発
電
機
界
磁
コ

イ
ル
及
び
励
磁
機

電
機
子
コ
イ
ル

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
M
Y
R
)

②
，
③
2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
G
E
N
）

無
－

6
4
9
弁

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ
流

量
制
御
弁

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

油
圧
供
給
装
置
：
油
圧
ポ
ン
プ

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検

(P
L
R
-
P
M
P
-
H
P
U
-
A
1
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
4
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
5
0
弁

主
蒸
気
隔
離

弁
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

主
蒸
気
隔
離
弁

弁
棒
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

デ
ィ
ス
ク
一
体
型
）

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検

（
B
2
2
-
F
0
2
2
A
）

無
－

6
5
1
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

低
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

ピ
ス
ト
ン
，
シ
リ
ン

ダ
ヘ
ッ
ド
及
び
シ

リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

万
一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
補
修
若
し

く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T
D
T
P
T

2
5
回
定
検
（
特
保
1
回
）

（
D
G
U
-
2
C
）

無
－

6
5
2
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

伝
熱
管

可

熱
過
渡
が
発
生
す
る
の
は
，
プ
ラ
ン
ト
起
動
時
の
み
，
手
順
に
従
い

暖
気
運
転
を
実
施
。
運
転
中
は
一
定
温
度
。

開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知

が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
4
回
定
検

(S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-
A
@
)

無
－

6
5
3
タ
ー
ビ
ン

①
タ
ー
ビ
ン
主

要
弁
②
原
子
炉
給

水
ポ
ン
プ
駆

動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン

③
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
共
通

②
高
圧
蒸
気
止
め
弁
，
高
圧
蒸
気
加

減
弁
，
低
圧
蒸
気
止
め
弁
，
低
圧
蒸
気

加
減
弁

③
蒸
気
止
め
弁
，
蒸
気
加
減
弁

弁
棒

可
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
，
目
視
点
検
，
浸
透
探

傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
2
6
～
3
9

Ｍ ②
2
6
M

③
6
5
M

①
～
③
V
T
，

P
T

①
2
4
回
定
検

（
C
IV
-
1
,C
V
1
@
,M
S
V
-
1
他
）

②
2
5
回
定
検

（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
）

③
2
5
回
定
検

(T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

①
無
②
有
2
4
回
定
検
（
本
体
・
主
要
弁
一
式
取
替
）

③
無

－

6
5
4
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

水
中
軸
受

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
及
び
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
（
P
L
R
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

有 1
7
回
定
検

－

6
5
5
ポ
ン
プ

モ
ー
タ

機
械
設
備

①
高
圧
ポ
ン

プ
モ
ー
タ

②
可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制
御

系
再
結
合
装

置

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
 残
留
熱
除
去
海
水
系
ポ
ン
プ
モ
ー

タ ②
 高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
モ
ー

タ ③
 低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ
モ
ー

タ ④
 残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
モ
ー
タ

⑤
ブ
ロ
ワ
用
モ
ー
タ
（
低
圧
，
全
閉
型
）

回
転
子
棒
及
び

回
転
子
エ
ン
ド
リ

ン
グ

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
及
び
打
診
試
験
を
行
う
こ
と
で
，
割
れ

の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全

①
5
2
M
,★

2
M
②
6
5
M
,★

2
M
③
6
5
M
,★

2
M
④
6
5
M
,★

2
M
⑤
1
0
4
M

①
～
⑤
V
T
,

打
診
試
験

①
～
④
★
振
動

診
断

①
2
5
回
定
検
　
（
R
H
R
-
S
(B
) 
M
O
）

②
2
4
回
定
検
　
（
H
P
C
S
 M
O
）

③
2
5
回
定
検
　
（
L
P
C
S
　
M
O
）

④
2
3
回
定
検
　
（
R
H
R
 B
　
M
O
）

⑤
2
1
回
定
検
　
（
F
C
S
 B
L
W
R
 A
 M
O
）

①
有
1
3
回
定
検
：
一
式
取
替

②
有
1
6
回
定
検
：
巻
線
取
替

③
有
1
7
回
定
検
：
巻
線
取
替

④
有
1
8
回
定
検
：
一
式
取
替

－

6
5
6
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
ボ

ル
ト

可

・
余
裕
を
考
慮
し
た
ボ
ル
ト
材
料
の
選
定
し
，
設
計
し
て
い
る
。

疲
労
割
れ
が
想
定
さ
れ
る
各
部
位
に
つ
い
て
，
定
期
的
な
目
視
点

検
及
び
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が

可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検
（
D
G
U
-
2
C
）

無
－

6
5
7
機
械
設
備
水
圧
制
御
ユ

ニ
ッ
ト

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

①
ス
ク
ラ
ム
弁
，

②
方
向
制
御
弁

及
び
③
弁
の
弁

棒

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全

①
7
8
M

②
7
8
M

③
7
8
M

　
6
5
M

①
～
③
Ｖ
Ｔ

①
③
P
T

①
2
4
回
定
検
　
（
C
1
2
-
1
2
7
-
*
*
*
*
）

②
2
4
回
定
検
　
（
C
1
2
-
1
2
2
-
*
*
*
*
）

③
2
4
回
定
検
　
（
C
1
2
-
1
0
2
-
*
*
*
*
）

　
 2
4
回
定
検
　
（
C
1
2
-
1
1
3
-
*
*
*
*
）

有 ③
C
1
2
-
1
1
3
-
*
*
*
*

　
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾅ
ﾙ
交
換

－

6
5
8
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

フ
ラ
イ
ホ
イ
ー
ル

の
主
軸

可

＜
疲
労
対
策
＞

構
造
不
連
続
部
（
応
力
集
中
）
等
に
つ
い
て
は
，
応
力
が
集
中
し
な

い
よ
う
な
形
状
等
を
考
慮
し
設
計
し
て
い
る
。

疲
労
割
れ
が
想
定
さ
れ
る
各
部
位
に
つ
い
て
，
定
期
的
な
目
視
点

検
及
び
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
F
L
Y
W
H
E
E
L
@
）
無

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
5
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
5
9
弁

逆
止
弁

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ
ン
排
気

ラ
イ
ン
逆
止
弁

弁
体
（
ね
じ
部
）

可

東
海
第
二
の
当
該
弁
は
，
弁
体
（
ね
じ
部
）
に
弁
体
開
閉
動
作
の
繰

り
返
し
応
力
が
加
わ
り
，
ね
じ
部
に
割
れ
が
発
生
し
た
経
験
が
あ

る
。
再
発
防
止
と
し
て
衝
撃
緩
和
機
構
付
の
弁
に
交
換
等
を
実
施

し
て
い
る
。

弁
分
解
点
検
時
に
は
，
目
視
確
認
，
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検

（
E
5
1
-
F
0
4
0
）

有 2
3
回
定
検

－

6
6
0
弁 機
械
設
備

①
玉
形
弁

②
仕
切
弁

⑨
可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制
御

系
再
結
合
装

置 ④
補
助
ボ
イ

ラ
設
備

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
バ
イ
パ

ス
弁
②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
内
側
隔
離

弁
他

③
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合

装
置

④
蒸
気
系
弁
，
給
水
系
弁

弁
棒

可

＜
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
対
策
管
理
＞

　
・
手
動
弁
：
全
開
操
作
後
，
若
干
閉
方
向
に
戻
す
。

　
・
電
動
弁
・
空
気
作
動
弁
：
バ
ッ
ク
シ
ー
ト
が
効
く
位
置
の
手
前
で

リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
切
れ
を
設
定
。

上
述
の
対
応
で
弁
棒
の
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
は
発
生
し
な
い
と

考
え
る
。
分
解
点
検
に
お
い
て
目
視
点
検
及
び
浸
透
探
傷
検
査
を

行
う
こ
と
に
よ
り
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
は
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
6
5
M

②
7
Y

③
1
3
0
M

④
１
Ｙ

（
共
通
）
V
T
，

①
③
④
P
T

①
2
1
回
定
検
(E
1
2
-
F
0
4
8
A
)

②
2
5
回
定
検
（
E
5
1
-
F
0
6
3
)

③
2
0
回
定
検
(F
C
S
-
H
E
X
-
1
A
)

④
2
0
1
6
年
度
(H
S
-
O
T
M
-
B
O
IL
E
R
-
2
A
)

②
有
2
5
回
定
検
時
/
弁
棒

－

6
6
1
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ

高
サ
イ
ク
ル
熱
疲

労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

主
軸
，
ケ
ー
シ
ン

グ
カ
バ
ー

可

主
軸
，
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
運
転
経
験
よ
り
熱
疲
労

対
策
と
し
て
，
右
欄
部
品
取
替
履
歴
に
記
載
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
。

熱
疲
労
発
生
の
リ
ス
ク
は
低
減
せ
れ
て
い
る
も
の
の
，
発
生
の
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
，
ポ
ン
プ
の
分
解
点
検
に
合
わ

せ
，
定
期
的
に
V
T
に
よ
る
目
視
点
検
を
行
う
。
（
必
要
に
応
じ
P
T
も

実
施
）

時
間
基
準
保
全
A
:9
1
M

B
:7
Y

V
T

2
4
定
検
（
P
L
R
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

有
：
①
水
中
軸
受
（
ケ
ー
ジ
ン
グ
カ
バ
ー
含

む
）
に
つ
い
て
１
0
回
：
A
,及
び
B
の
取
替

を
実
施
し
て
い
る
。

②
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
（
回
転
体
含
む
）

に
つ
い
て
１
6
回
：
B
，
１
7
回
：
A
の
取
替
を

実
施
し
て
い
る
。
ケ
ー
シ
ン
グ
カ
バ
ー
は

熱
交
内
装
型
に
改
造
し
て
い
る
。

－

6
6
2
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
真
空
ポ
ン
プ

②
復
水
ポ
ン
プ

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T

①
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
 P
M
P
 C
2
 M
O
）

②
2
3
回
定
検
（
R
C
IC
 P
M
P
 C
1
 M
O
 ）

無
■

6
6
3
タ
ー
ビ
ン
制
御
装
置
及

び
保
安
装
置

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

タ
ー
ビ
ン
高
圧
制
御
油
ポ
ン
プ
モ
ー
タ
モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

状
態
基
準
保
全
A
R
★
2
M

★
振
動
診
断

2
5
回
定
検
（
E
H
C
 A
 M
O
）

有 2
5
回
定
検
（
E
H
C
 A
 M
O
）

■

6
6
4
機
械
設
備
制
御
用
圧
縮

空
気
系
設
備
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

制
御
用
圧
縮
空
気
系
設
備

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
の
主
軸

可

疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と
な
っ
て
い
る

が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検
や
浸
透
探

傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万
一
，
高
サ
イ

ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
割
れ
の
切
削
除
去
等
の

補
修
若
し
く
は
取
替
で
対
応
す
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
5
回
定
検

（
IA
 C
O
M
P
 A
 M
O
）

有 2
0
回
定
検

（
IA
 C
O
M
P
 A
 M
O
：
一
式
取
替
）

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－75 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
6
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
6
5
空
調
設
備
フ
ァ
ン

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
排
風
機

②
中
央
制
御
室
排
気
フ
ァ
ン

③
デ
ィ
ー
ゼ
ル
室
換
気
系
ル
ー
フ
ベ
ン

ト
フ
ァ
ン

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
①
7
8
M

②
2
6
M

③
6
5
M

V
T
P
T

①
2
3
回
定
検
（
H
V
A
C
-
E
2
-
1
3
A
）

②
2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
E
2
-
1
5
）

③
2
5
回
定
検
(D
G
 2
C
 V
E
N
T
 F
A
N
 P
V
2
-

1
0
 M
O
)

無
■

6
6
6
空
調
設
備
フ
ァ
ン

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

①
中
央
制
御
室
ブ
ー
ス
タ
ー
フ
ァ
ン

②
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
排
風
機
（
S
A
）

③
非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
排
風
機

④
D
G
ル
ー
フ
ベ
ン
ト
フ
ァ
ン

⑤
中
央
制
御
室
ブ
ー
ス
タ
ー
フ
ァ
ン

（
S
A
）

⑥
中
央
制
御
室
排
気
フ
ァ
ン

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
の
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全

①
7
8
M

②
設
備
設

置
後
設
定

③
1
0
4
M

④
6
5
M

⑤
設
備
設

置
後
設
定

⑥
7
8
M

①
,③
,④
,⑥
V
T
,

Ｐ
Ｔ
②
,⑤
設
備
設

置
後
設
定

①
2
5
回
定
検
　
（
M
C
R
 B
O
O
S
T
E
R
 F
A
N

E
2
-
1
4
A
 M
O
@
）

②
無
③
2
5
回
定
検
　
(F
R
V
S
 A
 E
X
H
 F
A
N
 E
2
-

1
3
A
 M
O
）

④
2
5
回
定
検
　
（
D
G
 2
D
 V
E
N
T
 F
A
N

P
V
2
-
6
 M
O
）

⑤
無
⑥
2
3
回
定
検
　
（
 M
C
R
 E
X
E
 F
A
N
 E
2
-
1
5

M
O
 ）

有 ①
2
1
回
定
検
　
（
M
C
R
 B
O
O
S
T
E
R

F
A
N
 E
2
-
1
4
B
 M
O
@
：
一
式
取
替
）

③
2
1
回
定
検
　
 （
F
R
V
S
 A
 E
X
H
 F
A
N

E
2
-
1
3
A
 M
O
 ：
一
式
取
替
）

⑥
2
0
回
定
検
　
 （
M
C
R
 E
X
E
 F
A
N
 E
2
-

1
5
 M
O
 ：
一
式
取
替
）

■

6
6
7
空
調
設
備
空
調
機

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

中
央
制
御
室
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ

ト
フ
ァ
ン

主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
D
T

2
5
回
定
検
(H
V
A
C
-
A
H
2
-
9
A
 )

新
規
制
対
応
を
改
造
（
取
替
）
を
計
画

■

6
6
8
空
調
設
備
空
調
機

高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

共
通

中
央
制
御
室
エ
ア
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ
ニ
ッ

ト
フ
ァ
ン

モ
ー
タ
（
低
圧
，
全

閉
型
）
の
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

状
態
基
準
保
全
A
R
★
2
M

V
T
★
振
動
診
断

平
成
1
6
年
度
（
通
常
時
)（
M
C
R
 A
H
2
-
9
B

M
O
)

有 平
成
1
6
年
度
（
通
常
時
）
（
M
C
R
 A
H
2
-

9
B
 M
O
：
一
式
取
替
)

■

6
6
9
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
高
サ
イ
ク
ル
疲
労

割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

冷
却
フ
ァ
ン
モ
ー

タ
の
主
軸

可

高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
が
，
分
解
点
検
時
に
合
わ
せ
，
表
面
検
査
（
目
視
点
検

や
浸
透
探
傷
検
査
）
に
よ
り
，
割
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
万

一
，
高
サ
イ
ク
ル
疲
労
割
れ
が
検
出
さ
れ
た
場
合
は
，
必
要
な
検

討
を
行
い
，
措
置
（
割
れ
の
切
削
除
去
等
の
補
修
若
し
く
は
取
替
）

を
講
じ
る
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

6
7
0
機
械
設
備
燃
料
取
扱
ク

レ
ー
ン

疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

［
原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク
レ
ー

ン
］
［
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
］

ト
ロ
リ
，
サ
ド
ル
，

ガ
ー
ダ
及
び
レ
ー

ル
可

疲
労
割
れ
が
想
定
さ
れ
る
各
部
位
に
つ
い
て
，
定
期
的
な
目
視
点

検
及
び
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
時
間
基
準
保
全
1
Y
c

V
T
動
作
確
認

H
2
8
年
度
（
#
#
R
/
B
　
C
R
A
N
E
）

（
C
R
N
-
D
C
＠
）

無
■

6
7
1
機
械
設
備
燃
料
取
替
機
疲
労
割
れ

3
-
②
エ
ネ
ル
ギ

伝
達
部

燃
料
取
替
機

ト
ロ
リ
フ
レ
ー
ム
，

ブ
リ
ッ
ジ
フ
レ
ー

ム
及
び
レ
ー
ル

（
ト
ロ
リ
横
行
用
，

ブ
リ
ッ
ジ
走
行
用
）

可
ガ
イ
ド
レ
ー
ル
等
に
つ
い
て
目
視
点
検
，
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

V
T
動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
）

1
6
回
定
検

（
R
P
V
-
F
H
M
：
一
式
取
替
）

■

6
7
2
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
高
サ
イ
ク
ル
熱
疲

労
割
れ

3
-
③
高
低
温
配

管
合
流
部
等

残
留
熱
除
去
系

配
管

可

高
サ
イ
ク
ル
熱
疲
労
に
関
す
る
評
価
指
針
　
J
S
M
E
 S
 0
1
7
-
2
0
0
3
」

に
基
づ
く
評
価
及
び
超
音
波
探
傷
検
査
に
て
健
全
性
を
確
認
す
る

高
低
温
合
流
部
の
疲
労
累
積
係
数
の
将
来
予
測
を
用
い
て
，
原
子

炉
停
止
時
冷
却
運
転
回
数
及
び
評
価
用
サ
ー
マ
ル
サ
イ
ク
ル
を
確

認
し
，
許
容
値
１
に
達
す
る
前
ま
で
に
，
取
替
等
の
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

U
T

2
5
回
定
検

無
：
計
画
で
は
あ
る
が
，
R
H
R
(A
)高
低
温
合

流
部
配
管
取
替
え
を
中
長
期
設
備
・
修

繕
計
画
に
計
上
し
て
い
る
。

■

6
7
3
タ
ー
ビ
ン

①
高
圧
タ
ー

ビ
ン
②
低
圧
タ
ー

ビ
ン
③
原
子
炉
給

水
ポ
ン
プ
駆

動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン

割
れ

3
-
④
腐
食
疲
労

①
高
圧
タ
ー
ビ
ン

②
低
圧
タ
ー
ビ
ン

③
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気

タ
ー
ビ
ン

【
共
通
】
翼
，
車
軸

可

旧
N
IS
A
文
書
に
基
づ
く
主
タ
ー
ビ
ン
ロ
ー
タ
ー
の
精
密
点
検
は
8
～

1
0
万
時
間
（
現
在
は
1
0
4
M
）
経
過
毎
に
実
施
の
要
求
に
基
づ
き
，

タ
ー
ビ
ン
開
放
点
検
時
に
通
常
の
点
検
メ
ニ
ュ
ー
（
目
視
点
検
，
浸

透
探
傷
検
査
）
に
加
え
磁
粉
探
傷
検
査
，
超
音
波
探
傷
検
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
，
腐
食
疲
労
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

な
お
，
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
に
つ
い
て
は
，

第
2
4
回
定
検
に
て
一
式
取
替
を
実
施
し
て
お
り
，
残
り
の
運
転
期

間
を
考
慮
し
て
も
，
こ
れ
ま
で
の
実
績
（
通
常
点
検
）
で
問
題
は
な
い

と
考
え
る
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

①
②
V
T
，
P
T

（
精
密
点
検
時

は
＋
M
T
，
U
T
）

③
V
T
，
P
T

①
2
4
回
定
検

(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

②
2
5
回
定
検

(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
A
)

③
2
5
回
定
検

（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
）

①
無
②
有
（
2
4
回
，
2
5
回
定
検
：
動
翼
）

③
有
2
4
回
定
検
（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
,B
：
一
式

取
替
）

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
7
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
7
4
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
割
れ

3
-
⑤
フ
レ
ッ
テ
ィ

ン
グ
疲
労

⑥
タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
主
軸

可
定
期
的
な
機
器
の
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
に

よ
り
，
欠
陥
の
検
出
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検

（
T
D
R
F
P
-
P
M
P
-
B
）

無
■

6
7
5
機
械
設
備
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置
割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装

置

加
熱
管
，
再
結
合

器
，
冷
却
器
及
び

配
管

可
S
C
C
3
要
素
か
ら
温
度
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C
の
発
生
は
考

え
が
た
い
が
，
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，

S
C
C
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
0
回
定
検

(F
C
S
-
H
E
X
-
1
A
)

無
－

6
7
6
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

伝
熱
管
，
管
板

可
S
C
C
3
要
素
か
ら
温
度
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C
の
発
生
は
考

え
が
た
い
が
，
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，

S
C
C
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
2
6
M

②
1
3
0
M

①
V
T

漏
え
い
検
査

②
E
C
T

①
2
4
回
定
検

(S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-
A
@
)

②
同
上

無
－

6
7
7
タ
ー
ビ
ン

原
子
炉
給
水

ポ
ン
プ
駆
動

用
蒸
気
タ
ー

ビ
ン

割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

タ
ー
ビ
ン
，
高
圧
蒸
気
止
め
弁
，
低
圧

蒸
気
止
め
弁

翼
，
隔
板
固
定

キ
ー
・
ボ
ル
ト
，
車

軸
，
弁
体
ボ
ル
ト

可
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
駆
動
用
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
の
開
放
点
検
に
合
わ

せ
，
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検
査
，
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と

に
よ
り
，
応
力
腐
食
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
P
T
U
T

2
5
回
定
検

（
T
B
N
-
T
D
R
F
P
-
A
）

有 2
4
回
定
検

■

6
7
8
タ
ー
ビ
ン

①
高
圧
タ
ー

ビ
ン
②
例
圧
タ
ー

ビ
ン

割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

①
高
圧
タ
ー
ビ
ン

②
低
圧
タ
ー
ビ
ン

①
②
翼
，
噴
口
，

隔
板
締
付
ボ
ル

ト
，
車
軸

可
タ
ー
ビ
ン
(高
圧
，
低
圧
）
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
，
目
視
点
検
，
浸

透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
応
力
腐
食
割
れ
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
P
T

①
2
4
回
定
検

(T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

②
2
5
回
定
検
（
特
保
1
回
）

(T
B
N
-
M
A
IN
-
L
P
-
B
)

①
無
②
有
車
軸
（
A
,C
：
1
0
回
定
検
，
B
：
1
1
回
定
検
）

S
C
C
対
策
と
し
て
一
体
型
車
軸
化
。

■

6
7
9
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁

割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

①
主
塞
止
弁
，
加
減
弁
，
中
間
塞
止
加

減
弁

②
加
減
弁
，
中
間
塞
止
加
減
弁
，
タ
ー

ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁

①
弁
体
ボ
ル
ト

②
弁
棒

可
タ
ー
ビ
ン
主
要
弁
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
，
目
視
点
検
，
浸
透
探

傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
応
力
腐
食
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T
P
T

①
2
4
回
定
検

(M
S
V
-
1
)

②
2
4
回
定
検

(C
IV
-
1
)

①
無
②
有
タ
ー
ビ
ン
バ
イ
パ
ス
弁

（
2
4
回
定
検
）

■

6
8
0
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

常
設
高
圧
代
替
注
水
系
タ
ー
ビ
ン

（
S
A
）

ケ
ー
シ
ン
グ
ボ
ル

ト
可

分
解
点
検
時
に
行
う
ボ
ル
ト
の
手
入
れ
に
合
わ
せ
，
目
視
点
検
，

浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
で
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
8
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
8
1
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

割
れ

3
-
⑥
応
力
腐
食

割
れ

①
濃
縮
廃
液
・
廃
液
中
和
ス
ラ
ッ
ジ
系

設
備
廃
液
濃
縮
器
蒸
発
缶

②
廃
液
濃
縮
器
復
水
器

③
機
器
ド
レ
ン
系
設
備
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ

濃
縮
器
加
熱
器

④
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器

⑤
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
復
水
器

⑥
ク
ラ
ッ
ド
ス
ラ
リ
濃
縮
器
デ
ミ
ス
タ

⑦
減
容
固
化
系
設
備
溶
解
タ
ン
ク

⑧
ミ
ス
ト
セ
パ
レ
ー
タ

⑨
デ
ミ
ス
タ

⑩
乾
燥
機
復
水
器

⑪
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高
周
波
溶

融
炉

⑫
溶
融
炉
排
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ

⑬
溶
融
炉
排
ガ
ス
脱
硝
塔

⑭
雑
固
体
焼
却
系
設
備
焼
却
灰
取
出

ボ
ッ
ク
ス

⑮
排
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ

胴
，
伝
熱
管
，
管

板
，
水
室
，
上

板
，
鏡
板
，
外
殻

及
び
ケ
ー
シ
ン
グ

可
廃
棄
物
処
理
設
備
の
開
放
点
検
時
に
目
視
点
検
，
浸
透
探
傷
検

査
及
び
漏
え
い
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
を
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全

①
3
Y
c

②
4
Y
c

③
7
Y
c

④
7
Y
c

⑤
6
Y
c

⑥
7
Y
c

⑦
7
Y
c

⑧
5
Y
c

⑨
5
Y
c

⑩
7
Y
c

⑪
1
Y
c

⑫
2
Y
c

⑬
5
Y
c

⑭
1
Y
c

⑮
A
R

V
T
P
T
漏
え
い
確
認

①
2
5
回
定
検
(R
W
-
H
E
X
-
D
6
0
1
A
)

②
2
5
回
定
検
（
R
W
-
H
E
X
-
D
6
0
0
A
)

③
2
5
回
定
検
（
H
2
7
）
（
N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
1
)

④
2
5
回
定
検
（
H
2
8
）
（
N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
2
)

⑤
2
5
回
定
検
（
H
2
8
）
（
N
R
2
1
-
H
E
X
-
D
1
0
4
)

⑥
2
5
回
定
検
（
H
2
8
）
（
N
R
2
1
-
F
L
T
-
D
1
0
3
)

⑦
1
7
年
度
（
N
R
2
3
-
V
S
L
-
A
1
0
2
）

⑧
2
3
回
定
検
（
N
R
2
3
-
O
T
M
-
D
1
0
1
)

⑨
2
5
回
定
検
（
H
2
8
）
（
N
R
2
3
-
F
L
T
-
D
1
0
2
）

⑩
2
5
回
定
検
（
H
2
8
）
（
N
R
2
3
-
H
E
X
-
D
1
0
3
）

⑪
2
5
回
定
検
（
H
2
6
）
（
N
R
2
8
-
D
0
0
1
@
）

⑫
2
4
回
定
検
（
H
2
4
）
（
N
R
2
8
-
D
0
0
9
@
）

⑬
第
2
1
回
定
検
（
N
R
2
8
-
D
0
1
3
@
）

⑭
2
5
回
定
検
（
H
2
6
）
（
N
R
2
2
-
O
T
M
-

D
1
1
4
）

⑮
H
2
8
（
N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
1
0
A
）

無
◎

6
8
2
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

主
軸
，
羽
根
車

可
S
C
C
3
要
素
か
ら
溶
接
部
の
溶
接
後
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C

の
発
生
は
考
え
が
た
い
が
，
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ

と
で
，
S
C
C
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
（
P
L
R
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

無
－

6
8
3
ポ
ン
プ

原
子
炉
再
循

環
ポ
ン
プ

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

内
装
熱
交
換
器

可
S
C
C
3
要
素
か
ら
溶
接
部
の
溶
接
後
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C

の
発
生
は
考
え
が
た
い
が
，
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ

と
で
，
S
C
C
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
（
P
L
R
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
）

無
－

6
8
4
機
械
設
備
水
圧
制
御
ユ

ニ
ッ
ト

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

配
管

可
S
C
C
3
要
素
か
ら
温
度
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C
の
発
生
は
考

え
が
た
い
が
，
定
期
的
に
耐
圧
部
の
漏
え
い
検
査
に
点
検
を
行
う

こ
と
で
，
S
C
C
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

漏
え
い
試
験

2
4
回
定
検

無
－

6
8
5
機
械
設
備
制
御
棒
駆
動

機
構

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

制
御
棒
駆
動
機
構

ド
ラ
イ
ブ
ピ
ス
ト

ン
，
シ
リ
ン
ダ

チ
ュ
ー
ブ
，
フ
ラ
ン

ジ

可

S
C
C
3
要
素
か
ら
温
度
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C
の
発
生
は
考

え
が
た
い
が
，
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
で
，
S
C
C
の

検
知
が
可
能
。
ま
た
，
適
時
耐
S
C
C
材
の
改
良
型
チ
ュ
ー
ブ
に
交

換
を
実
施
し
て
い
る
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T
取
替
（
耐
S
C
C

改
良
型
チ
ュ
ー

ブ
）

2
5
回
定
検

有 2
5
回
：
2
5
体
取
替

－

6
8
6
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

①
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交

換
器

③
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器

④
第
1
～
第
4
給
水
加
熱
器

⑥
排
ガ
ス
予
熱
器

伝
熱
管
，
胴
等

可

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
等
＞

　
①
⑥
材
料
：
S
U
S
3
1
6
L

　
①
環
境
：
水
素
注
入

熱
交
換
器
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
，
目
視
点
検
等
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
，
割
れ
の
検
知
が
可
能
。
必
要
に
応
じ
浸
透
探
傷
検
査
，

超
音
波
探
傷
検
査

（
必
要
に
応
じ
て
補
修
（
閉
止
栓
，
取
替
）
）

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

③
5
2
M

④
1
H
T
R
：

5
2
M

2
H
T
R
～

4
H
T
R
，
3
9
M

⑥
5
2
M

①
V
T
，
E
C
T

③
V
T
，
P
T

④
V
T
，

P
T
5
2
M
/
3
9
M

E
C
T
1
3
0
M

⑥
U
T
，
V
T

①
１
7
回
点
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
）

③
2
3
回
定
検
（
S
S
-
H
E
X
-
E
V
A
P
）

④
2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
）

⑥
2
3
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
A
）

有 ①
１
7
回
定
検
(A
～
C
一
式
取
替
)

④
2
0
回
定
検
(4
H
T
R
　
A
～
C
一
式
取
替
)

⑥
2
3
回
定
検
(A
，
B
一
式
取
替
)

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－78 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
7
9
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
8
7
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

②
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
非
再
生
熱

交
換
器

④
第
5
及
び
第
6
給
水
加
熱
器

⑦
排
ガ
ス
復
水
器

⑧
窒
素
ガ
ス
貯
蔵
設
備
蒸
発
器

伝
熱
管
，
管
板
，

ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
，

蒸
気
管

可

熱
交
換
器
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
目
視
点
検
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
，
割
れ
の
検
知
が
可
能
。
必
要
に
応
じ
浸
透
探
傷
検
査
，
超
音
波

探
傷
検
査

（
必
要
に
応
じ
て
補
修
（
閉
止
栓
，
取
替
）
）

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
等
＞

　
①
④
⑦
⑧
：
運
転
温
度
1
0
0
℃
　
以
下

時
間
基
準
保
全

②
1
3
0
M

④
5
H
T
R
，

3
9
M

6
H
T
R
，
5
2
M

⑦
5
2
M

⑧
1
C

②
V
T
，
E
C
T

④
V
T
，

P
T
5
2
M
/
3
9
M

E
C
T
1
3
0
M

⑦
V
T

⑧
V
T

②
2
4
回
定
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
2
A
）

④
2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
5
A
）

⑦
2
4
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
E
）

⑧
2
5
回
定
検
（
N
2
S
U
P
P
-
H
E
X
-
R
E
5
0
）

有 ④
2
4
回
定
検

　
6
H
T
R
　
Ａ
～
C
一
式
取
替

－

6
8
8
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

配
管
系

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

原
子
炉
再
循
環
系
，
原
子
炉
保
護
系
，

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
，
ほ
う
酸
水
注

入
系
（
純
水
部
）
他
1
2
系
統

配
管
及
び
温
度

計
ウ
ェ
ル

可

S
C
C
発
生
リ
ス
ク
の
高
い
溶
接
部
に
つ
い
て
，
超
音
波
探
傷
検
査

（
体
積
検
査
）
を
行
い
，
内
部
欠
陥
を
検
出
す
る
。

欠
陥
検
出
時
は
，
評
価
の
実
施
及
び
次
回
検
査
計
画
の
見
直
し
を

行
う
。
（
継
続
使
用
可
時
）

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
＞

　
・
溶
体
化
処
理
ま
た
は
，
高
周
波
熱
処
理
（
再
循
環
系
配
管
及
び

再
循
環
水
ノ
ズ
ル
セ
ー
フ
エ
ン
ド
と
配
管
の
溶
接
部
）

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T
U
T

2
5
回
定
検

有 予
防
保
全
対
策
と
し
て
，
R
H
R
 S
D
C
ラ
イ

ン
の
取
替

－

6
8
9
弁

安
全
弁

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

残
留
熱
除
去
系
停
止
時
冷
却
入
口
ラ

イ
ン
安
全
弁

ノ
ズ
ル
シ
ー
ト
，

ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト

可
S
C
C
3
要
素
か
ら
温
度
の
条
件
が
除
外
と
な
り
S
C
C
の
発
生
は
考

え
が
た
い
が
，
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
で
，
S
C
C
の

検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
3
回
定
検
（
E
1
2
-
F
F
0
2
8
）

無
－

6
9
0
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

ノ
ズ
ル
（
差
圧
検
出
・
ほ
う
酸
水
注
入
管

ノ
ズ
ル
，
計
装
ノ
ズ
ル
）
，
セ
ー
フ
エ
ン
ド

（
差
圧
検
出
・
ほ
う
酸
水
注
入
管
ノ
ズ
ル

セ
ー
フ
エ
ン
ド
／
テ
ィ
，
計
装
ノ
ズ
ル
の

セ
ー
フ
エ
ン
ド
の
溶
接
部
）

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
及

び
高
ニ
ッ
ケ
ル
合

金
使
用
部
位
（
母

材
，
溶
接
部
）

可

R
P
V
の
開
放
作
業
に
伴
っ
て
，
原
子
炉
圧
力
容
器
ノ
ズ
ル
等
は
，

最
新
知
見
を
確
認
の
上
，
維
持
規
格
等
に
基
づ
き
計
画
的
に
水
中

カ
メ
ラ
に
よ
る
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
の
検
知
は
可

能
。

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
＞

　
・
残
留
応
力
低
減
対
策
等

ま
た
，
S
C
C
予
防
保
全
未
実
施
部
位
に
つ
い
て
は
，
小
口
径
配
管

で
あ
り
残
留
応
力
が
小
さ
く
，
粒
界
型
応
力
腐
食
割
れ
の
発
生
の

可
能
性
は
小
さ
い
が
，
原
子
炉
圧
力
容
器
の
耐
圧
漏
え
い
試
験
に

て
健
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
で
S
C
C
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T
漏
え
い
試
験

2
4
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
1
0
）

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
0
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
9
1
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

制
御
棒
駆
動
機
構
ハ
ウ
ジ
ン
グ
，
中
性

子
計
測
ハ
ウ
ジ
ン
グ
，
ス
タ
ブ
チ
ュ
ー
ブ

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
及

び
高
ニ
ッ
ケ
ル
合

金
使
用
部
位
（
母

材
，
溶
接
部
）

可

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
＞

　
IC
M
ハ
ウ
ジ
ン
グ
：
T
IG
ク
ラ
ッ
ド
施
工

　
（
副
次
効
果
と
し
て
溶
接
残
留
応
力
改
善
）

　
第
2
5
回
定
期
検
査
（
2
0
1
1
年
度
～
）
に
お
い
て
，
各
部
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
残
留
応
力
改
善
を
行
っ
て
お
り
，

起
動
前
に
は
全
て
完
了
予
定

＜
運
転
経
験
＞

ス
タ
ブ
チ
ュ
ー
ブ
の
下
鏡
と
の
溶
接
部
：
国
内
他
プ
ラ
ン
ト
で
粒
界

型
応
力
腐
食
割
れ
と
推
定
さ
れ
る
ひ
び
が
発
生
（
東
海
第
二
で
も

IC
M
H
取
付
溶
接
部
に
ひ
び
が
発
見
）

S
C
C
予
防
保
全
対
策
の
実
施
状
況
及
び
特
別
点
検
結
果
を
踏
ま

え
，
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
点
検
（
V
T
-
3
）
を
実
施
す
る
と
共
に
，
原

子
炉
圧
力
容
器
と
一
体
で
漏
え
い
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
，

S
C
C
の
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

1
3
M

V
T
-
3

漏
え
い
試
験

2
5
回
定
検
(R
P
V
-
C
-
0
1
,R
P
V
-
C
-
0
2
)

IC
M
H
　
1
/
5
5
本
取
替

（
1
8
回
定
検
）

－

6
9
2
容
器

そ
の
他
容
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

①
S
R
V
（
A
D
S
）
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
，

②
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
フ
ィ
ル

タ
装
置
(S
A
)

鏡
板
，
胴
板
等

可
容
器
外
面
全
体
に
着
目
し
，
目
視
点
検
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
で
，

検
知
が
可
能
｡

時
間
基
準
保
全
①
1
0
Y

②
設
備
設

置
後
設
定

①
V
T

漏
え
い
試
験

②
設
備
設
置
後

設
定

①
2
4
回
定
検
 (
B
2
2
-
V
S
L
-
A
0
0
3
B
)

②
無

無
－

6
9
3
機
械
設
備
制
御
棒

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

ボ
ロ
ン
・
カ
ー
バ
イ
ド
型
制
御
棒

制
御
材
被
覆
管
，

シ
ー
ス
，
タ
イ
ロ
ッ

ド
，
ソ
ケ
ッ
ト
，
ピ

ン
，
上
部
ハ
ン
ド

ル

可

制
御
棒
は
，
こ
れ
ま
で
核
的
寿
命
に
対
し
て
保
守
的
に
定
め
た
運

用
基
準
に
基
づ
き
取
替
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
経
年
劣

化
事
象
に
特
化
し
た
部
位
毎
の
点
検
は
実
施
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
，
こ
れ
ま
で
に
制
御
棒
取
扱
作
業
等
の
中
で
，
不
具

合
を
検
知
し
て
き
て
い
る
。

制
御
棒
の
健
全
性
に
つ
い
て
は
，
粒
界
型
応
力
腐
食
割
れ
に
よ
り

制
御
棒
の
制
御
能
力
及
び
動
作
性
に
問
題
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と

を
，
定
期
検
査
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
原
子
炉
停
止
余
裕
検
査
，
制
御
棒

駆
動
水
圧
系
機
能
検
査
及
び
制
御
棒
駆
動
機
構
機
能
検
査
に
よ

り
確
認
し
て
い
る
。

時
間
基
準
保
全
１
C

機
能
・
性
能
検

査
2
4
回
定
検

無
■

6
9
4
機
械
設
備
制
御
棒
駆
動

機
構

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

制
御
棒
駆
動
機
構

ピ
ス
ト
ン
チ
ュ
ー

ブ
，
ア
ウ
タ
ー

チ
ュ
ー
ブ
，
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
チ
ュ
ー

ブ
，
コ
レ
ッ
ト
フ
ィ

ン
ガ

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
の
検
知
が
可

能
。

時
間
基
準
保
全
9
1
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検

無
■

6
9
5
弁

逆
止
弁

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
パ
ー
ジ

内
側
逆
止
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

弁
体

可
分
解
点
検
時
に
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
で
，
S
C
C
の
検
知
が
可
能
。
時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

2
4
回
定
検
(B
3
5
-
F
0
1
3
A
)

無
■

6
9
6
弁

主
蒸
気
隔
離

弁
割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

主
蒸
気
隔
離
弁

弁
棒
（
パ
イ
ロ
ッ
ト

デ
ィ
ス
ク
一
体
型
）

可
S
C
C
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
。
当
該
部
位
に
対
し
目
視
点
検
及

び
浸
透
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
は
検
知
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
2
2
A
）

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
1
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

6
9
7
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

炉
内
構
造
物

炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド

（
上
部
胴
，
中
間

胴
）

可

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
＞

　
・
水
素
注
入
に
よ
る
腐
食
環
境
改
善

　
・
残
留
応
力
低
減
対
策
等

R
P
V
の
開
放
作
業
に
伴
っ
て
，
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
等
は
，
最
新
知
見

を
確
認
の
上
，
維
持
規
格
等
に
基
づ
き
計
画
的
に
水
中
カ
メ
ラ
に
よ

る
目
視
点
検
及
び
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
の

進
展
追
跡
確
認
が
可
能
。

◎
適
用
ガ
イ
ド
等
（
P
L
M
4
0
時
点
）

・
火
力
原
子
力
発
電
技
術
協
会
「
B
W
R
炉
内
構
造
物
点
検
評
価
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」

・
日
本
機
械
学
会
 J
S
M
E
 S
 N
A
1
-
2
0
0
8
「
発
電
用
原
子
力
設
備
規

格
　
維
持
規
格
」

又
は
「
発
電
用
原
子
力
設
備
に
お
け
る
破
壊
を
引
き
起
こ
す
き
裂
そ

の
他
の
欠
陥
の
解
釈
に
つ
い
て
（
内
規
）
N
IS
A
-
3
2
5
c
-
0
9
-
1
，

N
IS
A
-
1
6
3
c
-
0
9
-
2
（
平
成
2
1
年
2
月
2
7
日
付
け
平
成
2
1
･0
2
･1
8
原

院
第
2
号
）
」

又
は
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
に
お
け
る
破
壊

を
引
き
起
こ
す
亀
裂
そ
の
他
の
欠
陥
の
解
釈
の
制
定
に
つ
い
て

（
平
成
2
6
年
8
月
6
日
 原
規
技
発
第
1
4
0
8
0
6
3
号
 原
子
力
規
制
委

員
会
決
定
）
」

時
間
基
準
保
全
a：
維
持
規

格
に
よ
る

b：
1
0
Y

a：
V
T
（
M
V
T
-

1
）
b.
：
V
T
-
3

a：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
1
）

b：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
1
）

無
■

6
9
8
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

炉
内
構
造
物

①
上
部
格
子
板
，

②
炉
心
支
持
板
，

③
周
辺
燃
料
支

持
金
具
，
④
制
御

棒
案
内
管
，
⑤
差

圧
検
出
・
ほ
う
酸

水
注
入
管
，
⑥
中

性
子
計
測
案
内

管
，
⑦
残
留
熱
除

去
系
（
低
圧
注
水

系
）
配
管

可

R
P
V
の
開
放
作
業
に
伴
っ
て
，
上
部
格
子
板
等
の
炉
内
構
造
物

は
，
最
新
知
見
を
確
認
の
上
，
維
持
規
格
等
に
基
づ
き
計
画
的
に

水
中
カ
メ
ラ
に
よ
る
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
の
検
知
は

可
能
。

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
＞

　
・
水
素
注
入
に
よ
る
腐
食
環
境
改
善

　
・
残
留
応
力
低
減
対
策
等

時
間
基
準
保
全

①
ａ
：
1
0
Y

①
b：
1
0
Y

②
a：
1
0
Y

②
b：
維
持

規
格
③
1
0
Y

④
1
0
Y

⑤
1
0
Y

⑥
1
0
Y

①
ａ
：
V
T

（
M
V
T
-
1
）
①

ｂ
：
V
T
-
3

②
a：
V
T
-
3

②
b：
V
T
(M
V
T
-

3
)
③
V
T
-
3

④
V
T
-
3

⑤
V
T
-
3

⑥
V
T
-
3

①
a：
2
4
回
定
検
（
長
期
保
守
管
理
方
針
）

　
　
（
R
P
V
-
B
-
0
7
）

①
b：
2
5
回
定
検
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

②
a，
ｂ
：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
8
）

③
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
2
4
）

④
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
1
5
)

⑤
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
1
0
)

⑥
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
1
6
)

無
■

6
9
9
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

炉
内
構
造
物

①
炉
心
ス
プ
レ
イ

配
管
・
ス
パ
ー

ジ
ャ
②
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ

可

R
P
V
の
開
放
作
業
に
伴
っ
て
，
炉
心
ス
プ
レ
イ
配
管
・
ス
パ
ー
ジ
ャ
，

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
の
炉
内
構
造
物
は
，
最
新
知
見
を
確
認
の
上
，
維

持
規
格
等
に
基
づ
き
計
画
的
に
水
中
カ
メ
ラ
に
よ
る
目
視
点
検
を

行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
の
検
知
は
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
a：
1
0
Y

①
b：
維
持

規
格
②
a：
1
0
Y

②
b：
維
持

規
格

①
a：
V
T
-
3

①
b：
V
T

②
a：
V
T
-
3

②
b：
V
T

（
M
V
T
-
1
)

①
a：
2
4
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
9
-
H
P
C
S
）

①
b：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
9
-
H
P
C
S
）

②
a：
2
3
回
定
検
（
R
P
V
A
S
S
-
 P
M
P
-
J
P
1
)

②
b：
2
1
回
定
検
（
R
P
V
A
S
S
-
 P
M
P
-
J
P
1
)

無
■

7
0
0
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

セ
ー
フ
エ
ン
ド
（
再
循
環
水
出
口
ノ
ズ
ル

の
セ
ー
フ
エ
ン
ド
の
溶
接
部
，
再
循
環

水
入
口
ノ
ズ
ル
の
セ
ー
フ
エ
ン
ド
の
溶

接
部
）
，
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
計
測
管
貫
通

ノ
ズ
ル
と
セ
ー
フ
エ
ン
ド
の
溶
接
部
，

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
計
測
管
貫
通
ノ
ズ
ル

セ
ー
フ
エ
ン
ド
と
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー

ル
の
溶
接
部

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
及

び
高
ニ
ッ
ケ
ル
合

金
使
用
部
位
（
母

材
，
溶
接
部
）

可

S
C
C
の
発
生
の
可
能
性
の
あ
る
溶
接
部
に
つ
い
て
，
IS
I計
画
に
基

づ
き
，
目
視
点
検
，
超
音
波
探
傷
検
査
*
を
行
い
，
割
れ
を
検
知
す

る
。

*
；
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
附
属
施
設
に
お
け
る
破
壊
を
引
き
起

こ
す
亀
裂
及
び
そ
の
他
の
欠
陥
の
解
釈
の
制
定
に
つ
い
て
（
平
成

2
6
年
8
月
6
日
　
原
規
技
発
第
1
4
0
8
0
6
3
　
号
　
原
子
力
規
制
委
員

会
決
定
）
に
基
づ
き
実
施
。

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
等
＞

　
・
水
素
注
入
に
よ
る
腐
食
環
境
改
善

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T
U
T

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
A
）

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
2
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
0
1
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
及

び
高
ニ
ッ
ケ
ル
合

金
使
用
部
位
（
母

材
，
溶
接
部
）

可

S
C
C
の
発
生
の
可
能
性
の
あ
る
溶
接
部
に
つ
い
て
，
IS
I計
画
に
基

づ
き
，
目
視
点
検
を
行
い
，
割
れ
を
検
知
す
る
。

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
等
＞

　
・
水
素
注
入
に
よ
る
腐
食
環
境
改
善

時
間
基
準
保
全
IS
I計
画
に

基
づ
く

V
T

2
4
回
定
検
（
R
P
V
-
A
）

無
■

7
0
2
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
割
れ

3
-
⑦
粒
界
型
応

力
腐
食
割
れ

（
IG
S
C
C
）

炉
内
構
造
物

①
a,
b炉
心
シ
ュ
ラ

ウ
ド
（
下
部
胴
）

②
a,
bシ
ュ
ラ
ウ
ド

サ
ポ
ー
ト

可

＜
S
C
C
予
防
保
全
対
策
＞

　
・
水
素
注
入
に
よ
る
腐
食
環
境
改
善

　
・
残
留
応
力
低
減
対
策
等

R
P
V
の
開
放
作
業
に
伴
っ
て
，
炉
心
シ
ュ
ラ
ウ
ド
等
は
，
最
新
知
見

を
確
認
の
上
，
維
持
規
格
等
に
基
づ
き
計
画
的
に
水
中
カ
メ
ラ
に
よ

る
目
視
点
検
及
び
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
S
C
C
の

進
展
追
跡
確
認
が
可
能
。

◎
適
用
ガ
イ
ド
等
（
P
L
M
4
0
時
点
）

・
火
力
原
子
力
発
電
技
術
協
会
「
B
W
R
炉
内
構
造
物
点
検
評
価
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」

・
日
本
機
械
学
会
 J
S
M
E
 S
 N
A
1
-
2
0
0
8
「
発
電
用
原
子
力
設
備
規

格
　
維
持
規
格
」

又
は
「
発
電
用
原
子
力
設
備
に
お
け
る
破
壊
を
引
き
起
こ
す
き
裂
そ

の
他
の
欠
陥
の
解
釈
に
つ
い
て
（
内
規
）
N
IS
A
-
3
2
5
c
-
0
9
-
1
，

N
IS
A
-
1
6
3
c
-
0
9
-
2
（
平
成
2
1
年
2
月
2
7
日
付
け
平
成
2
1
･0
2
･1
8
原

院
第
2
号
）
」

又
は
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
に
お
け
る
破
壊

を
引
き
起
こ
す
亀
裂
そ
の
他
の
欠
陥
の
解
釈
の
制
定
に
つ
い
て

（
平
成
2
6
年
8
月
6
日
 原
規
技
発
第
1
4
0
8
0
6
3
号
 原
子
力
規
制
委

員
会
決
定
）
」

時
間
基
準
保
全
①
a：
維
持

規
格
に
よ
る

①
b：
1
0
Y

①
a：
V
T

（
M
V
T
-
1
）

①
b.
：
V
T
-
3

②
a：
V
T

（
M
V
T
-
1
）

②
b．
V
T

（
M
V
T
-
1
）

①
a：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
1
）

①
b：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
1
）

②
a：
2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
3
）

②
b：
2
1
回
定
検
（
R
P
V
-
B
-
0
3
）

無
◎

7
0
3
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

排
ガ
ス
復
水
器

胴
，
ド
レ
ン
タ
ン
ク

可

開
放
点
検
に
合
わ
せ
胴
溶
接
部
の
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と

に
よ
り
，
割
れ
の
検
知
が
可
能
。

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T
U
T
：
第
2
5
回

　
　
長
保

2
4
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
E
）

無
－

7
0
4
容
器

そ
の
他
容
器

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

使
用
済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
(本
体
）

ゲ
ー
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

内
張
り
）

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

可

気
中
部
に
つ
い
て
は
代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認

し
，
必
要
に
応
じ
機
器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

水
中
部
は
化
学
（
水
質
）
管
理
に
よ
る
塩
素
濃
度
を
管
理
し
て
お

り
，
定
期
的
に
情
報
共
有
さ
れ
て
い
る
。

通
常
の
巡
視
点
検
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
水
の
有
意
な
水
位
低
下
の

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
ラ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
の
漏
え
い
が
な

い
こ
と
を
検
出
ラ
イ
ン
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

巡
視

1
D

巡
視
（
監
視
，

漏
え
い
検
知
）
水
質
管
理
は
，
定
期
的
に
ﾄﾚ
ﾝ
ﾄﾞ
デ
ー
タ
で

確
認

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
3
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
0
5
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

④
給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
ポ
ン
プ

サ
イ
ク
ロ
ン
セ
パ

レ
ー
タ

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
②
，
③
分

解
：
1
3
0
M

④
6
5
M

V
T

②
2
2
回
定
検

（
R
H
R
-
P
M
P
-
C
0
0
2
B
）

③
2
3
回
定
検

（
H
P
C
S
-
P
M
P
-
C
0
0
1
）

④
2
5
回
定
検

（
H
D
-
P
M
P
-
C
）

無
■

7
0
6
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

1
～
1
5
,2
3
,2
4
号
機

底
板
，
二
次
蓋
，

外
筒
及
び
中
性

子
遮
へ
い
カ
バ
ー

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
１
０
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
H
2
7
年
度
）

（
J
2
1
-
V
0
0
1
A
@
）

無
■

7
0
7
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

共
通

（
1
8
～
2
1
,2
3
,2
4
号
機
）

ト
ラ
ニ
オ
ン

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
5
回
定
検
（
特
保
１
回
目
）

（
J
2
1
-
V
0
0
1
A
@
）

無
■

7
0
8
機
械
設
備
水
圧
制
御
ユ

ニ
ッ
ト

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

水
圧
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

①
ス
ク
ラ
ム
弁
，

②
方
向
制
御
弁
，

③
ラ
プ
チ
ャ
ー

デ
ィ
ス
ク
，
④
配

管
及
び
弁

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
①
7
8
M

②
7
8
M

③
7
8
M

V
T
P
T

①
2
4
回
定
検
（
H
2
7
年
度
）

（
 C
1
2
-
1
2
6
-
*
*
*
*
）

②
2
4
回
定
検
（
H
2
7
年
度
）

（
 C
1
2
-
1
2
0
-
*
*
*
*
）

③
2
5
回
定
検
（
H
2
7
年
度
）

（
 C
1
2
-
1
3
2
-
*
*
*
*
）

有 ④
1
1
3
弁
；
弁
座
シ
ー
ト
摩
耗
の
た
め
2
5

定
検
に
て
弁
箱
取
替
（
弁
体
は
再
使
用
）

■

7
0
9
空
調
設
備
フ
ィ
ル
タ
ユ

ニ
ッ
ト

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ

ン

ケ
ー
シ
ン
グ
，
デ

ミ
ス
タ
，
エ
ア
ヒ
ー

タ
，
ス
ペ
ー
ス

ヒ
ー
タ

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

2
5
回
定
検
（
特
保
1
回
目
）

（
F
R
V
S
-
F
L
T
-
A
）

無
■

7
1
0
計
測
装
置
計
測
装
置

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

共
通

計
装
配
管
，
継

手
，
計
装
弁
及
び

過
流
量
阻
止
弁

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

漏
え
い
試
験

2
4
回
定
検

有 過
流
量
阻
止
弁
　
随
時
国
産
化
取
替
中

（
至
近
2
5
回
定
検
）

■

7
1
1
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

配
管
系

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

共
通
（
対
象
系
統
：
1
4
系
統
）

①
P
C
V
内
機
器

②
上
記
以
外

配
管

可

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
配
管
に
代
表
箇
所
を
設
定
し
定
期
的
に
塩
素
付
着

量
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機
器
の
外
面
清
掃
を
実
施

す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
M

②
6
5
M

（
塩
素
付
着
量

測
定
）

①
2
4
回
定
検

②
2
5
回
定
検

無
■

7
1
2
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

気
体
廃
棄
物
処
理
系

排
ガ
ス
気
水
分
離

器
可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

V
T

2
0
1
3
年
度
（
O
G
-
O
T
M
-
1
A
-
1
A
）

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
4
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
1
3
弁

仕
切
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
出
口
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
（
外
観
点

検
）

2
5
回
定
検
（
C
4
1
－
F
0
0
1
A
）

無
■

7
1
4
弁

玉
形
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
隔
離
電
磁

弁
2
-
2
6
V
-
9
5
前
弁
（
A
C
系
）

弁
箱
（
弁
座
一
体

型
）
，
弁
ふ
た

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T

2
1
回
定
検
（
2
-
2
6
V
9
7
）

無
■

7
1
5
弁

逆
止
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

①
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
パ
ー

ジ
内
側
逆
止
弁

②
S
L
C
ポ
ン
プ
出
口
逆
止
弁

③
逃
が
し
安
全
弁
（
A
D
S
）
N
2
供
給
管

逆
止
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

V
T
P
T

①
2
4
回
定
検
（
B
3
5
-
F
0
1
3
A
）

②
2
2
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
3
3
A
）

③
2
4
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
4
0
B
）

無
■

7
1
6
弁

安
全
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

残
留
熱
除
去
系
停
止
時
冷
却
入
口
ラ

イ
ン
安
全
弁

弁
箱
，
ジ
ョ
イ
ン
ト

ボ
ル
ト
・
ナ
ッ
ト

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検
（
E
1
2
-
F
F
0
2
8
 ）

無
■

7
1
7
弁

ボ
ー
ル
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

移
動
式
炉
心
内
計
装
ボ
ー
ル
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
，

ヨ
ー
ク

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

V
T

1
5
回
定
検
（
C
5
1
-
M
O
-
F
0
0
3
A
）

有 1
5
回
定
検

■

7
1
8
弁

ボ
ー
ル
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
F
/
D
入
口
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
5
6
M

V
T
P
T

2
5
回
定
検
（
G
3
3
-
6
A
 ）

無
■

7
1
9
弁

制
御
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

①
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
F
/
D
出
口

流
量
調
整
弁
，

②
制
御
用
圧
縮
空
気
系
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル

N
2
供
給
ラ
イ
ン
圧
力
調
整
弁

弁
箱
，
弁
ふ
た
及

び
ジ
ョ
イ
ン
ト
ボ
ル

ト
・
ナ
ッ
ト

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
①
3
9
M

②
1
9
5
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
G
3
3
-
6
6
A
）

②
1
1
回
定
検
（
P
C
V
-
1
6
-
5
8
0
.1
)

無
■

7
2
0
弁

爆
破
弁

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

ほ
う
酸
水
注
入
系

弁
箱

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
0
4
A
）

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
5
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
2
1
容
器

そ
の
他
容
器

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

①
ほ
う
酸
水
注
入
系
貯
蔵
タ
ン
ク

②
S
R
V
（
A
D
S
）
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

③
S
L
C
用
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

④
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
フ
ィ
ル

タ
装
置
(S
A
)

⑤
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
パ
ー

ジ
フ
ィ
ル
タ

鏡
板
，
胴
板
等

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

②
1
0
Y

③
1
3
0
M

④
設
備
設

置
後
設
定

⑤
1
3
0
M

①
,②
,③
,⑤
V
T

漏
え
い
試
験

④
設
備
設
置
後

設
定

①
2
4
回
定
検
 (
S
L
C
-
V
S
L
-
A
0
0
1
)

②
2
4
回
定
検
 (
B
2
2
-
V
S
L
-
A
0
0
3
B
)

③
１
9
回
定
検
  
(S
L
C
-
V
S
L
-
A
0
0
3
A
)

④
無
⑤
2
4
回
定
検
 (
B
3
5
-
F
L
T
-
A
1
0
0
)

無
■

7
2
2
容
器

機
械
ペ
ネ
ト

レ
ー
シ
ョ
ン

割
れ

3
-
⑧
貫
粒
型
応

力
腐
食
割
れ

（
T
G
S
C
C
）

主
蒸
気
系
配
管
貫
通
部
（
ベ
ロ
－
ズ

式
）

ベ
ロ
ー
ズ

可

代
表
箇
所
に
お
け
る
塩
分
測
定
結
果
を
確
認
し
，
必
要
に
応
じ
機

器
の
外
面
清
掃
を
実
施
す
る
。

副
資
材
管
理
に
よ
る
塩
分
付
着
防
止
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

漏
え
い
試
験

2
5
回
定
検

地
震
後
　
自
主
P
C
V
　
L
R
T

無
■

7
2
3
容
器

原
子
炉
圧
力

容
器

割
れ

3
-
⑨
ク
ラ
ッ
ド
下

層
部
き
裂

原
子
炉
圧
力
容
器

胴
，
下
鏡
，
主
フ

ラ
ン
ジ
，
ノ
ズ
ル
，

セ
ー
フ
エ
ン
ド
，

テ
ィ
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ー
ル
，

閉
止
フ
ラ
ン
ジ
，

閉
止
キ
ャ
ッ
プ

可
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
及
び
高
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
の
ク
ラ
ッ
ド
下
層
部
に
つ
い

て
き
裂
を
想
定
し
た
点
検
と
し
て
，
超
音
波
探
傷
検
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
，
き
裂
の
検
出
が
可
能
。

時
間
基
準
保
全
7
Y

U
T

2
5
回
定
検

(R
P
V
-
A
 )

無
－

7
2
4
弁

電
動
弁
用
駆

動
部

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

共
通

ト
ル
ク
ス
イ
ッ
チ
及

び
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ

チ
可

点
検
時
に
電
動
弁
用
駆
動
部
の
目
視
点
検
，
作
動
試
験
に
よ
り
ト

ル
ク
ス
イ
ッ
チ
及
び
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
導
通
不
良
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
5
6
M
/
6
C
/

1
C

1
5
6
M
:V
T

設
定
値
確
認

作
動
試
験

6
C
:V
T

作
動
試
験

1
C
:V
T

作
動
試
験

1
5
6
M
:1
6
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
0
8
 M
O
)

6
C
:2
5
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
0
8
 M
O
)

1
C
:2
5
回
定
検
（
E
1
2
-
F
0
0
8
 M
O
)

無
■

7
2
5
計
測
装
置
計
測
装
置

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

①
D
/
G
機
関
冷
却
水
入
口
圧
力
計
測

装
置

②
C
V
急
速
閉
検
出
用
圧
力
計
測
装
置

③
ス
ク
ラ
ム
排
出
容
器
水
位
計
測
装
置

④
地
震
加
速
度
計
測
装
置

圧
力
検
出
器
，
水

位
検
出
器
及
び

地
震
加
速
度
検

出
器

可
点
検
時
に
検
出
器
の
目
視
点
検
，
単
体
校
正
等
の
作
動
試
験
に
よ

り
圧
力
検
出
器
，
水
位
検
出
器
及
び
地
震
加
速
度
検
出
器
の
導
通

不
良
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
実
施
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

①
1
C
:V
T

単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

②
1
C
:V
T

単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

③
1
C
:V
T

単
体
校
正

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ④
1
C
:V
T

単
体
校
正

設
定
値
確
認

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正

①
1
C
:2
5
回
定
検
（
P
S
-
1
4
-
1
-
1
)

（
P
S
-
1
4
-
1
0
1
-
1
,2
)

（
P
S
-
1
4
-
2
0
1
-
1
,2
)

A
R
:2
4
回
定
検
（
P
S
-
1
4
-
1
-
1
)

②
1
C
:2
5
回
定
検
(P
S
-
C
7
2
-
N
0
0
5
A
～
D
)

A
R
:1
8
回
定
検
(P
S
-
C
7
2
-
N
0
0
5
A
～
D
)

③
1
C
:2
5
回
定
検
（
L
S
-
C
1
2
-
N
0
1
3
A
～
H
)

④
1
C
:2
5
回
定
検
（
C
7
2
-
N
0
0
9
A
～
D
)

（
C
7
2
-
N
0
1
0
A
～
D
)

（
C
7
2
-
N
0
1
1
A
～
D
)

有 ①
2
4
回
定
検

（
P
S
-
1
4
-
1
-
1
,2
)

（
P
S
-
1
4
-
1
0
1
-
1
,2
)

（
P
S
-
1
4
-
2
0
1
-
1
,2
)

取
替
実
施

②
1
8
回
定
検

(P
S
-
C
7
2
-
N
0
0
5
A
～
D
)

取
替
実
施
(同
型
式
・
仕
様
)

無 ③
④

■

7
2
6
機
械
設
備
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置
導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

電
動
弁
駆
動
部
（
屋
内
，
交
流
）

ト
ル
ク
ス
イ
ッ
チ
及

び
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ

チ
可

点
検
時
に
ト
ル
ク
ス
イ
ッ
チ
及
び
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
目
視
点
検
，

作
動
試
験
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T
作
動
試
験

2
5
回
定
検
（
M
O
-
F
V
-
1
A
 M
O
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
6
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
2
7
機
械
設
備
燃
料
取
替
機
導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

燃
料
取
替
機

操
作
ス
イ
ッ
チ
及

び
押
釦
ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
操
作
ス
イ
ッ
チ
及
び
押
釦
ス
イ
ッ
チ
の
目
視
点
検
，
単
体

機
能
試
験
時
等
の
動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確

認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
1
Y
c

②
1
C

①
V
T

単
体
機
能
試
験

特
性
試
験

②
動
力
源
喪
失

検
査
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

検
査
自
動
運
転
検
査

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
)

無
■

7
2
8
機
械
設
備
燃
料
取
替
機
導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

燃
料
取
替
機

リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
目
視
点
検
，
作
動
試
験
に
よ
り
導
通

不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

①
V
T

単
体
機
能
試
験

特
性
試
験

②
動
力
源
喪
失

検
査
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

検
査
自
動
運
転
検
査

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
)

無
■

7
2
9
機
械
設
備
燃
料
取
扱
ク

レ
ー
ン

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

①
［
原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク

レ
ー
ン
］

②
［
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
］

電
磁
接
触
器
，
補

助
継
電
器
，
操
作

ス
イ
ッ
チ
及
び
リ

ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

可
年
次
点
検
時
に
電
磁
接
触
器
，
補
助
継
電
器
，
操
作
ス
イ
ッ
チ
及

び
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
の
動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を

確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
1
Y
c

②
2
Y
c

動
作
確
認

①
2
5
回
定
検
（
#
#
R
/
B
 C
R
A
N
E
)

②
2
5
回
定
検
（
C
R
N
-
D
C
@
)

無
■

7
3
0
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
M
/
C

真
空
遮
断
器
補

助
ス
イ
ッ
チ
，
操

作
ス
イ
ッ
チ
及
び

補
助
継
電
器

可
点
検
時
に
操
作
ス
イ
ッ
チ
の
動
作
確
認
，
真
空
遮
断
器
補
助
ス
イ
ッ

チ
及
び
補
助
継
電
器
の
導
通
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と

を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

導
通
確
認
(真

空
遮
断
器
補
助

ス
イ
ッ
チ
，
補
助

継
電
器
)

動
作
確
認
(操

作
ス
イ
ッ
チ
)

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

7
3
1
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

電
磁
接
触
器
及

び
サ
ー
マ
ル
リ

レ
ー

可
点
検
時
に
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
の
動
作
確
認
及
び
電
磁
接
触
器
の
絶

縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

絶
縁
抵
抗
測
定

(電
磁
接
触
器
)

動
作
確
認

(サ
ー
マ
ル
リ

レ
ー
)

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

7
3
2
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ
の
目
視
点
検
，
動
作
確
認
に
よ
り
導
通

不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取

替
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

V
T
動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

7
3
3
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

共
通

補
助
継
電
器
及

び
ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
補
助
継
電
器
及
び
ス
イ
ッ
チ
の
導
通
確
認
に
よ
り
導
通

不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

導
通
確
認

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

7
3
4
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
P
/
C

ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ

及
び
セ
ク
シ
ョ
ン

ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ
及
び
セ
ク
シ
ョ
ン
ス
イ
ッ
チ
の
目
視
点

検
，
動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要

に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T
動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
7
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
3
5
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

電
磁
接
触
器
，

サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー

及
び
補
助
継
電

器

可
点
検
時
に
電
磁
接
触
器
，
サ
ー
マ
ル
リ
レ
ー
及
び
補
助
継
電
器
の

目
視
点
検
，
動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可

能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T
動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 2
D
-
8
/
2
C
)

無
■

7
3
6
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ
の
目
視
点
検
時
の
動
作
確
認
に
よ
り
導

通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取

替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

V
T
動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 H
P
C
S
/
1
A
)

無
■

7
3
7
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

1
2
5
 V
直
流
M
C
C

電
磁
接
触
器
（
主

接
点
露
出
形
）
接

点
可

点
検
時
に
電
磁
接
触
器
（
主
接
点
露
出
形
）
接
点
の
清
掃
，
手
入

れ
，
目
視
点
検
，
接
点
部
の
接
触
抵
抗
測
定
に
よ
り
導
通
不
良
の

な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

Ｖ
Ｔ
接
触
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 M
C
C
 2
A
-
1
/
1
1
B
)
無

■

7
3
8
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

補
助
継
電
器

可
点
検
時
に
補
助
継
電
器
の
動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ

と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
2
C
)

無
■

7
3
9
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
継

電
器

可
点
検
時
に
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
継
電
器
の
動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の

な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
2
C
)

無
■

7
4
0
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

操
作
ス
イ
ッ
チ
及

び
押
し
釦
ス
イ
ッ

チ
可

点
検
時
に
操
作
ス
イ
ッ
チ
及
び
押
し
釦
ス
イ
ッ
チ
の
動
作
確
認
に
よ

り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
2
C
)

無
■

7
4
1
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

電
磁
接
触
器
，
補

助
継
電
器
及
び

押
し
釦
ス
イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
電
磁
接
触
器
，
補
助
継
電
器
及
び
押
し
釦
ス
イ
ッ
チ
の

動
作
確
認
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
2
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

無
■

7
4
2
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

ス
イ
ッ
チ
及
び
補

助
継
電
器

可
点
検
時
に
ス
イ
ッ
チ
及
び
補
助
継
電
器
の
動
作
確
認
に
よ
り
導
通

不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
)

無
■

7
4
3
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
導
通
不
良

4
-
①
導
通
不
良

1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A

電
磁
接
触
器
，
補

助
継
電
器
及
び
ス

イ
ッ
チ

可
点
検
時
に
補
助
継
電
器
，
ス
イ
ッ
チ
の
動
作
確
認
，
電
磁
接
触
器

の
絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
導
通
不
良
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
（
必

要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

絶
縁
抵
抗
測
定

（
電
磁
接
触
器
）

動
作
試
験
（
ス

イ
ッ
チ
，
補
助

継
電
器
）

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A

B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

有 第
2
4
回
定
検

（
1
2
5
V
 D
C
 2
A
 B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

取
替
実
施

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
8
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
4
4
空
調
設
備
フ
ィ
ル
タ
ユ

ニ
ッ
ト

断
線

4
-
②
断
線

非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ

ン
エ
ア
ヒ
ー
タ
及
び

ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ

可
点
検
時
に
エ
ア
ヒ
ー
タ
及
び
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
目
視
点
検
，
絶
縁

抵
抗
測
定
に
よ
り
有
意
な
断
線
が
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
C

V
T
絶
縁
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
F
R
V
S
 B
 H
T
R
 S
H
2
-
3
@
)

無
■

7
4
5
機
械
設
備
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置
断
線

4
-
②
断
線

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装

置
加
熱
器
エ
レ
メ
ン

ト
可

点
検
時
に
加
熱
器
エ
レ
メ
ン
ト
の
目
視
点
検
，
加
熱
線
の
抵
抗
測

定
に
よ
り
断
線
の
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
C

V
T
ヒ
ー
タ
抵
抗
測

定
2
5
回
定
検
（
F
C
S
-
H
E
A
T
E
R
-
A
@
)

無
■

7
4
6
計
測
装
置
計
測
装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

①
D
/
G
機
関
冷
却
水
入
口
圧
力
計
測

装
置

②
C
V
急
速
閉
検
出
用
圧
力
計
測
装
置

③
主
蒸
気
管
放
射
線
計
測
装
置

④
原
子
炉
建
屋
換
気
系
放
射
線
計
測

装
置

⑤
地
震
加
速
度
計
測
装
置

圧
力
検
出
器
，
放

射
線
検
出
器
及

び
地
震
加
速
度

検
出
器

可
点
検
時
に
圧
力
検
出
器
，
放
射
線
検
出
器
及
び
地
震
加
速
度
検

出
器
の
各
々
に
適
し
た
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
が
精
度
内
で
あ
る

こ
と
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

①
単
体
校
正

設
定
値
確
認

②
単
体
校
正

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ③
線
源
校
正

電
圧
-
電
流
特

性
試
験

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ④
線
源
校
正

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ⑤
単
体
校
正

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正

①
2
5
回
定
検
（
P
S
-
1
4
-
1
-
1
)

②
2
5
回
定
検
（
P
S
-
C
7
2
-
N
0
0
5
A
)

③
2
5
回
定
検
（
D
1
7
-
N
0
0
3
A
)

④
2
5
回
定
検
（
D
1
7
-
N
0
0
9
A
)

⑤
2
5
回
定
検
（
C
7
2
-
N
0
0
9
A
)

有 ④
第
2
4
回
定
検

（
D
1
7
-
N
0
0
9
A
～
D
)

取
替
実
施
(同
型
式
・
仕
様
)

無 ①
②
③
⑤

■

7
4
7
計
測
装
置
計
測
装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

①
ス
ク
ラ
ム
排
出
容
器
水
位
計
測
装
置

②
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
測
装

置
(S
A
)

③
格
納
容
器
下
部
水
位
計
測
装
置

(S
A
)

④
取
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
測
装
置
(S
A
)

⑤
潮
位
計
測
装
置
(S
A
)

水
位
検
出
器

可

点
検
時
に
水
位
検
出
器
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
が
精
度
内
で
あ

る
こ
と
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
検
出
部
の
清
掃
・
手
入
れ

等
）
。

新
規
に
設
置
さ
れ
る
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
測
装
置
，
格
納

容
器
下
部
水
位
計
測
装
置
，
取
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
測
装
置
及
び
潮

位
計
測
装
置
の
水
位
検
出
器
は
，
今
後
上
記
同
様
の
保
全
を
実

施
す
る
こ
と
で
機
能
を
維
持
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
1
C

②
,③
,④
,⑤

設
備
設
置

後
設
定

①
単
体
校
正

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 漏
え
い
確
認

②
,③
,④
,⑤
設

備
設
置
後
設
定

①
2
5
回
定
検
（
L
S
-
C
1
2
-
N
0
1
3
A
)

②
,③
,④
,⑤
無

無
■

7
4
8
計
測
装
置
計
測
装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

S
R
N
M

S
R
N
M
検
出
器

可
点
検
時
に
S
R
N
M
検
出
器
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
が
管
理
値
内

で
あ
る
こ
と
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C
/
1
M

1
C
:T
D
R
測
定

絶
縁
抵
抗
測
定

静
電
容
量
測
定

1
M
:電
圧
-
電
流

特
性
試
験

1
C
:2
5
回
定
検
（
C
5
1
-
N
0
0
2
A
)

1
M
:2
4
回
定
検
（
C
5
1
-
N
0
0
2
A
)

有 第
2
3
回
定
検

（
D
1
7
-
N
0
0
9
A
～
H
)

取
替
実
施
(同
型
式
・
仕
様
)

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
8
9
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
4
9
計
測
装
置
計
測
装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
計
測
装
置

（
S
A
）

水
素
検
出
器

可

点
検
時
に
水
素
検
出
器
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
が
精
度
内
で
あ

る
こ
と
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

当
該
水
素
検
出
器
は
，
重
大
事
故
等
時
機
能
要
求
が
あ
る
た
め
，

重
大
事
故
等
時
雰
囲
気
を
考
慮
し
た
長
期
健
全
性
試
験
を
実
施
。

試
験
の
結
果
，
判
定
基
準
を
満
足
し
て
お
り
，
6
0
年
間
の
通
常
運

転
及
び
重
大
事
故
等
時
雰
囲
気
に
お
い
て
も
特
性
を
維
持
で
き
る

と
評
価
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

7
5
0
計
測
装
置
計
測
装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

①
R
H
R
ポ
ン
プ
吐
出
圧
力
計
測
装
置

②
主
蒸
気
管
ト
ン
ネ
ル
温
度
計
測
装
置

③
R
C
IC
系
統
流
量
計
測
装
置

④
原
子
炉
水
位
計
測
装
置

⑤
格
納
容
器
下
部
水
位
計
測
装
置

（
S
A
）

⑥
取
水
ピ
ッ
ト
水
位
計
測
装
置
（
S
A
）

⑦
潮
位
計
測
装
置
（
S
A
）

⑧
地
震
加
速
度
計
測
装
置

⑨
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
計
測
装
置

⑩
原
子
炉
建
屋
水
素
濃
度
計
測
装
置

（
S
A
）

⑪
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
測
定
装
置

⑫
R
C
IC
タ
ー
ビ
ン
回
転
速
度
計
測
装

置

信
号
変
換
処
理

部
及
び
指
示
調

節
計

可
点
検
時
に
各
々
の
機
器
に
適
し
た
信
号
変
換
処
理
部
及
び
指
示

調
節
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
が
精
度
内
で
あ
る
こ
と
の
確
認

可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全

①
1
C

②
1
C

③
1
C

④
1
C

⑤
,⑥
,⑦
設

備
設
置
後

設
定
⑧
1
C

⑨
1
C

⑩
設
備
設

置
後
設
定

⑪
1
C

⑫
1
C

①
②
④
単
体
校

正 ル
ー
プ
校
正

設
定
値
確
認

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ③
単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

⑤
⑥
⑦
⑩
設
備

設
置
後
設
定

⑧
単
体
校
正

設
定
値
確
認

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ⑨
単
体
校
正

(ガ
ス
)

⑪
単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

⑫
特
性
試
験

①
2
5
回
定
検
（
M
T
U
-
E
1
2
-
N
6
5
6
A
)

②
2
5
回
定
検
（
M
T
U
-
E
3
1
-
N
6
0
4
A
)

③
2
5
回
定
検
（
F
I-
E
5
1
-
R
6
0
0
-
1
)

④
2
5
回
定
検
（
S
T
U
-
B
2
2
-
N
6
9
2
A
)

⑤
,⑥
,⑦
無

⑧
2
5
回
定
検
（
C
7
2
-
N
0
0
9
A
)

⑨
2
5
回
定
検
（
D
2
3
-
H
2
S
-
K
6
0
2
A
)

⑩
無
⑪
2
5
回
定
検
（
D
2
3
-
I/
O
-
K
6
0
1
A
)

⑫
2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
0
5
@
)

有 ②
第
2
4
回
定
検

（
M
T
U
-
E
3
1
-
N
6
0
4
A
～
D
)

取
替
実
施
(同
型
式
・
仕
様
)

無 ①
③
～
⑫

■

7
5
1
計
測
装
置
計
測
装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

①
R
C
IC
系
統
流
量
計
測
装
置

②
S
R
N
M

③
R
C
IC
タ
ー
ビ
ン
回
転
速
度
計
測
装

置

指
示
計

可
点
検
時
に
各
々
の
機
器
に
適
し
た
指
示
計
の
特
性
試
験
・
調
整
に

よ
り
特
性
が
精
度
内
で
あ
る
こ
と
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取

替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

①
V
T

単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

②
V
T

単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

チ
ャ
ン
ネ
ル
校

正 ③
V
T

単
体
校
正

ル
ー
プ
校
正

①
2
5
回
定
検
（
F
I-
E
5
1
-
R
6
0
0
-
1
)

②
2
5
回
定
検
（
C
5
1
-
R
6
0
1
A
)

③
2
5
回
定
検
（
S
I-
E
5
1
-
R
6
6
0
)

無
■

7
5
2
計
測
装
置
操
作
制
御
盤
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

津
波
・
構
内
監
視
設
備
(S
A
)

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
監
視
設
備
(S
A
)

安
全
パ
ラ
メ
ー
タ
表
示
シ
ス
テ
ム

(S
P
D
S
)及
び
デ
ー
タ
伝
送
設
備
(S
A
)

衛
星
電
話
設
備
(S
A
)

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接

続
す
る
通
信
連
絡
設
備
(S
A
)

半
導
体
基
板

可
点
検
時
に
調
整
試
験
及
び
動
作
確
認
に
よ
り
異
常
の
検
知
は
確
認

可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

7
5
3
機
械
設
備
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

サ
イ
リ
ス
タ
ス
イ
ッ
チ
盤

信
号
変
換
処
理

部
可

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
に
つ
い
て
は
，
設
計
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
改

善
さ
れ
て
お
り
，
発
生
の
可
能
性
は
小
さ
い
。

ま
た
，
点
検
時
に
信
号
変
換
処
理
部
の
特
性
試
験
に
よ
り
異
常
の

な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
F
C
S
-
H
E
A
T
E
R
-
A
@
 )

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
0
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
5
4
機
械
設
備
可
燃
性
ガ
ス

濃
度
制
御
系

再
結
合
装
置
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
再
結
合
装

置
サ
イ
リ
ス
タ
ス
イ
ッ

チ
可

点
検
時
に
サ
イ
リ
ス
タ
ス
イ
ッ
チ
の
特
性
試
験
に
よ
り
異
常
の
検
知

は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
F
C
S
-
H
E
A
T
E
R
-
A
@
 )

無
■

7
5
5
機
械
設
備
燃
料
取
替
機
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

燃
料
取
替
機

電
源
装
置
及
び

信
号
変
換
処
理

部
可

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
に
つ
い
て
は
，
設
計
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
改

善
さ
れ
て
お
り
，
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発

生
の
可
能
性
は
小
さ
い
。

ま
た
，
点
検
時
に
電
源
装
置
及
び
信
号
変
換
処
理
部
の
特
性
試
験

に
よ
り
有
意
な
特
性
変
化
が
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y
c

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
R
P
V
-
F
H
M
)

有 第
2
4
回
定
検

（
R
P
V
-
F
H
M
)

電
源
装
置
取
替
実
施

■

7
5
6
機
械
設
備
燃
料
取
扱
ク

レ
ー
ン

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

①
［
原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク

レ
ー
ン
］

②
［
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
］

サ
イ
リ
ス
タ
整
流

器
及
び
信
号
処

理
部

可

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
に
つ
い
て
は
，
設
計
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
改

善
さ
れ
て
お
り
，
屋
内
空
調
環
境
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
発

生
の
可
能
性
は
小
さ
い
。

年
次
点
検
時
に
サ
イ
リ
ス
タ
整
流
器
及
び
信
号
処
理
部
の
動
作
確

認
に
よ
り
有
意
な
特
性
変
化
が
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

動
作
確
認

①
2
5
回
定
検
（
#
#
R
/
B
 C
R
A
N
E
)

②
2
5
回
定
検
（
C
R
N
-
D
C
@
)

無
■

7
5
7
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
M
/
C

保
護
継
電
器
（
機

械
式
）

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
機
械
式
）
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変

化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

整
定
値
確
認

単
体
校
正

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
5
1
/
R
@
)

有 第
2
4
回
定
検

（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
5
1
/
R
@
,S
@
,T
@
)

（
S
W
G
R
 2
D
/
1
-
5
1
/
R
@
,S
@
,T
@
)

取
替
実
施

■

7
5
8
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
M
/
C

保
護
継
電
器
（
静

止
形
）
及
び
タ
イ

マ
ー

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
及
び
タ
イ
マ
ー
の
特
性
試
験
に

よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。
時
間
基
準
保
全
4
C

整
定
値
確
認

単
体
校
正

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
5
1
/
R
@
)

有 第
2
4
回
定
検

（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
5
1
/
R
@
,S
@
,T
@
)

（
S
W
G
R
 2
D
/
1
-
5
1
/
R
@
,S
@
,T
@
)

取
替
実
施

■

7
5
9
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
M
/
C

指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

7
6
0
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

温
度
計

可
点
検
時
に
温
度
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

7
6
1
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
P
/
C

気
中
遮
断
器
静

止
形
過
電
流
引

外
し
装
置

可
点
検
時
に
気
中
遮
断
器
静
止
形
過
電
流
引
外
し
装
置
の
特
性
試

験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取

替
）
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
7
C
-
B
R
K
)

無
■

7
6
2
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
P
/
C

保
護
継
電
器
（
機

械
式
）

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
機
械
式
）
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変

化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

整
定
値
確
認

単
体
校
正

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
2
A
-
2
7
-
1
/
2
C
@
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
1
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
6
3
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
P
/
C

保
護
継
電
器
（
静

止
形
）

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変

化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

整
定
値
確
認

単
体
校
正

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
2
A
-
2
7
-
1
/
2
C
@
)

無
■

7
6
4
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

共
通

タ
イ
マ
ー

可
点
検
時
に
タ
イ
マ
ー
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

7
6
5
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
P
/
C

指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
-
B
U
S
@
)

無
■

7
6
6
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

1
2
5
 V
直
流
P
/
C

機
械
式
過
電
流

引
外
し
装
置

可
点
検
時
に
機
械
式
過
電
流
引
外
し
装
置
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性

変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A
/
1
B
-
B
R
K
)

無
■

7
6
7
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

保
護
継
電
器
（
機

械
式
）

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
機
械
式
）
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変

化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 H
P
C
S
/
1
A
)

無
■

7
6
8
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

保
護
継
電
器
（
静

止
形
）
及
び
タ
イ

マ
ー

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
及
び
タ
イ
マ
ー
の
特
性
試
験
に

よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。
時
間
基
準
保
全
4
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 H
P
C
S
/
1
A
)

無
■

7
6
9
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 H
P
C
S
/
1
A
)

無
■

7
7
0
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

①
1
2
5
 V
直
流
M
C
C

②
緊
急
用
直
流
1
2
5
 V
 M
C
C
（
S
A
）

電
圧
リ
レ
ー

可
点
検
時
に
電
圧
リ
レ
ー
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可

能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
①
4
C

②
設
備
設

置
後
設
定

①
特
性
試
験

②
設
備
設
置
後

設
定

①
2
5
回
定
検
(1
2
5
V
 D
C
 M
C
C
 2
A
-
1
/
1
A
)

②
無

無
■

7
7
1
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

①
信
号
変
換
処

理
部
，
自
動
電
圧

調
整
器
及
び
②

速
度
変
換
器

可

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
対
策
に
つ
い
て
は
，
設
計
・
製
造
プ
ロ
セ
ス
が
改

善
さ
れ
て
お
り
，
発
生
の
可
能
性
は
小
さ
い
。

ま
た
，
点
検
時
に
信
号
変
換
処
理
部
，
自
動
電
圧
調
整
器
及
び
速

度
変
換
器
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に

応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

①
2
4
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
A
V
R
-
2
C
)

②
2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
2
C
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
2
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
7
2
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

電
源
装
置

可
点
検
時
に
電
源
装
置
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
4
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
A
V
R
-
2
C
)

無
■

7
7
3
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

①
シ
リ
コ
ン
整
流

器
及
び
②
サ
イ
リ

ス
タ

可
点
検
時
に
シ
リ
コ
ン
整
流
器
及
び
サ
イ
リ
ス
タ
の
特
性
試
験
に
よ
り

特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

①
2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
S
R
-
2
D
@
)

②
2
4
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
A
V
R
-
2
C
)

無
■

7
7
4
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

保
護
継
電
器
（
静

止
形
）
及
び
タ
イ

マ
ー

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
及
び
タ
イ
マ
ー
の
特
性
試
験
に

よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。
時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
2
C
)

無
■

7
7
5
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
2
C
)

無
■

7
7
6
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

常
設
代
替
高
圧
電
源
装
置
(S
A
)

緊
急
時
対
策
所
用
発
電
設
備
(S
A
)

回
転
整
流
器

可
点
検
時
に
回
転
整
流
器
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可

能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

7
7
7
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

自
動
電
圧
調
整

回
路

可
点
検
時
に
自
動
電
圧
調
整
回
路
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は

確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
2
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

有 第
2
5
回
定
検

（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

制
御
基
盤
・
計
器
・
ヒ
ュ
ー
ズ
交
換
実
施

(同
型
式
・
仕
様
)

■

7
7
8
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

①
回
転
整
流
器
，

②
サ
イ
リ
ス
タ
整

流
器
及
び
③
整

流
器
ユ
ニ
ッ
ト

可
点
検
時
に
回
転
整
流
器
，
サ
イ
リ
ス
タ
整
流
器
及
び
整
流
器
ユ
ニ
ッ

ト
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調

整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
①
2
6
M

②
2
C

③
2
C

特
性
試
験

①
2
5
回
定
検
（
R
P
S
-
M
G
-
A
-
G
E
N
)

②
2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

③
2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

無
■

7
7
9
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

①
タ
イ
マ
ー
及
び

②
保
護
継
電
器

（
静
止
形
）

可
点
検
時
に
タ
イ
マ
ー
及
び
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
の
特
性
試
験
に

よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。
時
間
基
準
保
全
2
C

特
性
試
験

①
2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

②
2
4
回
定
検
(L
C
P
-
1
8
4
B
-
2
7
G
B
@
)

無
■

7
8
0
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
2
C

特
性
試
験
(単

体
校
正
)

2
4
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
B
-
G
E
N
A
M
@
)

無
■

7
8
1
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

コ
ン
バ
ー
タ
，
イ
ン

バ
ー
タ
，
チ
ョ
ッ
パ

及
び
切
替
器

可
点
検
時
に
指
示
計
の
コ
ン
バ
ー
タ
，
イ
ン
バ
ー
タ
，
チ
ョ
ッ
パ
の
特
性

試
験
，
切
替
器
の
動
作
確
認
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必

要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験
(コ
ン

バ
ー
タ
，
イ
ン

バ
ー
タ
，
チ
ョ
ッ

パ
)
動
作
確
認
(切

替
器
）

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
3
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
8
2
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

制
御
装
置
・
操
作

器
可

点
検
時
に
制
御
装
置
・
操
作
器
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は

確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
)

無
■

7
8
3
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

保
護
継
電
器
（
静

止
形
）

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変

化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
)

無
■

7
8
4
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

 指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験
(単

体
校
正
)

2
4
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
B
-
G
E
N
A
M
@
)

無
■

7
8
5
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

電
圧
リ
レ
ー
及
び

タ
イ
マ
ー

可
点
検
時
に
電
圧
リ
レ
ー
及
び
タ
イ
マ
ー
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変

化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
)

無
■

7
8
6
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A

サ
イ
リ
ス
タ
整
流

器
回
路
，
ゲ
ー
ト

制
御
装
置
及
び

平
滑
回
路

可
点
検
時
に
サ
イ
リ
ス
タ
整
流
器
回
路
，
ゲ
ー
ト
制
御
装
置
及
び
平
滑

回
路
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ

て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A

B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

有 第
2
4
回
定
検

（
1
2
5
V
 D
C
 2
A
 B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

取
替
実
施

■

7
8
7
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A

保
護
継
電
器
（
静

止
形
）
及
び
タ
イ

マ
ー

可
点
検
時
に
保
護
継
電
器
（
静
止
形
）
及
び
タ
イ
マ
ー
の
特
性
試
験
に

よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。
時
間
基
準
保
全
1
Y

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A

B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

有 第
2
4
回
定
検

（
1
2
5
V
 D
C
 2
A
 B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

取
替
実
施

■

7
8
8
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
特
性
変
化

5
-
①
特
性
変
化

1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A

指
示
計

可
点
検
時
に
指
示
計
の
特
性
試
験
に
よ
り
特
性
変
化
は
確
認
可
能

（
必
要
に
応
じ
て
調
整
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

特
性
試
験

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A

B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

無
■

7
8
9
ケ
ー
ブ
ル
ケ
ー
ブ
ル
接

続
部

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

端
子
接
続
（
原
子
炉
格
納
容
器
外
）

絶
縁
テ
ー
プ

可

絶
縁
テ
ー
プ
は
，
系
統
機
器
の
点
検
に
あ
わ
せ
取
替
を
行
い
，
長

期
間
使
用
し
な
い
こ
と
か
ら
，
有
意
な
劣
化
が
発
生
す
る
可
能
性
は

小
さ
い
。

ま
た
，
点
検
時
に
ケ
ー
ブ
ル
接
続
部
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
絶

縁
抵
抗
低
下
の
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
7
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
4
回
定
検
（
E
5
1
-
F
0
6
4
 M
O
)

有 系
統
機
器
の
点
検
に
あ
わ
せ
取
替
実
施

■

7
9
0
タ
ー
ビ
ン
制
御
装
置
及

び
保
安
装
置

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

主
タ
ー
ビ
ン
電
気
油
圧
式
制
御
装
置

電
油
変
換
器
の
コ

イ
ル

可

点
検
時
に
電
油
変
換
器
の
コ
イ
ル
の
特
性
試
験
(内
部
漏
え
い
量

計
測
及
び
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
の
計
測
等
)に
よ
り
性
能
低
下
，
絶
縁
特

性
低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
電
油
変
換
器
一
式
又
は
部

品
の
交
換
）
。

時
間
基
準
保
全
1
C

特
性
試
験
(内

部
漏
え
い
量
計

測
及
び
ヒ
ス
テ

リ
シ
ス
の
計
測

等
)

2
5
回
定
検
（
2
0
-
B
V
1
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
4
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
9
1
計
測
装
置
計
測
装
置

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

格
納
容
器
下
部
水
位
計
測
装
置
(S
A
)
水
位
検
出
器

可
点
検
時
に
水
位
検
出
器
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
絶
縁
特
性
低
下

は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

7
9
2
空
調
設
備
フ
ィ
ル
タ
ユ

ニ
ッ
ト

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

非
常
用
ガ
ス
再
循
環
系
フ
ィ
ル
タ
ト
レ
イ

ン
エ
ア
ヒ
ー
タ
及
び

ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ

可
点
検
時
に
エ
ア
ヒ
ー
タ
及
び
ス
ペ
ー
ス
ヒ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に

よ
り
有
意
な
絶
縁
特
性
低
下
が
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
F
R
V
S
-
F
L
T
-
A
)

無
■

7
9
3
機
械
設
備
燃
料
取
扱
ク

レ
ー
ン

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

［
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
］

2
次
抵
抗
器

可
点
検
時
に
2
次
抵
抗
器
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
有
意
な
絶
縁
特

性
低
下
が
な
い
こ
と
を
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
Y
c

絶
縁
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
C
R
N
-
D
C
@
)

無
■

7
9
4
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

非
常
用
M
/
C

真
空
遮
断
器
投

入
コ
イ
ル
・
引
外

し
コ
イ
ル

可
点
検
時
に
真
空
遮
断
器
投
入
コ
イ
ル
・
引
外
し
コ
イ
ル
の
絶
縁
抵
抗

測
定
に
よ
り
絶
縁
特
性
低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修

又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

絶
縁
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K
)

有 第
2
4
回
定
検

S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K

S
W
G
R
 2
D
/
1
-
B
R
K

取
替
実
施

■

7
9
5
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

非
常
用
M
/
C

避
雷
器

可
点
検
時
に
避
雷
器
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
絶
縁
特
性
低
下
の
確

認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
-
2
C
-
B
U
S
@
)

有 第
2
4
回
定
検

S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@

取
替
実
施
(同
型
式
・
仕
様
)

■

7
9
6
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

コ
イ
ル
の
ダ
ク
ト

ス
ペ
ー
サ
，
絶
縁

層
及
び
支
持
碍

子

可
点
検
時
に
コ
イ
ル
の
ダ
ク
ト
ス
ペ
ー
サ
，
絶
縁
層
及
び
支
持
碍
子
の

絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
絶
縁
特
性
低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

7
9
7
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

非
常
用
P
/
C

気
中
遮
断
器
投

入
コ
イ
ル
及
び
引

外
し
コ
イ
ル

可
点
検
時
に
気
中
遮
断
器
投
入
コ
イ
ル
及
び
引
外
し
コ
イ
ル
の
絶
縁

抵
抗
測
定
に
よ
り
絶
縁
特
性
低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て

補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
9
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
7
C
-
B
R
K
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
5
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

7
9
8
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

非
常
用
P
/
C

気
中
遮
断
器
ば

ね
蓄
勢
用
モ
ー
タ

可
点
検
時
に
気
中
遮
断
器
ば
ね
蓄
勢
用
モ
ー
タ
の
絶
縁
抵
抗
測
定

に
よ
り
絶
縁
特
性
低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は

取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
9
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
5
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
7
C
-
B
R
K
)

無
■

7
9
9
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

限
流
リ
ア
ク
ト
ル

可
点
検
時
に
限
流
リ
ア
ク
ト
ル
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に
よ
り
絶
縁
特
性

低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
4
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
4
回
定
検
（
M
C
C
 2
C
-
2
/
1
A
)

無
■

8
0
0
電
源
設
備
計
測
用
変
圧

器
絶
縁
特
性
低
下

6
-
①
絶
縁
特
性

低
下

計
測
用
変
圧
器

ダ
ク
ト
ス
ペ
ー
サ

及
び
支
持
碍
子

可
点
検
時
に
ダ
ク
ト
ス
ペ
ー
サ
及
び
支
持
碍
子
の
絶
縁
抵
抗
測
定
に

よ
り
絶
縁
特
性
低
下
の
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取

替
）
。

時
間
基
準
保
全
3
C

絶
縁
抵
抗
測
定
2
4
回
定
検
（
IN
S
T
-
2
A
-
T
R
)

無
■

8
0
1

コ
ン
ク

リ
ー
ト
構

造
物
及
び

鉄
骨
構
造

物

コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物
強
度
低
下

7
-
①
ア
ル
カ
リ
骨

材
反
応

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
鉄
骨
構
造

物

コ
ン
ク
リ
ー
ト

①
原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟

②
生
体
し
ゃ
へ
い

装
置
③
タ
ー
ビ
ン
建
屋

④
取
水
口
構
造

物

可
定
期
的
に
目
視
点
検
を
実
施
し
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
状
態
の
確

認
，
特
性
試
験
に
よ
り
強
度
低
下
，
ア
ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
起
因
す

る
ひ
び
割
れ
の
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全

① 6
M
/
1
Y
/
5
Y

②
1
Y

③ 6
M
/
1
Y
/
5
Y

④
1
Y
/
5
Y

①
6
M
/
1
Y
:コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
表

面
状
態
の
確
認

5
Y
:特
性
試
験

②
1
Y
:コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
表
面

状
態
の
確
認

③
6
M
/
1
Y
:コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
表

面
状
態
の
確
認

5
Y
:特
性
試
験

④
1
Y
:コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
表
面

状
態
の
確
認

5
Y
:特
性
試
験

①
2
5
回
定
検
（
R
B
-
B
L
D
-
C
O
N
C
R
E
T
E
@
)

②
2
5
回
定
検
（
P
R
IM
A
R
Y
 S
H
IE
L
D
@
)

（
S
E
C
O
N
D
A
R
Y
 S
H
IE
L
D
@
)

（
S
H
IE
L
D
-
M
C
R
@
)

③
2
5
回
定
検
(B
L
D
-
T
B
)

④
2
5
回
定
検
(C
W
-
IN
L
E
T
-

S
T
R
U
C
T
U
R
E
@
)

コ
ン
ク
リ
ー
ト
表
面
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ

た
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
評
価
を
行
い
，

定
め
ら
れ
た
補
修
方
法
に
よ
り
，
機
能
を

回
復
し
て
い
る
。

－

8
0
2

コ
ン
ク

リ
ー
ト
構

造
物
及
び

鉄
骨
構
造

物

コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物
強
度
低
下

7
-
②
腐
食

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
鉄
骨
構
造

物

鉄
骨
①
原
子
炉
建
屋

原
子
炉
棟

②
タ
ー
ビ
ン
建
屋

可
定
期
的
に
目
視
点
検
を
実
施
し
，
鋼
材
の
腐
食
状
況
の
確
認
に
よ

り
強
度
低
下
，
腐
食
影
響
す
る
塗
膜
の
劣
化
等
の
確
認
可
能
(必

要
に
応
じ
て
補
修
塗
装
)。

時
間
基
準
保
全
①
1
Y

②
1
Y

鋼
材
の
腐
食
状

況
の
確
認

①
2
5
回
定
検
（
R
B
-
B
L
D
-
C
O
N
C
R
E
T
E
@
)

②
2
5
回
定
検
(B
L
D
-
T
B
)

無
■

8
0
3
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

耐
火
物
の
減

肉
，
割
れ

8
-
①
耐
火
物
の

減
肉
，
割
れ

①
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高
周
波
溶

融
炉
設
備
高
周
波
溶
融
炉

②
溶
融
炉
2
次
燃
焼
器
燃
焼
室

③
溶
融
炉
2
次
燃
焼
器

④
溶
融
炉
排
ガ
ス
冷
却
器

⑤
溶
融
炉
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

⑥
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高
周
波
溶

融
炉
設
備
の
配
管
及
び
弁

⑦
雑
固
体
焼
却
系
設
備
焼
却
炉

⑧
焼
却
灰
取
出
ボ
ッ
ク
ス

⑨
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

⑩
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス
⑪
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

⑫
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス
，
排
ガ
ス
冷
却
器

⑭
雑
固
体
焼
却
系
設
備
の
炭
素
鋼
配

管
及
び
弁

本
体
，
配
管
及
び

弁
（
耐
火
物
）

可
開
放
点
検
時
の
目
視
点
検
及
び
寸
法
測
定
に
よ
り
，
減
肉
及
び
腐

食
の
検
知
が
可
能
（
必
要
に
応
じ
補
修
，
耐
火
物
の
張
替
実
施
）
。
巡
視
時
間
基
準
保
全

①
1
Y
c

②
1
Y
c

③
1
Y
c

④
1
Y
c

⑤
1
Y
c

⑥
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑦
1
Y
c

⑧
1
Y
c

⑨
3
Y
c

⑩
1
0
Y
c

⑪
6
Y
c

⑫
1
0
Y

⑬
1
Y
c

⑭
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

V
T
D
T

①
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
1
@
)

②
2
5
回
定
検
（
N
R
2
8
-
D
0
0
3
@
)

③
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
5
@
)

④
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
7
@
)

⑤
2
1
回
定
検
(N
R
2
8
-
F
L
T
-
D
0
0
8
@
)

⑥
無
⑦
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
0
0
5
)

⑧
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
4
)

⑨
分
解
:2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
0
7
A
)

⑩
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
8
A
)

⑪
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
0
7
A
)

⑫
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
2
1
A
)

⑬
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
7
@
)

⑭
無

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－95 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
6
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
0
4
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

耐
火
物
の
減

肉
，
割
れ

8
-
①
耐
火
物
の

減
肉
，
割
れ

①
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高
周
波
溶

融
炉
設
備
高
周
波
溶
融
炉

②
溶
融
炉
2
次
燃
焼
器
燃
焼
室

③
溶
融
炉
2
次
燃
焼
器

④
溶
融
炉
排
ガ
ス
冷
却
器

⑤
溶
融
炉
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

⑥
雑
固
体
減
容
処
理
設
備
高
周
波
溶

融
炉
設
備
の
配
管
及
び
弁

⑦
雑
固
体
焼
却
系
設
備
焼
却
炉

⑧
焼
却
灰
取
出
ボ
ッ
ク
ス

⑨
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

⑩
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス
⑪
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ

⑫
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス
⑬
排
ガ
ス
冷
却
器

⑭
雑
固
体
焼
却
系
設
備
の
配
管
及
び

弁

本
体
，
配
管
及
び

弁
（
耐
火
物
）

可
機
器
の
開
放
点
検
に
合
わ
せ
，
目
視
点
検
に
よ
り
耐
火
物
の
点
検

を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
割
れ
を
検
知
す
る
こ
が
出
来
る
。
割
れ
が
確
認

さ
れ
た
耐
火
物
は
，
補
修
又
は
取
替
を
行
う
。

巡
視
時
間
基
準
保
全

状
態
基
準
保
全

①
1
Y
c

②
1
Y
c

③
1
Y
c

④
1
Y
c

⑤
1
Y
c

⑥
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

⑦
1
Y
c

⑧
1
Y
c

⑨
3
Y
c

⑩
1
0
Y
c

⑪
6
Y
c

⑫
1
0
Y

⑬
1
Y
c

⑭
巡
視
点

検
手
順
書
に

基
づ
く

V
T

①
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
1
@
)

②
2
5
回
定
検
（
N
R
2
8
-
D
0
0
3
@
)

③
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
5
@
)

④
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
7
@
)

⑤
2
1
回
定
検
(N
R
2
8
-
F
L
T
-
D
0
0
8
@
)

⑥
無
⑦
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
0
0
5
)

⑧
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
4
)

⑨
分
解
:2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
0
7
A
)

⑩
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
8
A
)

⑪
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
F
L
T
-
D
0
0
7
A
)

⑫
2
5
回
定
検
(N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
2
1
A
)

⑬
2
5
回
定
検
(N
R
2
8
-
D
0
0
7
@
)

⑭
無

有
■

8
0
5
タ
ー
ビ
ン
高
圧
タ
ー
ビ
ン
変
形

9
-
①
変
形

高
圧
タ
ー
ビ
ン

車
室

可
点
検
時
に
車
室
の
水
平
合
わ
せ
面
の
目
視
点
検
及
び
隙
間
測
定

を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
車
室
の
水
平
合
わ
せ
面
の
変
形
は
確
認
可

能
。
(必
要
に
応
じ
て
溶
接
補
修
)。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T
寸
法
測
定

2
5
回
定
検
（
T
B
N
-
M
A
IN
-
H
P
)

無
■

8
0
6
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
変
形

9
-
①
変
形

1
2
5
 V
蓄
電
池
 2
A
，
2
B

電
槽

可
電
槽
外
観
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
電
槽
の
割
れ
，
変
形

を
検
知
で
き
る
。

時
間
基
準
保
全
1
Y

V
T

2
5
回
定
検

（
1
2
5
V
 D
C
 2
B
 B
A
T
T
E
R
Y
 ）

有 2
B
電
池
交
換

2
0
1
1
年
度

■

8
0
7
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
異
物
付
着

9
-
②
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
す

る
部
位
）

②
残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
ポ
ン
プ

シ
ー
ル
水
ク
ー
ラ

伝
熱
管

可
点
検
時
に
シ
ー
ル
水
ク
ー
ラ
伝
熱
管
の
目
視
点
検
，
手
入
れ
等
に

よ
り
伝
熱
管
の
機
能
維
持
可
能
。

時
間
基
準
保
全
②
1
0
4
M

③
1
3
0
M

V
T

②
2
4
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
C
0
0
2
A
)

③
2
3
回
定
検
（
H
P
C
S
-
H
E
X
-
C
0
0
1
)

無
－

8
0
8
空
調
設
備
空
調
機

異
物
付
着

9
-
②
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
す

る
部
位
）

残
留
熱
除
去
系
ポ
ン
プ
室
空
調
機

冷
却
コ
イ
ル

可
点
検
時
に
空
調
機
冷
却
コ
イ
ル
の
目
視
点
検
，
清
掃
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
，
冷
却
コ
イ
ル
異
物
付
着
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T
漏
え
い
確
認

(冷
却
コ
イ
ル
)
2
5
回
定
検
（
H
V
A
C
-
A
H
2
-
5
)

無
－

8
0
9
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

異
物
付
着

9
-
②
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
す

る
部
位
）

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

伝
熱
管

可
点
検
時
に
伝
熱
管
の
目
視
点
検
，
清
掃
，
手
入
れ
，
E
C
T
等
に
よ
り

伝
熱
管
の
機
能
維
持
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T
E
C
T

2
5
回
定
検
（
R
H
R
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
)

無
■

8
1
0
熱
交
換
器
プ
レ
ー
ト
式
熱

交
換
器

異
物
付
着

9
-
②
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
す

る
部
位
）

代
替
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系
熱
交
換
器

(S
A
)

伝
熱
板

可
点
検
時
に
伝
熱
板
の
目
視
点
検
，
清
掃
，
漏
え
い
確
認
に
よ
り
伝

熱
板
の
機
能
維
持
可
能
。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
7
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
1
1
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
付
属
設
備

異
物
付
着

9
-
②
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
す

る
部
位
）

①
潤
滑
油
系
潤
滑
油
冷
却
器

②
冷
却
水
系
清
水
冷
却
器

伝
熱
管

可
点
検
時
に
潤
滑
油
系
潤
滑
油
冷
却
器
及
び
冷
却
水
系
清
水
冷
却

器
の
目
視
点
検
，
清
掃
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
伝
熱
性
能
に
影
響
す

る
異
物
付
着
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

①
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
L
O
-
H
E
X
-
1
)

②
2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
D
-
D
G
C
W
-
H
E
X
-
1
)
無

■

8
1
2
ポ
ン
プ

タ
ー
ボ
ポ
ン
プ
異
物
付
着

9
-
③
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
し

な
い
部
位
）

原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
循
環
ポ
ン
プ

シ
ー
ル
水
ク
ー
ラ

伝
熱
管

可
点
検
時
に
シ
ー
ル
水
ク
ー
ラ
伝
熱
管
の
目
視
点
検
，
手
入
れ
等
に

よ
り
伝
熱
管
の
機
能
維
持
可
能
。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

V
T

2
5
回
定
検
（
C
U
W
-
P
M
P
-
C
0
0
1
A
)

無
－

8
1
3
機
械
設
備
制
御
用
圧
縮

空
気
系
設
備
異
物
付
着

9
-
③
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
し

な
い
部
位
）

ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ

伝
熱
管

可
点
検
時
に
ア
フ
タ
ー
ク
ー
ラ
伝
熱
管
の
目
視
点
検
，
手
入
れ
を
行
う

こ
と
に
よ
り
，
伝
熱
性
能
に
影
響
す
る
異
物
付
着
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
2
6
M

V
T

2
5
回
定
検
（
IA
-
H
E
X
-
1
6
-
2
A
)

無
－

8
1
4
熱
交
換
器
U
字
管
式
熱

交
換
器

異
物
付
着

9
-
③
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
し

な
い
部
位
）

①
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
再
生
熱
交

換
器

②
原
子
炉
冷
却
材
浄
化
系
非
再
生
熱

交
換
器

③
グ
ラ
ン
ド
蒸
気
蒸
発
器

④
給
水
加
熱
器

⑤
排
ガ
ス
復
水
器

⑥
窒
素
ガ
ス
貯
蔵
設
備
蒸
発
器

伝
熱
管

可
点
検
時
に
伝
熱
管
の
目
視
点
検
，
清
掃
，
手
入
れ
，
E
C
T
等
に
よ
り

伝
熱
管
の
機
能
維
持
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
1
3
0
M

②
1
3
0
M

③
5
2
M

④ 5
2
M
/
1
3
0
M

⑤
5
2
M

⑥
1
C

①
V
T

E
C
T

②
V
T

E
C
T

③
V
T

④
5
2
M
:V
T

1
3
0
M
:E
C
T

⑤
V
T

⑥
V
T

①
1
7
回
定
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
)

②
2
4
回
定
検
（
C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
2
A
)

③
2
3
回
定
検
（
S
S
-
H
E
X
-
E
V
A
P
)

④
5
2
M
:2
5
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
)

1
3
0
M
:2
4
回
定
検
（
F
D
W
-
H
E
X
-
1
C
)

⑤
2
4
回
定
検
（
O
G
-
H
E
X
-
E
)

⑥
2
5
回
定
検
（
N
2
S
U
P
P
-
H
E
X
-
R
E
5
0
)

有 ①
第
1
7
回
定
検

S
C
C
対
策
に
よ
り
取
替

(C
U
W
-
H
E
X
-
B
0
0
1
A
/
B
/
C
)

無 ②
～
⑥

■

8
1
5
機
械
設
備
気
体
廃
棄
物

処
理
系
付
属

設
備

異
物
付
着

9
-
③
異
物
付
着

（
海
水
が
接
液
し

な
い
部
位
）

蒸
気
式
空
気
抽
出
器

伝
熱
管

可
点
検
時
に
蒸
気
式
空
気
抽
出
器
伝
熱
管
の
渦
流
探
傷
検
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
，
伝
熱
性
能
に
影
響
す
る
異
物
付
着
は
確
認
可
能
。
時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

E
C
T

2
4
回
定
検
（
S
J
A
E
-
O
T
M
-
M
A
IN
 E
J
E
C
T
-

A
@
)

無
■

8
1
6
機
械
設
備

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関 デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
本
体

異
物
付
着

9
-
④
そ
の
他

（
カ
ー
ボ
ン
付
着
）
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
（
2
C
，
2
D
号

機
）

ピ
ス
ト
ン
，
シ
リ
ン

ダ
ヘ
ッ
ド
及
び
シ

リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ

可
点
検
時
に
ピ
ス
ト
ン
，
シ
リ
ン
ダ
ヘ
ッ
ド
及
び
シ
リ
ン
ダ
ラ
イ
ナ
の
目

視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
有
意
な
カ
ー
ボ
ン
の
堆
積
は
確
認
可

能
。

時
間
基
準
保
全
A
R

V
T

2
0
回
定
検
（
D
G
-
C
Y
L
IN
D
E
R
-
S
P
A
R
E
-

1
0
@
)

無
－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
8
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
1
7
弁

逆
止
弁

固
着
，
固
渋

9
-
⑤
固
着

①
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
シ
ー
ル
パ
ー

ジ
内
側
逆
止
弁

②
S
L
C
ポ
ン
プ
出
口
逆
止
弁

③
逃
が
し
安
全
弁
（
A
D
S
）
N
2
供
給
管

逆
止
弁

弁
体

可
点
検
時
に
ス
プ
リ
ン
グ
の
目
視
点
検
，
手
入
れ
，
清
掃
等
に
よ
り
弁

体
の
固
着
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
1
3
0
M

②
1
3
0
M

③
1
4
3
M

①
V
T

②
V
T

寸
法
測
定

P
T
③
V
T

P
T

①
2
4
回
定
検
（
B
3
5
-
F
0
1
3
A
)

②
2
2
回
定
検
（
C
4
1
-
F
0
3
3
A
)

③
2
1
回
定
検
（
B
2
2
-
F
0
4
0
B
)

無
－

8
1
8
空
調
設
備
ダ
ン
パ
及
び

弁
固
着
，
固
渋

9
-
⑤
固
着

①
中
央
制
御
室
換
気
系
フ
ァ
ン
A
H
2
-
9

入
口
ダ
ン
パ
，
②
中
央
制
御
室
換
気
系

フ
ァ
ン
A
H
2
-
9
出
口
グ
ラ
ビ
テ
ィ
ダ
ン

パ
，
③
中
央
制
御
室
換
気
系
再
循
環

フ
ィ
ル
タ
装
置
ラ
イ
ン
ダ
ン
パ

軸
可

点
検
時
に
ダ
ク
ト
及
び
弁
の
軸
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，

ダ
ク
ト
及
び
弁
の
軸
の
固
着
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
軸
受
に

滑
油
給
油
)。

時
間
基
準
保
全

① 6
5
M
/
1
5
C
/

1
C
②
6
5
M

③
6
5
M

①
6
5
M
:V
T

機
能
・
性
能
試

験 1
5
C
:V
T

作
動
試
験

1
C
:V
T

作
動
試
験

②
V
T

作
動
確
認

③
V
T

作
動
確
認

①
6
5
M
:2
4
回
定
検
（
D
M
P
-
A
O
-
T
4
1
-

F
0
9
0
)

1
C
:2
5
回
定
検
（
D
M
P
-
A
O
-
T
4
1
-
F
0
9
0
)

②
2
5
回
定
検
（
D
M
P
-
G
D
-
0
1
8
)

③
2
5
回
定
検
（
D
M
P
-
V
D
-
1
0
1
)

有 ①
②
第
2
5
回
定
検

取
替
実
施

③
第
2
5
回
定
検

新
設

■

8
1
9
機
械
設
備
廃
棄
物
処
理

設
備

固
着
，
固
渋

9
-
⑤
固
着

①
雑
固
体
焼
却
系
設
備
焼
却
灰
取
出

ボ
ッ
ク
ス

②
焼
却
炉
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス

③
1
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス
④
2
次
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
灰
取
出
ボ
ッ

ク
ス

ダ
ン
パ

可
点
検
時
に
ダ
ン
パ
の
目
視
点
検
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
ダ
ン
パ
の

固
着
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全

①
1
Y
c

②
1
Y
c

③
1
0
Y
c

④
1
0
Y
c

①
V
T

②
V
T

③
漏
え
い
確
認

④
漏
え
い
確
認

①
2
5
回
定
検
（
N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
4
)

②
2
5
回
定
検
（
N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
5
)

③
2
5
回
定
検
（
N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
1
8
A
)

④
2
5
回
定
検
（
N
R
2
2
-
O
T
M
-
D
1
2
1
A
)

無
■

8
2
0
電
源
設
備
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

4
8
0
 V
非
常
用
M
C
C

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
4
C

動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
M
C
C
 2
C
-
4
/
4
D
)

無
－

8
2
1
電
源
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発

電
設
備

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
設
備

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
1
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
D
G
-
A
V
R
-
2
C
)

無
－

8
2
2
電
源
設
備
M
G
セ
ッ
ト

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

原
子
炉
保
護
系
M
G
セ
ッ
ト

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
2
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
L
C
P
-
1
8
4
A
@
)

有 第
2
5
回
定
検

取
替
実
施
(同
型
式
・
仕
様
)

－

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
9
9
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
2
3
電
源
設
備
無
停
電
電
源

装
置

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

バ
イ
タ
ル
電
源
用
無
停
電
電
源
装
置

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
1
C

動
作
確
認

2
5
回
定
検
（
P
N
L
-
S
U
P
S
)

無
－

8
2
4
電
源
設
備
直
流
電
源
設

備
固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

1
2
5
 V
充
電
器
盤
 2
A

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
1
Y

動
作
試
験

2
5
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 2
A

B
A
T
T
.C
H
A
R
G
E
R
)

有 第
2
4
回
定
検

取
替
実
施

－

8
2
5
電
源
設
備
計
測
用
分
電

盤
固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

交
流
計
測
用
分
電
盤
 A
系
，
B
系

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
9
C

動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
P
N
L
-
D
P
-
2
A
-
1
-
A
C
)

無
－

8
2
6
機
械
設
備
燃
料
取
扱
ク

レ
ー
ン

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

①
［
原
子
炉
建
屋
6
階
天
井
走
行
ク

レ
ー
ン
］

②
［
D
C
建
屋
天
井
ク
レ
ー
ン
］

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
目
視
点
検
，
動
作
確
認
等
を
行
う
こ

と
に
よ
り
，
配
線
用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
1
Y
c

②
2
Y
c

Ｖ
Ｔ
動
作
確
認

運
転
確
認

①
2
5
回
定
検
（
#
#
R
/
B
 C
R
A
N
E
)

②
2
5
回
定
検
（
C
R
N
-
D
C
@
)

無
■

8
2
7
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

非
常
用
M
/
C

真
空
遮
断
器
操

作
機
構

可
点
検
時
に
真
空
遮
断
器
操
作
機
構
の
目
視
点
検
，
清
掃
,開
閉
試

験
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
真
空
遮
断
器
操
作
機
構
の
固
渋
は
確
認
可

能
(必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
4
C
5
2
M

4
C
:Ｖ
Ｔ

5
2
M
:Ｖ
Ｔ
,

開
閉
試
験

4
C
:2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

5
2
M
:2
5
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K
)

有 第
2
4
回
定
検

S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K

S
W
G
R
 2
D
/
1
-
B
R
K

取
替
実
施

■

8
2
8
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

非
常
用
M
/
C

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
4
C

動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
-
B
U
S
@
)

有 第
2
4
回
定
検

S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K

S
W
G
R
 2
D
/
1
-
B
R
K

取
替
実
施

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
1
0
0
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
2
9
電
源
設
備
動
力
用
変
圧

器
固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

非
常
用
動
力
用
変
圧
器
（
2
C
，
2
D
）

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
の
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
3
C

動
作
確
認

2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
1
A
)

無
■

8
3
0
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

非
常
用
P
/
C

気
中
遮
断
器
操

作
機
構

可
点
検
時
に
気
中
遮
断
器
操
作
機
構
の
目
視
確
認
，
清
掃
，
開
閉
試

験
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
気
中
遮
断
器
操
作
機
構
の
固
渋
は
確
認

可
能
(必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

Ｖ
Ｔ
開
閉
試
験

2
5
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
7
C
-
B
R
K
)

無
■

8
3
1
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

固
着
，
固
渋

9
-
⑥
遮
断
器
の

固
渋

共
通

①
非
常
用
P
/
C

②
1
2
5
 V
直
流
P
/
C

③
計
測
用
P
/
C

配
線
用
遮
断
器

及
び
電
動
操
作

配
線
用
遮
断
器

可
点
検
時
に
配
線
用
遮
断
器
及
び
電
動
操
作
配
線
用
遮
断
器
の
動

作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
配
線
用
遮
断
器
及
び
電
動
操
作
配
線

用
遮
断
器
の
固
渋
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
①
4
C

②
9
C

③
9
C

動
作
確
認

①
2
4
回
定
検
（
P
C
 2
C
-
B
U
S
@
)

②
2
4
回
定
検
（
1
2
5
V
 D
C
 D
IS
T
 C
T
R

2
A
@
)

③
2
4
回
定
検
（
1
2
0
V
 2
4
0
V
 A
C
 I
N
S
T

D
IS
T
 B
U
S
 2
A
@
)

無
■

8
3
2
容
器

原
子
炉
格
納

容
器
本
体

閉
塞

9
-
⑦
閉
塞

原
子
炉
格
納
容
器

ス
ト
レ
ー
ナ

可
定
期
的
に
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
･チ
ェ
ン
バ
は
清
掃
，
目
視
点
検
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
炉
心
冷
却
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
ス
ト
レ
ー
ナ
閉

塞
が
発
生
す
る
可
能
性
は
小
さ
い
。

時
間
基
準
保
全
1
3
0
M

1
0
Y

1
3
0
M
:V
T

1
0
Y
:V
T

1
3
0
M
:2
1
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

1
0
Y
:2
5
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

有 第
2
3
回
定
検

信
頼
性
向
上
の
観
点
か
ら
，
ス
ト
レ
ー
ナ

の
閉
塞
対
策
と
し
て
同
ス
ト
レ
ー
ナ
の
大

型
化
を
実
施

－

8
3
3
電
源
設
備
高
圧
閉
鎖
配

電
盤

真
空
度
低
下

9
-
⑧
真
空
度
低

下
非
常
用
M
/
C

真
空
遮
断
器
真

空
バ
ル
ブ

可
点
検
時
に
真
空
遮
断
器
真
空
バ
ル
ブ
の
目
視
点
検
，
真
空
度
の

確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
真
空
遮
断
器
真
空
バ
ル
ブ
の
真
空
度
低

下
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

Ｖ
Ｔ
真
空
度
確
認

2
5
回
定
検
（
S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K
)

有 第
2
4
回
定
検

S
W
G
R
 2
C
/
1
-
B
R
K

S
W
G
R
 2
D
/
1
-
B
R
K

取
替
実
施

■

8
3
4
炉
内
構
造

物
炉
内
構
造
物
締
付
力
の
低
下

9
-
⑨
締
付
力
の

低
下

炉
内
構
造
物

ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ

可
点
検
時
に
ジ
ェ
ッ
ト
ポ
ン
プ
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
ジ
ェ
ッ

ト
ポ
ン
プ
計
装
配
管
の
締
付
力
の
低
下
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
維
持
規
格

等
に
よ
る

/
1
0
Y

維
持
規
格
等
に

よ
る
:V
T
(M
V
T
-

1
)
1
0
Y
:V
T
-
3

維
持
規
格
等
に
よ
る
:2
1
回
定
検

(R
P
V
A
S
S
-
P
M
P
-
J
P
1
)

1
0
Y
:2
3
回
定
検
（
R
P
V
A
S
S
-
P
M
P
-
J
P
1
)
無

■

8
3
5
配
管

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

配
管
系

性
能
低
下

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

原
子
炉
再
循
環
系
配
管

ほ
う
酸
水
注
入
系
配
管
（
五
ほ
う
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
水
部
）

オ
イ
ル
ス
ナ
ッ

バ
，
ハ
ン
ガ

可
点
検
時
に
オ
イ
ル
ス
ナ
ッ
バ
及
び
ハ
ン
ガ
の
目
視
点
検
，
動
作
確

認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
性
能
・
機
能
低
下
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
7
8
M

Ｖ
Ｔ

2
5
回
定
検

無
■

8
3
6
配
管

炭
素
鋼
配
管

系
性
能
低
下

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

原
子
炉
系
（
純
水
部
，
蒸
気
部
）
，
不
活

性
ガ
ス
系
，
残
留
熱
除
去
海
水
系

オ
イ
ル
ス
ナ
ッ

バ
，
メ
カ
ニ
カ
ル
ス

ナ
ッ
バ
，
ば
ね
防

振
器
，
ハ
ン
ガ

可
点
検
時
に
オ
イ
ル
ス
ナ
ッ
バ
，
メ
カ
ニ
カ
ル
ス
ナ
ッ
バ
，
ば
ね
防
振
器

及
び
ハ
ン
ガ
の
目
視
点
検
，
動
作
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
性
能
・

機
能
低
下
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
7
8
M

Ｖ
Ｔ

2
5
回
定
検

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査
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東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
1
0
1
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
3
7
配
管

低
合
金
鋼
配

管
系

性
能
低
下

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

給
水
加
熱
器
ド
レ
ン
系

気
体
廃
棄
物
処
理
系

オ
イ
ル
ス
ナ
ッ

バ
，
ハ
ン
ガ

可
点
検
時
に
オ
イ
ル
ス
ナ
ッ
バ
及
び
ハ
ン
ガ
の
目
視
点
検
，
動
作
確

認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
性
能
・
機
能
低
下
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応

じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。

時
間
基
準
保
全
7
8
M

Ｖ
Ｔ

2
5
回
定
検

無
■

8
3
8
タ
ー
ビ
ン
非
常
用
系

タ
ー
ビ
ン
設
備
性
能
低
下

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

調
速
・
制
御
装
置

E
G
R
，
リ
モ
ー
ト

サ
ー
ボ

可
点
検
時
に
E
G
R
，
リ
モ
ー
ト
サ
ー
ボ
の
定
期
的
な
分
解
点
検
，
潤
滑

油
の
交
換
・
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
，
応
答
性
試
験
，
試
運
転
調
整
に
よ
り
性

能
・
機
能
低
下
は
確
認
可
能
（
必
要
に
応
じ
て
補
修
又
は
取
替
）
。
時
間
基
準
保
全
6
5
M

V
T
応
答
性
試
験

試
運
転

2
3
回
定
検
（
T
B
N
-
R
C
IC
-
C
0
0
2
)

無
■

8
3
9
機
械
設
備
使
用
済
燃
料

乾
式
貯
蔵
容

器
性
能
低
下

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

共
通

（
1
8
～
2
1
,2
3
,2
4
号
機
）

金
属
ガ
ス
ケ
ッ
ト

可
点
検
時
に
使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容
器
の
漏
え
い
検
査
に
よ
り
金

属
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
密
封
性
能
低
下
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
0
Y

漏
え
い
試
験

2
5
回
定
検
（
J
2
1
-
V
0
0
1
A
@
)

無
■

8
4
0
機
械
設
備
水
素
再
結
合

器
性
能
低
下
（
水
素

反
応
機
能
低
下
）

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
器
(S
A
)

触
媒
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

（
触
媒
）

可
点
検
時
に
触
媒
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
触
媒
）
の
目
視
点
検
，
機
能
検
査
に

よ
る
性
能
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
健
全
性
の
維
持
可
能
(必
要
に

応
じ
て
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
設
備
設
置

後
設
定

設
備
設
置
後
設

定
無

無
■

8
4
1
機
械
設
備
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
性
能
低
下

9
-
⑩
性
能
・
機
能

低
下
（
水
素
反
応

機
能
低
下
）

調
速
装
置

調
速
装
置

可
点
検
時
に
調
速
機
リ
ン
ク
機
構
の
摺
動
抵
抗
測
定
及
び
定
期
試
験

時
の
作
動
確
認
に
よ
り
，
調
速
装
置
の
性
能
低
下
に
対
す
る
健
全

性
の
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
3
9
M

V
T

2
5
回
定
検
（
D
G
-
2
C
-
G
O
V
@
)

無
－

8
4
2
容
器

原
子
炉
格
納

容
器
本
体

硬
化
（
劣
化
）

9
-
⑪
硬
化
（
劣

化
）
（
取
替
が
困

難
な
部
位
）

原
子
炉
格
納
容
器

ダ
イ
ア
フ
ラ
ム
フ

ロ
ア
ベ
ロ
ー
ズ

可
定
期
的
な
硬
度
測
定
及
び
目
視
点
検
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
，
ダ

イ
ア
フ
ラ
ム
フ
ロ
ア
ベ
ロ
ー
ズ
の
健
全
性
の
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
1
3
M

耐
久
性
確
認
試

験
(V
T
，
硬
度

測
定

2
5
回
定
検
（
P
C
V
-
A
)

無
■

8
4
3
空
調
設
備
ダ
ク
ト

硬
化
（
劣
化
）

9
-
⑫
硬
化
（
劣

化
）
（
取
替
が
容

易
な
部
位
）

共
通

①
中
央
制
御
室
換
気
空
調
系
ダ
ク
ト

②
空
調
機
械
室
内
原
子
炉
建
屋
吸
気

系
ダ
ク
ト

ガ
ス
ケ
ッ
ト

可
点
検
時
に
ダ
ク
ト
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
ガ

ス
ケ
ッ
ト
の
劣
化
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
①
5
年

②
1
年

V
T

①
2
5
回
定
検

②
2
5
回
定
検

今
後
，
島
根
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
ト

ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
点
検
を
実
施
し
，
必

要
に
応
じ
て
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
交
換
実
施

■

8
4
4
空
調
設
備
ダ
ク
ト

硬
化
（
劣
化
）

9
-
⑫
硬
化
（
劣

化
）
（
取
替
が
容

易
な
部
位
）

中
央
制
御
室
換
気
系
ダ
ク
ト
（
角
ダ
ク

ト
）

ベ
ロ
ー
ズ

可
点
検
時
に
ダ
ク
ト
ベ
ロ
ー
ズ
の
目
視
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
ベ

ロ
ー
ズ
の
劣
化
は
確
認
可
能
。

時
間
基
準
保
全
5
年

V
T

2
5
回
定
検

今
後
，
島
根
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
ト

ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
点
検
を
実
施
し
，
必

要
に
応
じ
て
ベ
ロ
ー
ズ
の
交
換
実
施

■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－101 －



東
海
第
二
発
電
所
に
お
け
る
日
常
劣
化
管
理
事
象
一
覧
表

添
付
２
　
【
1
0
2
/
1
0
2
】

大
分
類

中
分
類

N
o
.

評
価
書

事
象

保
全
の
方
針

機
器
（
新
規
制
対
応
機
器
は
，
機
器
名

の
後
ろ
に
（
S
A
）
を
付
記
。
）

部
位

耐
震
上
の

影
響

劣
化
管
理
の
考
え
方

検
査
（
保
全
）

方
式

検
査
間
隔

検
査
方
法

（
保
全
タ
ス
ク
）

検
査
実
績

部
品
取
替
履
歴

劣
化
傾
向

監
視

8
4
5
電
源
設
備
低
圧
閉
鎖
配

電
盤

汚
損

9
-
⑬
汚
損

非
常
用
P
/
C

気
中
遮
断
器
消

弧
室

可
点
検
時
に
気
中
遮
断
器
消
弧
室
の
目
視
確
認
，
清
掃
を
行
う
こ
と

に
よ
り
，
気
中
遮
断
器
消
弧
室
の
汚
損
は
確
認
可
能
(必
要
に
応
じ

て
補
修
又
は
取
替
)。

時
間
基
準
保
全
5
2
M

Ｖ
Ｔ

2
5
回
定
検
（
P
C
 2
C
/
7
C
-
B
R
K
)

無
■

－
：
評
価
対
象
か
ら
除
外

■
：
振
動
応
答
特
性
上
又
は
構
造
・
強
度
上
「
軽
微
若
し
く
は
無
視
」
で
き
る
事
象
と
し
て
評
価
対
象
か
ら
除
外

◎
：
耐
震
安
全
上
考
慮
す
る
必
要
の
あ
る
経
年
劣
化
事
象
と
し
て
抽
出

検
査
方
法
凡
例
　
V
T
；
目
視
点
検
　
U
T
；
超
音
波
探
傷
検
査
　
D
T
；
寸
法
測
定
　
U
M
；
超
音
波
厚
さ
測
定

P
T
；
浸
透
探
傷
試
験
　
R
T
；
放
射
線
透
過
試
験
　
E
C
T
；
渦
流
探
傷
試
験
　
T
D
R
測
定
；
時
間
領
域
反
射
測
定

検
査
間
隔
凡
例
　
Y
；
年
　
A
R
；
必
要
時
　
M
；
月
　
C
；
定
検
　
W
；
週

Y
c
；
通
常
時
定
検
　
D
；
日
　
IS
I；
供
用
期
間
中
検
査

－ 127－102 －
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 別紙 2  

日常劣化管理事象以外の事象（▲）について 

日常劣化管理事象以外の事象（▲）のすべての対象機器を事象毎に分類し，すべての機

器についてこれまでの運転経験，使用条件，材料試験データ及び進展傾向が極めて小さい

と判断した理由一覧表に整理したものを以下に示す。 

添付１ 東海第二発電所における日常劣化管理事象以外一覧表 



高
経
年
化
技
術
評
価
劣
化
事
象
一
覧

添
付
１
【
2
6
/
2
6
】

大
分
類

中
分
類

材
料
試
験
デ
ー
タ
値
等

構
造
，
材
料
及
び
使
用
条
件

進
展
傾
向
が
極
め
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
理
由

運
転
経
験

N
o
.

経
年
劣
化
事
象

評
価
機
器
名

部
位

評
価
書

1
6
2
機
械
設
備

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容

器
性
能
低
下

共
通

中
性
子
遮
へ
い
体

な
し

内
部
流
体
：
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

最
高
使
用
圧
ガ
ス
：
1
.0
　
M
P
a

最
高
使
用
温
度
：

1
～
1
5
,2
3
,2
4号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
1
0
℃

1
6
,1
7
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器
　
1
７

0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
6
0
℃

2
3
,2
4
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
3
0
℃

「
平
成
1
5
年
度
　
金
属
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
技
術

確
証
試
験
報
告
書
　
最
終
報
告
」
（
平
成
1
6

年
6
月
　
独
立
行
政
法
人
　
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
）

レ
ジ
ン
の
外
気
と
の
接
触
に
よ
る
酸
化
反
応
に
つ
い
て
は
，
外
筒
と

中
間
胴
の
間
（
1
～
1
5
号
機
）
又
は
，
外
筒
と
胴
の
間
（
1
6
，
1
7
号

機
）
に
充
填
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
，
外
気
と
接
触
し
な
い
構
造
と

な
っ
て
い
る
い
る
こ
と
か
ら
，
酸
化
反
応
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生

す
る
可
能
性
は
な
い
。

レ
ジ
ン
の
高
温
下
で
の
熱
分
解
反
応
に
つ
い
て
は
，
レ
ジ
ン
の
使
用

温
度
は
，
容
器
表
面
温
度
に
て
監
視
さ
れ
警
報
値
内
で
十
分
低
く

推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
高
温
下
で
の
熱
分
解
反
応
に
よ
る
性
能

低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

放
射
線
分
解
に
よ
る
性
能
低
下
に
つ
い
て
は
，
設
計
評
価
期
間
内

に
受
け
る
中
性
子
照
射
量
は
設
計
値
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
レ
ジ

ン
の
放
射
線
分
解
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。
中
性
子
吸
収
材
の
減
損
に
つ
い
て
は
，
材
料
試
験
デ
ー
タ
か
ら
，
レ

ジ
ン
に
対
す
る
設
計
吸
収
線
量
に
対
し
て
中
性
子
吸
収
材
の
減
損

が
無
視
で
き
る
程
度
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
中

性
子
吸
収
材
の
減
損
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。

1
6
3
機
械
設
備

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
容

器
性
能
低
下

共
通

バ
ス
ケ
ッ
ト

な
し

内
部
流
体
：
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス

最
高
使
用
圧
ガ
ス
：
1
.0
　
M
P
a

最
高
使
用
温
度
：

1
～
1
5
,2
3
,2
4号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
1
0
℃

1
6
,1
7
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器
　
1
７

0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
6
0
℃

2
3
,2
4
号
機
　
キ
ャ
ス
ク
容
器

1
6
0
℃
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
2
3
0
℃

「
平
成
1
5
年
度
　
金
属
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
技
術

確
証
試
験
報
告
書
　
最
終
報
告
」
（
平
成
1
6

年
6
月
　
独
立
行
政
法
人
　
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
）

高
温
下
で
の
ク
リ
ー
プ
等
に
よ
る
形
状
，
強
度
変
化
に
つ
い
て
は
，

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
材
料
に
対
す
る
設
計
温
度
よ
り
も
実
際
の
使
用
温
度

は
低
く
，
設
計
温
度
を
超
え
る
よ
う
な
温
度
変
化
も
な
い
こ
と
か
ら
，

高
温
下
で
の
形
状
，
強
度
変
化
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可

能
性
は
な
い
。

中
性
子
照
射
脆
化
に
つ
い
て
は
，
中
性
子
照
射
量
は
設
計
値
以
下

で
あ
る
こ
と
か
ら
，
中
性
子
照
射
脆
化
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す

る
可
能
性
は
な
い
。

中
性
子
吸
収
材
の
減
損
に
つ
い
て
は
，
材
料
試
験
デ
ー
タ
か
ら
，
レ

ジ
ン
に
対
す
る
設
計
吸
収
線
量
に
対
し
て
中
性
子
吸
収
材
の
減
損

が
無
視
で
き
る
程
度
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
中

性
子
吸
収
材
の
減
損
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。
腐
食
に
つ
い
て
は
，
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
雰
囲
気
内
に
あ

る
こ
と
か
ら
，
腐
食
に
よ
る
性
能
低
下
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な

い
。

1
6
4
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び

鉄
骨
構
造
物

耐
火
能
力
低
下

火
災
時
等
の
熱

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
及
び
鉄
骨
構
造
物

コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
し

屋
内
／
屋
外

-
こ
れ
ま
で
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
断
面
欠
損
す
る
運
転
経
験
が

な
い
た
め
，
通
常
の
使
用
環
境
に
お
い
て
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
断
面
厚
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
く
，
耐
火
能
力
は
維
持
さ
れ
る
。

1
6
5
容
器

電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

導
通
不
良

核
計
装
用
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

電
線
及
び
接
続
部
（
コ
ネ

ク
タ
）

な
し

屋
内
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
貫
通
部
）

-

電
気
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
内
部
構
造
は
，
動
的
（
熱
膨
張
・
収
縮
）

部
位
も
な
い
。

ま
た
，
電
線
単
体
に
は
外
部
か
ら
の
大
き
な
荷
重
は
作
用
し
な
い

構
造
と
な
っ
て
お
り
，
導
通
不
良
が
発
生
す
る
可
能
性
は
な
い
。

－ 128－26 －




